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、
復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
等
の
緊
急
整
備
等
に
よ
り
被
災
地
域
の
早
期
復
旧
・
復
興
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
熊
本
地
震
、
九
州
北
部

豪
雨
等
の
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
を
図
る
た
め
、
被
災
し
た
道
路
の
災
害
復
旧
の
加
速
や
復
興
を
支
援
す
る
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る

被
災
地
の

復
旧
・
復
興
（
P
1
0
～
1
1
）

国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
老
朽
化
が
進
む
道
路
施
設
に
つ
い
て
、
着
実
な
点
検
及
び
措
置
等
を
適
切
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
道
路
の
防

災
・
震
災
対
策
や
代
替
性
の
確
保
の
た
め
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
無
電
柱
化
等
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
生
活
道
路
・
通
学
路
や
自
転
車
の
安

全
対
策
と
と
も
に
、
踏
切
対
策
や
高
速
道
路
に
お
け
る
安
全
対
策
等
の
利
用
者
の
安
全
に
資
す
る
事
業
を
推
進
す
る

国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
（
P
1
2
～
2
4
）

人
口
減
少
・
高
齢
化
社
会
の
下
で
の
、
労
働
者
の
減
少
を
上
回
る
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
新
た
な
需
要
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が

国
の
経
済
成
長
を
実
現
す
る
た
め
、
三
大
都
市
圏
環
状
道
路
の
整
備
や
空
港
・
港
湾
ア
ク
セ
ス
等
の
強
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
今
あ
る
道
路
の
運

用
改
善
や
小
規
模
な
改
良
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
賢
く
使
う
取
組
を
推
進
す
る

生
産
性
の
向
上
と
新
需
要
の
創
出
に
よ
る
成
長
力
の
強
化
（
P
2
5
～
3
9
）

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
た
施
策
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
観
点
に
留
意
し
取
り
組
む
。

・
生
産
性
の
向
上
や
安
全
・
安
心
を
含
め
た
生
活
の
質
の
向
上
等
の
「
ス
ト
ッ
ク
効
果
の
重
視
」

・
道
路
の
機
能
を
最
大
限
発
揮
す
る
た
め
「
賢
く
使
う
」

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
を
活
用
し
た
「
賢
い
投
資
」

ま
た
、
コ
ス
ト
の
徹
底
し
た
縮
減
や
事
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
、
新
技
術
の
活
用
な
ど
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
社
会
実
装
を

進
め
る
と
と
も
に
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
や
オ
ー
プ
ン
化
（
道
路
空
間
・
議
論
・
デ
ー
タ
等
）
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

地
方
の
成
長
を
促
し
、
人
口
減
少
を
克
服
す
る
た
め
、
「
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
「
道
の
駅
」
や
ス
マ
ー
ト
I
C
等

の
活
用
に
よ
る
拠
点
の
形
成
及
び
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
地
域
や
拠
点
間
の
連
携
確
保
を
推
進
す
る

豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
（
P
4
0
～
4
9
）
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（
単

位
：
億

円
）

事
業

費
対

前
年

度
比

国
　

費
対

前
年

度
比

1
5
,5

6
2

1
.0

0
1
5
,5

6
2

1
.0

0

10
,7

19
0.

98
1
0,

71
9

0
.9

8

3,
68

3
1.

07
3,

68
3

1
.0

7

1,
16

0
1.

00
1,

16
0

1
.0

0

1
,6

3
4

1
.1

3
9
7
4

1
.1

3

92
5

1.
03

51
6

1
.0

3

43
5

1.
45

24
0

1
.4

5

11
8

1.
32

65
1
.4

5

15
6

1.
00

10
4

1
.0

0

－
－

49
1
.0

4

2
4
,3

9
3

1
.0

3
1
4
1

0
.6

8

4
1
,5

8
8

1
.0

2
1
6
,6

7
7

1
.0

0

1
,0

6
3

皆
増

5
9
0

皆
増

4
2
,6

5
1

1
.0

4
1
7
,2

6
7

1
.0

4

（
再

　
掲

）

2
,6

9
7

1
.8

7
1
,5

6
4

1
.8

1

大
規

模
修

繕
・

更
新

Ｉ
Ｃ

ア
ク

セ
ス

道
路

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
（
交

通
拠

点
連

携
集

中
支

援
事

業
）

小
計

事
項

直
轄

事
業

改
築

そ
の

他

維
持

修
繕

諸
費

等

補
助

事
業

地
域

高
規

格
道

路
そ

の
他

補
助

率
差

額

有
料

道
路

事
業

等

合
計

除
雪

補
助

事
業

＋
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

（交
通

拠
点

連
携

集
中

支
援

事
業

）

※
こ

の
他

に
、
防
災
・

安
全
交
付
金
（

国
費

1
1
,1
17
億

円
［

対
前

年
度

比
1
.0
1］

）
、

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
（

国
費
8
,
88
6億

円
［

対
前
年
度
比

0
.9
9］

）
が
あ

り
、

地
方

の
要
望
に
応
じ

て
道
路
整
備
に

充
て
る

こ
と

が
で

き
る

。
上

記
に

は
、

社
会

資
本

整
備
総

合
交

付
金

（
交

通
拠

点
連
携
集
中
支

援
事
業
）
を
含

む
。

※
社

会
資

本
整
備
総
合

交
付
金
（
交
通

拠
点
連

携
集

中
支

援
事

業
）

は
、

交
通

拠
点

連
携

を
図

り
、

物
流

の
効

率
化

な
ど
生
産
性
向
上

に
資
す
る
空
港

、
港
湾
等
へ

の
ア
ク
セ
ス

道
路

や
連
続
立
体
交

差
事
業
に
つ
い

て
、
国

庫
債

務
負

担
行

為
を

活
用

し
な

が
ら

個
別
箇

所
ご

と
に

計
画

的
か

つ
集

中
的
な
支
援
を

実
施
す
る
も
の

。
※

こ
の

他
に
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の

復
旧
・

復
興

対
策

事
業

（
国

費
2
,0
90

億
円

［
対

前
年

度
比

0.
87

］
）

が
あ

る
。

ま
た
、
東
日
本

大
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興

対
策
事
業

と
し

て
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金

（
国
費

96
1億

円
［

対
前

年
度

比
0
.8
8］

）
が

あ
り

、
地

方
の
要

望
に
応

じ
て
道

路
整
備
に
充
て

る
こ
と
が
で
き

る
。

注
１
．
上
記
の
他
に
、
行
政
部
費
（
国
費
9
億
円
）
が
あ
る
。

注
２
．
直
轄
事
業
の
国
費
に
は
、
地
方
公
共
団
体
の
直
轄
事
業
負
担
金
（
2
,9
5
8億
円
）を
含
む
。

注
３
．
四
捨
五
入
の
関
係
で
、
各
計
数
の
和
が
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

[参
考

] 
平

成
３

０
年

度
公

共
事

業
関

係
費

（
国

費
）

政
府

全
体

：
5
9
,7

8
9
億

円
（
対

前
年

度
比

1
.0

0
）

国
土

交
通

省
関

係
：

5
1
,8

2
8
億

円
（
対

前
年

度
比

1
.0

0）

Ⅱ
決

定
概

要
1

予
算

総
括

表
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国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
や
生
産
性
の
向
上
等
に
よ
る
成
長
力
の
強
化
な
ど
の
た
め
、
道
路
整
備
に
関
し
て
「
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政

上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
に
規
定
す
る
補
助
率
等
の
か
さ
上
げ
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
平
成
３
０
年
度
以
降
１
０
年
間
継
続
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
老
朽
化
対
策
な
ど
の
政
策
課
題
や
地
域
の
財
政
状
況
等
を
考
慮
し
、
以
下
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

・
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
老
朽
化
対
策
へ
の
支
援
の
強
化

・
交
付
金
事
業
の
か
さ
上
げ
措
置
の
対
象
を
重
点
配
分
対
象
事
業
に
重
点
化

・
財
政
力
の
低
い
地
方
公
共
団
体
へ
の
支
援
の
強
化

②
財

政
力

に
基

づ
く

か
さ

上
げ

①
財

特
法

等
に
基
づ

く
か
さ

上
げ

・
市
町
村
道
の
改
築

・
補
助
国
道
等
の
修
繕

(現
行
対
象
外

)

全
て

対
象

拡
充

全
て

対
象

（
1/
2
 →

 5
.
5/
10
 
）

拡
充

重
点
配
分

対
象
事
業

を
対

象
(

1
/2

 →
 
5.

5
/1

0 
）

見
直

し

＜
補
助
事
業

(改
築
･修

繕
)＞

＜
交

付
金
事

業
(改

築
･修

繕
)＞

・
補
助
国
道
等
の
修
繕

(現
行
対
象
外

)

・
補

助
国
道

の
修
繕

(現
行

対
象

外
)

※
直

轄
事
業
（
改
築
）
の
か
さ
上
げ
は
継
続
（
高
規
格
幹
線
道
路

2
/
3
 
→
 
7
/
1
0
）

２
道
路

整
備

に
関

す
る

財
政

上
の

特
例
措

置
に

つ
い

て
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地
方
公
共
団
体
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、
複
数
年
に
わ
た
り
計
画
的
か
つ
集
中
的
な
投
資
が
必
要
と
な
る
地
域
高
規
格
道
路
等
の
整
備
や
、
道
路

施
設
の
適
確
な
老
朽
化
・
地
震
対
策
等
を
支
援
す
る
た
め
、
整
備
効
果
を
確
認
し
つ
つ
、
補
助
事
業
・
交
付
金
事
業
に
よ
り
重
点
的
に
支
援
し
ま
す
。

①
補

助
事
業
に
よ
る
支
援

複
数
年
に
わ
た
り
計
画
的
か
つ
集
中
的
な
投
資
が
必
要
と
な
る
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
、
大
規
模
修
繕
・
更
新
、
I
C
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
等
に
対
し
て
個
別
箇
所
毎
に
支
援
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

・
大
規
模
修
繕
・
更
新
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
・
政
令
市
の
事
業
要
件
を
緩
和

（
［
現
行
］
全
体
事
業
費
１
０
０
億
円
以
上

→
［
見
直
し
］
修
繕
：
１
０
億
円
以
上
、
更
新
：
５
０
億
円
以
上
）

・
I
Cへ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
に
つ
い
て
、
地
域
高
規
格
道
路
の
I
C、
ス
マ
ー
ト
I
Cに
加
え
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
IC
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
個
別
補
助
制
度
を
創
設

②
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（

交
通
拠
点
連
携
集
中
支
援
事
業
）
に
よ
る
支
援

規
模
が
大
き
く
、
他
の
交
通
拠
点
と
連
携
し
て
整
備
を
進
め
る
空
港
・
港
湾
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
や
連
続
立
体
交
差
事
業
に
つ
い
て
、
国
庫

債
務
負
担
行
為
を
活
用
し
な
が
ら
計
画
的
か
つ
集
中
的
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

③
交

付
金
に
よ
る
支
援
（
重
点
配
分
の
例

）
＜
防
災
・
安
全
交
付
金
に
よ
る
支
援
＞

・
道
路
施
設
の
適
確
な
老
朽
化
・
地
震
対
策
（
橋
梁
等
の
修
繕
・
更
新
、
無
電
柱
化

等
）

・
通
学
路
等
の
生
活
空
間
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
（
通
学
路
の
交
通
安
全
対
策
、
自
転
車
通
行
空
間
整
備

等
）

＜
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に
よ
る
支
援
＞

・
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
高
め
る
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
（
対
象
拠
点
：
駅
、
工
業
団
地
）

・
地
域
の
拠
点
と
し
て
選
定
さ
れ
た
重
点
「
道
の
駅
」
の
機
能
強
化

（
参
考
）
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
道
路
の
適
正
な
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、
補
助
事
業
や
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
と
一
体
と
し
て
実
施
さ
れ
る

地
方
単
独
事
業
（
長
寿
命
化
事
業
）
に
つ
い
て
、
地
方
財
政
措
置
を
拡
充
し
ま
す
。

（
対
象
事
業
）

①
舗
装
の
表
層
に
係
る
補
修
（
例
：
切
削
、
オ
ー
バ
ー
レ
イ
、
路
上
再
生
等
）

※
簡
易
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
（
全
層
を
対
象
）
を
含
む

②
小
規
模
構
造
物
（
例
：
道
路
照
明
施
設
、
道
路
標
識
、
防
護
柵
、
防
雪
柵
、
側
溝
、
機
械
設
備
、
小
型
擁
壁
等
）
の
補
修
・
更
新

③
法
面
・
斜
面
の
小
規
模
対
策
工
（
例
：
落
石
防
止
柵
、
植
生
工
、
モ
ル
タ
ル
吹
付
工
、
排
水
工
等
）

（
地
方
財
政
措
置
）
地
方
債
充
当
率
：
９
０
％

交
付
税
措
置
率
：
財
政
力
に
応
じ
て
３
０
～
５
０
％

３
地

方
へ

の
重

点
的

支
援
に
つ
い

て
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現
下
の
低
金
利
状
況
を
活
か
し
、
財
政
投
融
資
を
活
用
し
て
、
①
大
都
市
圏
環
状
道
路
等
の
整
備
加
速
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、
②
橋
梁
の
耐
震
強

化
対
策
の
加
速
に
よ
る
安
全
・
安
心
の
確
保
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

（
参
考
）
財
投
活
用
に
よ
る
整
備
加
速
予
定
箇
所

○
大
都
市
圏
環
状
道
路
等
の
整
備
加
速

・
圏
央
道
（
久
喜
白
岡
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
大
栄
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
４
車
線
化

な
ど

○
橋
梁
の
耐
震
強
化
対
策
の
加
速

・
地
震
発
生
確
率
2
6
％
以
上
の
地
域
の
橋
梁

※
今
後
3
0
年
間
に
震
度
6
弱
以
上
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
る
確
率

４
大
都

市
圏

環
状

道
路

等
の

整
備

加
速
に

つ
い
て

く
き
し
ら
お
か

た
い
え
い

５
新

規
制

度
に

つ
い

て

○
高

規
格

幹
線

道
路

ＩＣ
ア

ク
セ

ス
道

路
の

個
別

補
助

制
度

の
創

設

高
規
格
幹
線
道
路
Ｉ
Ｃ
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
る
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
当
該
Ｉ
Ｃ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
、
計
画
的
か

つ
集
中
的
に
支
援
す
る
た
め
の
個
別
補
助
制
度
を
創
設
す
る
。

＜
地

方
へ

の
重

点
的

支
援

に
つ

い
て

＞

○
大

規
模

修
繕

・
更

新
補

助
制

度
の

対
象

事
業

の
要

件
緩

和

予
防
保
全
型
の
管
理
へ
の
移
行
に
向
け
て
、
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
大
規
模
な
橋
梁
等
の
老
朽
化
対
策
を
計
画
的
か
つ
集
中
的
に
支

援
す
る
た
め
、
大
規
模
修
繕
・
更
新
補
助
制
度
に
お
け
る
都
道
府
県
・
政
令
市
の
事
業
要
件
を
緩
和
す
る
。

［
現
行
］
全
体
事
業
費
１
０
０
億
円
以
上

→
［
見
直
し
］
修
繕
:
１
０
億
円
以
上
、
更
新
:５
０
億
円
以
上

○
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

（
交

通
拠

点
連

携
集

中
支

援
事

業
）
の

創
設

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
、
防
災
・
安
全
交
付
金
に
お
い
て
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（
交
通
拠
点
連
携
集
中
支
援
事
業
）
を
設

け
、
交
通
拠
点
連
携
を
図
り
、
物
流
の
効
率
化
な
ど
生
産
性
向
上
に
資
す
る
空
港
、
港
湾
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
や
連
続
立
体
交
差
事
業
に

つ
い
て
、
国
庫
債
務
負
担
行
為
を
活
用
し
な
が
ら
個
別
箇
所
ご
と
に
計
画
的
か
つ
集
中
的
な
支
援
を
実
施
す
る
。
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○
重

要
物

流
道

路
の

創
設

平
常
時
・
災
害
時
を
問
わ
な
い
安
定
的
な
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
、
国
土
交
通
大
臣
が
物
流
上
重
要
な
道
路
輸
送
網
を
「
重
要
物
流
道

路
」
と
し
て
指
定
し
、
以
下
の
よ
う
な
機
能
強
化
や
重
点
支
援
を
実
施
す
る
。

・
災
害
時
の
道
路
の
啓
開
・
復
旧
の
迅
速
化
（
地
方
管
理
道
路
の
災
害
復
旧
等
代
行
制
度
の
創
設
）

・
ト
ラ
ッ
ク
の
大
型
化
に
対
応
し
た
道
路
構
造
強
化

・
民
間
施
設
直
結
ス
マ
ー
ト
I
C
の
整
備
に
係
る
無
利
子
貸
付
制
度
の
創
設

＜
重

要
物

流
道

路
等

に
つ

い
て

＞

○
地

方
管

理
道

路
の

災
害

復
旧

等
代

行
制

度
の

創
設

災
害
時
に
お
い
て
、
迅
速
な
救
急
救
命
活
動
や
緊
急
支
援
物
資
の
輸
送
な
ど
を
支
え
る
た
め
、
重
要
物
流
道
路
及
び
そ
の
代
替
・
補
完
路

に
お
い
て
、
道
路
啓
開
や
災
害
復
旧
を
国
が
代
行
す
る
制
度
を
創
設
す
る
。

○
民

間
施

設
直

結
ス

マ
ー

ト
IC

の
整

備
に

係
る

無
利

子
貸

付
制

度
の

創
設

民
間
企
業
の
発
意
と
負
担
に
よ
り
整
備
す
る
民
間
施
設
直
結
ス
マ
ー
ト
I
C
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
事
業
を
行
う
民
間
事
業
者
に
対
し
、

整
備
費
用
の
一
部
を
無
利
子
貸
付
す
る
制
度
を
創
設
す
る
。

※
こ
の
ほ
か
、
民
間
事
業
者
が
民
間
施
設
直
結
ス
マ
ー
ト
I
Cの
用
に
供
す
る
土
地
を
取
得
し
た
場
合
に
お
け
る
登
録
免
除
税
の
非
課
税
措
置
を
創
設
。

○
新

た
な

積
雪

寒
冷

特
別

地
域

道
路

交
通

確
保

五
箇

年
計

画
の

策
定

冬
期
道
路
交
通
の
確
保
を
図
る
た
め
、
平
成
３
０
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新
た
な
「
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道
路
交
通
確
保
五
箇
年
計
画
」

を
策
定
す
る
。

○
電

線
管

理
者

に
よ

る
単

独
地

中
化

へ
の

支
援

占
用
制
限
や
官
民
連
携
の
具
体
的
な
手
法
に
つ
い
て
検
討
し
つ
つ
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
等
を
活
用
し
て
、
道
路
事
業
と
一
体
と

な
っ
た
電
線
管
理
者
が
行
う
無
電
柱
化
を
支
援
す
る
。

○
道

路
区

域
外

が
原

因
と

な
る

事
故

・
災

害
防

止
に

対
す

る
制

度
の

拡
充

道
路
区
域
外
に
起
因
す
る
事
故
・
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
沿
道
区
域
の
土
地
等
の
管
理
者
に
よ
る
適
切
な
損
害
予
防
措
置
の
履
行
を
図

る
た
め
の
損
失
補
償
な
ど
が
行
え
る
よ
う
、
制
度
を
拡
充
す
る
。

○
交

通
安

全
事

業
の

新
直

轄
路

線
へ

の
制

度
の

拡
充

国
が
管
理
す
る
高
速
自
動
車
国
道
（
新
直
轄
）
に
つ
い
て
、
暫
定
2
車
線
区
間
に
お
け
る
事
故
防
止
策
と
し
て
の
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
設
置
な

ど
の
た
め
の
予
算
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
交
通
安
全
事
業
の
制
度
を
拡
充
す
る
。

＜
国

民
の

安
全

・
安

心
の

確
保

に
つ

い
て

＞
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空
港
・
港
湾
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

○
交
通
拠
点
連
携
を
図
り
、
物
流
の
効
率
化
な
ど
生
産
性
向
上
に
資
す
る

空
港
、
港
湾
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（
交
通
拠
点
連
携
集
中
支
援
事
業
）
の
概
要

連
続
立
体
交
差
事
業

○
複
数
の
踏
切
を
一
挙
に
除
去
し
、
道
路
交
通
の
円
滑
化
や
安
全
性
の
確
保
を

図
る
と
と
も
に
鉄
道
に
よ
り
分
断
さ
れ
た
市
街
地
の
一
体
化
や
活
性
化
を

図
る
連
続
立
体
交
差
事
業

踏
切

を
除

去

踏
切

を
除

去

港
湾

へ
の

ア
ク

セ
ス

道
路

空
港

へ
の

ア
ク

セ
ス

道
路

貨
物

駅
へ

の
ア

ク
セ

ス
道

路
（
制
度
活
用
イ
メ
ー
ジ
）

○
規
模
が
大
き
く
、
他
の
交
通
拠
点
と
連
携
し
て
整
備
を
進
め
る
空
港
・
港
湾
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
や

連
続
立
体
交
差
事
業
に
つ
い
て
、
国
庫
債
務
負
担
行
為
を
活
用
し
な
が
ら
計
画
的
か
つ
集
中
的
に
支
援
を
実
施
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道
路
施
設
の
適
確
な
老
朽
化
・
地
震
対
策

（
道
路
事
業
に
お
け
る
防
災
・
安
全
交
付
金
の
重
点
配
分
の
例
）

○
踏
切
道
の
拡
幅
等
の
踏
切
に
お
け
る
事
故
対
策

歩
道

橋
踏

切
道

の
拡

幅

自
由

通
路

カ
ラ

ー
舗

装

⇒
踏
切
道
改
良
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
対
し
て
特
に
重
点
的
に
配
分

通
学
路
等
の
生
活
空
間
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策

＜
対

策
メ

ニ
ュ

ー
＞

・狭
さ

く
、

ハ
ン

プ
等

の
設

置

抜
け

道
と

し
て

利
用

す
る

大
型

車
が

多
く
危

険

：
要

対
策

箇
所

：
通

学
路

＜
対

策
メ

ニ
ュ

ー
＞

・自
転

車
通

行
空

間
の

整
備

＜
対

策
メ

ニ
ュ

ー
＞

・歩
道

拡
幅

・無
電

柱
化

・踏
切

道
の

拡
幅

・ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

化

歩
道

幅
員

が
狭

く
、

段
差

が
あ

り
転

倒
の

危
険

自
転

車
と

錯
綜

し
危

険

○
歩
行
空
間
の
確
保
等
の
通
学
路
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策

⇒
点
検
等
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
団
体
が
行
う
対
策
に
対
し
て
特
に
重
点
的
に
配
分

⇒
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
生
活
道
路
対
策
に
対
し
て
特
に
重
点
的
に
配
分

○
高
速
道
路
・
直
轄
国
道
を
ま
た
ぐ

跨
道
橋
の
耐
震
化

○
鉄
道
と
の
結
節
点
に
お
け
る
歩
行
空
間
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

○
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
に
基
づ
く
自
転
車
通
行
空
間
整
備

駅
前

広
場

の
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
化

自
転

車
通

行
空

間
整

備

○
緊
急
輸
送
道
路
上
又
は
低
コ
ス
ト
手
法
を

活
用
し
た
無
電
柱
化

⇒
電
柱
撤
去
を
着
実
に
推
進
す
る
取
組
を
実
施

し
て
い
る
事
業
に
対
し
て
特
に
重
点
的
に
配
分

通
信

ケ
ー

ブ
ル

電
力

ケ
ー

ブ
ル

低
コ

ス
ト

手
法

（
小

型
ボ

ッ
ク

ス
）

の
活

用
事

例

○
省
令
・
告
示
に
基
づ
く
定
期
点
検
、
個
別
施
設
ご
と
の
長
寿
命
化
計
画
の
策
定

○
計
画
に
基
づ
く
修
繕
・
更
新
・
撤
去

⇒
「
定
期
点
検
」
・
「
長
寿
命
化
計
画
の
策
定
」
に
対
し
て
特
に
重
点
的
に
配
分

⇒
点
検
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
が
行
う

「
修
繕
」
・
「
更
新
」
・
「
撤
去
」
に
対
し
て
特
に
重
点
的
に
配
分

ト ン ネ ル

橋 梁

大 型 構 造 物

個
別

施
設

ご
と

の
長

寿
命

化
計

画

○
地
震
時
等
に
著
し
く
危
険
な
密
集

市
街
地
に
お
け
る
道
路
整
備

踏
切

の
除

却
（
単

独
立

体
交

差
化

な
ど

）
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ス
ト
ッ
ク
効
果
を
高
め
る
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

重
点
「
道
の
駅
」
の
機
能
強
化

案
内

標
識

の
設

置

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

等
の

停
留

施
設

の
整

備

○
駅
の
整
備
や
工
業
団
地
の
造
成
な
ど
民
間
投
資
と
供
用
時
期
を
連
携
し
、
人
流
・
物
流
の

効
率
化
や
成
長
基
盤
の
強
化
に
資
す
る
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事
業

○
地
域
の
拠
点
と
な
る
重
点
「
道
の
駅
」
の
機
能
強
化

⇒
ア
ク
セ
ス
道
路
の
早
期
の
効
果
発
現
が
見
込
め
る
事
業
に
対
し
て
特
に
重
点
的
に
配
分

（
駅

の
整

備
と

供
用

時
期

を
連

携
さ

せ
て

行
わ

れ
る

ア
ク

セ
ス

道
路

の
整

備
の

事
例

）

（
工

業
団

地
の

造
成

な
ど

民
間

投
資

と
供

用
時

期
を

連
携

さ
せ

て
行

わ
れ

る
ア

ク
セ

ス
道

路
の

整
備

の
事

例
）

（
道
路
事
業
に
お
け
る
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
重
点
配
分
の
例
）
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■
復

興
道

路
・

復
興
支
援
道
路
は
引
き
続
き
、
被
災
地
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
民
間
の
技
術
力
を

活
か

し
た
事
業
促
進
PP
P参

1 を
活
用
し
、
早
期
整
備

を
目
指
し
ま
す

。

■
常

磐
自

動
車
道

(常
磐
道
)の

一
部
4車

線
化
や
追
加

IC
の
整
備
に
よ
り
、
復
興
の
加
速
化
を
支
援
し
ま
す
。

・
国
土
交
通
省

が
中
心
と
な
っ
て
整
備
を
進
め
て
い
る
路
線
全
長
55
0k
m

の
う
ち
、

50
3k
m･
約
9割

で
開
通
ま
た

は
開
通
見
通
し
が
確
定

・
震
災
後
に

新
規
事
業
着
手
し
た
区
間
が
平
成
29
年
度
に
初
め
て
開
通

三
陸
沿
岸
道
路

：
24
km
、
東
北
中
央

道
（
相
馬
～
福
島
）
：
5k
m

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

＜
復
興
道
路
・
復
興
支

援
道
路

（
P7
8参

照
）
＞

参
1：

PP
P：

Pu
bl
ic
 P
ri
va
te
 P
ar
tn
er
sh
ip

（
官
民
連
携

、
公
民
協
働
の
意

）

○
復
興
道

路
・
復

興
支
援

道
路

は
、

被
災

地
復

興
の

リ
－
デ

ィ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と

し
て
、

復
興
ま

ち
づ

く
り

を
支

援
す

る
た

め
、

早
期
整
備

を
推
進

○
三
陸
沿

岸
道
路

の
仙
台

～
釜
石

は
、
平

成
3
0年

度
ま

で
に
約
9
割

開
通
、
東

北
横
断

道
の
釜

石
～
花

巻
は

、
平

成
30
年

度
の
全

線
開
通
を
目

指
す

○
常
磐
道

の
い
わ

き
中
央

～
広
野

、
山

元
～

岩
沼
の

4
車

線
化

に
つ
い
て
、

復
興
・

創
生
期

間
内
(
平

成
32

年
度

ま
で
)で

の
完
成
を
目

指
す

○
常
磐
道

の
大
熊

IC
、
双

葉
IC
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

平
成
30
年

度
、
31

年
度
ま

で
の
完

成
を

目
指

す

1 
被
災
地
の
復
旧
･復

興

(
1
) 
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
・
創
生

4 車
線

開
通

済

2 車
線

開
通

済

Ⅲ
主
要
施
策
の
概
要

＜
東
北
横

断
道
（
釜
石
～
花
巻
）
の
こ
れ
ま
で
の
効
果
事
例
＞

・
釜
石
港

の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
、
利
用
企
業
数
が
年
々
増
加

（
過
去
5年

で
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
は
約
1.
6倍

、
利
用
企
業
数
は
約
2.
5倍

）

2 車
線

開
通

済

一
般

国
道

事
業

中

福
島
県

宮
城

県
付 加 車 線 を 計 13 ･ 5 に 設 置

４
車
線
化

27
km

暫 定 ２ 車 線 区 間

い わ き 中 央 ～ 岩 沼 延 長
双

葉
I
C

(
平
成
3
1年

度
開
通
予
定
)

12
8

km

い
わ

き
中

央
I
C

広
野

I
C

山
元

I
C

岩
沼

I
C

k
m

＜
常
磐
自
動
車
道
＞

1
3

４
車
線
化

14
km

大
熊

I
C

(
平
成
3
0年

度
開
通
予
定
)

開
通

済

事
業

中

調
査

中

花
巻

釜
石

仙
台
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○
国
道

57
号
北
側

復
旧
ル

ー
ト
は

、
平

成
32

年
度

の
開
通

を
目
指
し

、
ト
ン

ネ
ル
工

事
等

を
推

進

○
国
道

32
5号

阿
蘇
大
橋

は
、
平

成
32
年

度
の

開
通
を

目
指

し
、
架
替

工
事
を

推
進

○
阿
蘇
長

陽
大
橋

を
含
む

村
道
栃

の
木

～
立

野
線
は
、

平
成

29
年

8月
に

応
急
復

旧
が
完

了
し

、
引
き

続
き

道
路

斜
面

対
策
等

の
本
復

旧
工
事

を
推

進

○
県
道
熊

本
高
森

線
の
橋

梁
3橋

の
復

旧
工

事
を
推

進

○
幹
線
道

路
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
(九

州
横

断
道

延
岡

線
、

中
九
州

横
断
道

路
等
)
の
整
備

を
推

進

■
被

災
地

の
1日

も
早
い

復
旧
・
復
興
を
図
る
た
め
、
被
災
し
た
道
路
の
災
害
復
旧
の
推
進
や
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー

(多
重

性
)の

強
化
及
び
観
光
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
と
な
る
復
興
を
支
援
す
る
道
路
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

・
平
成
28
年
4月

14
日
(前

震
)・

16
日
(本

震
)：

震
度
7

熊
本
県
益
城
町

・
本
震
直
後
は
、
高
速
道
路
、
国
道
、
県
道
、
政
令
市
道

で
約
20
0箇

所
の
通
行
止
め
が
発
生

・
阿
蘇
大
橋
地
区
で
は
大
規
模
斜
面
崩
壊
に
よ
り
国
道

57
号
、
32
5号

が
寸
断

・
国
道
32
5号

、
県
道
、
村
道
は
、
国
が
復
旧
事
業
を
代
行

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

(
2
) 
熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興

1 
被
災
地
の
復
旧
･復

興

ま
し
き

ま
ち

く
ま

も
と

た
か

も
り

至
大
分

至
熊
本
市

阿
蘇
長
陽
大
橋

阿
蘇
大
橋

至
宮
崎

阿
蘇
大
橋

架
替

え
位
置

5
7

3
2
5国
道
5
7
号
、
国
道
3
2
5
号

阿
蘇
大
橋
地
区

斜
面
崩
壊
箇
所

5
7

【
凡
例
】

：
主
な
被
災
箇
所

戸
下
大
橋

平
成
2
8
年
1
2
月

迂
回
路
を
介
し
た
東
西
方
向
の
通
行
経
路
を
確
保

村
道
栃
の
木
～
立
野
線

標
高

:
65
8
m

俵
山
ト
ン
ネ
ル

標
高

:
51
0
m

大
津
町

阿
蘇
市

(
延
長

：
3
4
5m

)

平
成
2
9
年
８
月
応
急
復
旧
完
了

西
原
村

南
阿
蘇
村

(
延
長

：
2
,
05

7
m)

た
わ

ら
や
ま

あ
そ

と
し

た
あ

そ
ち

ょ
う

よ
う

と
ち

き
た
て

の

至
熊
本
市

［
阿
蘇
大
橋
地
区
等
の
災
害
復

旧
］

広
域
図

：
別
線
復
旧

：
現
道
復
旧

平
成

29
年
12
月
末
時
点

扇
の
坂
橋

（
本

復
旧

完
了
）

す
す

き
の
原
橋

（
本

復
旧

完
了
）

お
お
ぎ
の
さ
か は

ら

あ
そ

ち
ょ
う

よ
う
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○
定

期
点
検

結
果
を
踏
ま
え

、
橋
梁

・
ト
ン
ネ
ル
に
加
え

、
舗

装
に

つ
い

て
も
、
予
防
保
全
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
計

画
的

な
実
施
に

よ
り
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

を
縮
減

経
過

年
数

健 全 度

予
防
保
全

（
1回

目
）

予
防

保
全

（
２
回

目
）

予
防

保
全

（
３

回
目

）

事
後
保
全

（
1回

目
）

事
後

保
全

（
２
回

目
）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

○
橋
梁
補
修
単
価
比
率

参
3

予
防
保
全
：
事
後
保
全
＝
1：

4
（
Ⅱ
→
Ⅰ
）
（
Ⅲ
→
Ⅰ
）

2 
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

(1
) 
道
路
の
老
朽
化
対
策
の
本
格
実

施
①

【
メ

ン
テ
ナ

ン
ス
サ
イ
ク
ル
の
着
実

な
実
施

】

○
安

定
的
な

予
算
の
確
保

に
向
け

、
道
路
全
体

の
中
長
期

の
修

繕
費
を
推
計

【
適

正
な
予

算
等
の
確
保

】

予
防

保
全

型
の

管
理

事
後

保
全

型
の

管
理

＜
予
防
保
全
と
事
後
保
全
の
違
い
（
イ
メ
ー
ジ
）
＞

＜
中
長

期
の
修
繕
費
の
イ
メ
ー
ジ
（
直
轄
）
＞

0
1
0
年

後
2
0
年

後
5
年

後
1
5
年

後

予
防

保
全

の
場

合

事
後

保
全

の
場

合

A
B

3
,
5
00

2
,
5
00 現

在

修 繕 費 （ 億 円 ／ 年 ）

予
防

保
全

に
よ

り
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
を

縮
減
（

A＜
B）

・
道
路
イ
ン
フ

ラ
の
現
状
(P
65
参
照
)

全
橋
梁
約
73
万
橋
の
う
ち
約
48
万
橋
が

市
町
村
管
理

平
成
26
年

度
か
ら
の
累
計
点
検
実
施
率

は
54
％
(平

成
29
年
3月

末
時
点
）

地
方
公
共

団
体
管
理
橋
梁
で
通
行
規
制
等

が
増
加
(平

成
28
年
2,
55
9橋

)

・
老
朽
化
対
策
の
課
題
(P
65
参
照
)

町
の
約
3割

､村
の
約
6割

で
橋
梁
管
理

に
携
わ
る
技
術
者
が
存
在
し
な
い

(橋
数

)

平
成
20
年

平
成
27
年

2
,0
0
0

2
,3
5
7

平
成
28
年

2
,5
5
9

9
77

1
,0
0
0 ※
東

日
本
大

震
災
の

被
災
地

域
は
一

部
含
ま

ず

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

参
2：

平
成

26
年
度

よ
り
5
年

に
一

度
の

頻
度
で

点
検
を
実

施
中

参
3：

健
全
度

Ⅱ
、

Ⅲ
の

橋
梁

補
修
に
要

す
る
費

用
（

平
均
値

）
の
比
率

＜
平
成
2
8年

度
点
検
実
施
状
況
＞

管
理

者
点

検
実

施
率

国
2
1％

(5
5％

)

高
速

道
路
会

社
2
1％

(5
6％

)

都
道

府
県
･政

令
市

等
2
4％

(5
6％

)

市
町

村
2
7％

(5
3％

)

合
計

2
6％

(5
4％

)
(
)は

平
成
26
年

度
か

ら
の
累

計
値

約
7
3万

橋
国

、
高
速
道
路
会
社

約
6.

2万
橋

(8
％
)

都
道
府

県
・
政
令
市
等

約
18

.6
万
橋

(2
6％

)

市
町
村

(特
別
区
含

)
約
47

.8
万
橋

(6
6％

)

＜
管
理
者
別
橋
梁
数
＞

※
平
成

29
年

3月
末
時
点

3
9%

5
0%

1
1%

0
.1
%

(
1
5
6
,
46
7
橋
)

(
1
9
9
,
33
8
橋
)

(
4
2
,
0
42

橋
)

(
3
9
6
橋
)

＜
橋
梁
点
検
結
果
(平

成
26
～

28
年
度
）
＞

凡
例

Ⅰ
：健
全

Ⅱ
：予
防
保
全
段
階

Ⅲ
：事
後
保
全
段
階

Ⅳ
：緊
急
措
置
段
階

0
%

5
0%

1
00
%

地
方
公
共
団
体
管
理
橋
梁
の

通
行
規
制
等
の
推
移

(
2m
以

上
の

橋
梁
)

※
各

年
4月

1日
時
点

3
,0
0
0 0

■
定
期
点

検
結
果

参
2
を
踏
ま
え
、
本
格
的
な
予
防
保
全
に
よ
る
道
路
の
老
朽
化
対
策
を
推
進
し
、
戦
略
的
・
効
率
的
な

修
繕
等
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
を
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

■
予
算
、

体
制
、
技
術
面
で
課
題
の
あ
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
支
援
を
実
施
し
ま
す
。
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2 
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

(
1
) 
道
路
の
老
朽
化
対
策
の
本
格
実

施
②

【
地
方

へ
の
国
に

よ
る
技

術
的
支

援
の

充
実
】

○
地
方
公

共
団
体

職
員
向

け
の
研

修
等

を
通

じ
て

、
点

検
の

質
の
向

上
策
を
実

施
参

5

【
新

技
術

の
導

入
に
よ
る

長
寿
命

化
・
コ

ス
ト

縮
減
】

○
道
路

メ
ン
テ
ナ

ン
ス
会

議
等
を

活
用
し

、
点

検
結

果
を
踏

ま
え
た

、
戦
略
的

・
効
率

的
な
修

繕
の

実
施

に
向

け
た

情
報
共
有

・
支
援
を

実
施

○
緊
急

か
つ
高
度

な
技
術

力
を
要

す
る
施

設
を

直
轄

診
断
し

、
結
果
に

応
じ
て
修

繕
代
行

事
業
等

に
よ

り
支

援
参

4

参
4：

直
轄
診

断
(平

成
26
～

29
年
度

):
10
箇

所
、
修
繕
代
行

(平
成

27
～
29
年
度
):

7箇
所

参
5：

平
成
26

～
28
年

度
で
11
5回

開
催

し
､約

2,
70
0名

の
地
方
公
共
団
体
職
員

が
受
講

参
6：

新
技
術

情
報
提

供
シ
ス

テ
ム
（

Ne
w 
Te
ch
no
lo

gy
 I
nf

or
ma

ti
on

 S
ys
te

m）
参

7：
戦

略
的

イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ

ン
創
造

プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Cr

os
s-
mi
ni

st
er

ia
l
St

ra
te
gi

c
In

no
va

ti
on
 P
ro
mo
ti
on
 P
ro
gr
am
）

参
8：

異
常
が

疑
わ
れ

る
箇
所

に
対
し

て
打
音

検
査
を
実
施

＜
直
轄
診
断
＞

＜
修
繕
代
行

＞

○
防
災

・
安
全
交

付
金
や

大
規
模

修
繕

・
更

新
補

助
に

よ
り
、

橋
梁

な
ど

道
路
施

設
の
老

朽
化
対

策
を

支
援

○
さ
ら
に

、
点
検

結
果
や

利
用
状

況
を

踏
ま

え
、

道
路

施
設

の
集
約
化

・
撤
去

に
つ
い

て
も
支

援

【
地
方
へ

の
国
に

よ
る
財

政
的
支

援
の
実

施
】

＜
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
う
き
を
調
べ
る
非
破
壊

検
査
技
術

＞

非
破

壊
検

査
（
赤

外
線
調

査
）
に

よ
る

ス
ク

リ
ー
ニ
ン

グ
参
8

○
点

検
等

の
高

度
化
・
効

率
化

に
資
す
る

民
間
技
術

に
つ
い
て

、
NE
TI
S参

6
や

SI
P参

7
等
を

活
用
し
な

が
ら

、
要
求
性
能
に
基
づ

く
技
術
の
公
募
・
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
・
評
価

を
行
い
、
現
場
導

入
を
推
進

技 術 公 募

現 場 試 行

要
求

性
能

の
提
示

ﾃｰ
ﾏ

設 定

要
求
性

能
の

達
成

状
況

の
確

認
・
評

価

評
価

結
果

の
公

表

意
見
募
集

NE
TI
Sテ

ー
マ
設

定
型

（
改
良
型

）

民
間

技
術

の
現
場

導
入
試

行
事
例

路
面
性
状
を
簡
易
に

把
握
可
能
な
技
術

民
間
技
術

の
評
価

事
例
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5
0
年

以
上

35
%

21
0k

m

18
%

11
0k

m

46
%

27
8k

m

40
年
未
満

40
年
以
上

50
年
未
満

首
都

高
速

阪
神

高
速

延
長

5
9
8
km

5
0
年

以
上

首
都
高
速

阪
神
高
速

延
長

5
6
9
km

28
%

16
1k
m

63
%

35
9k

m

40
年

未
満

40
年
以
上

50
年
未
満

2 
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

(
1
) 
道
路
の
老
朽
化
対
策
の
本
格
実

施
③

○
コ

ス
ト

縮
減
に

関
す
る

取
組

や
新
技
術

の
活
用
等

も
進

め
つ

つ
計

画
的

に
事
業

を
推
進

【
高

速
道

路
の
更

新
】

・
海

水
面
か
ら

一
定

程
度
離
れ

た
高

架
構
造
と

す
る

た
め
、

桟
橋

全
体
を
架

け
替
え

・
交
通

の
流

れ
を
確

保
し
な

が
ら
工

事
を
進

め
る
た

め
、
迂

回
路
を

設
置

（
平
成
29
年
9月

切
替
）

・
平
成

30
年
度

は
、

上
り
線

施
工
予

定

延
長
：

約
2k
m

事
業

費
：
約

90
0億

円
事

業
年

度
：

平
成
26
～

38
年

度

＜
更
新
の

事
例
：
首
都

高
速

東
品
川
桟
橋
・
鮫
洲
埋
立
部
＞

【
ま

ち
づ

く
り
と

連
携
し

た
首
都

高
速
の

地
下

化
へ
の

取
組

】

（
開
通
か
ら
の
経

過
年
数
（

平
成
29
年

3月
末
時
点
）
）

1
0
年

後

首
都
高
速

・
阪
神
高
速

1
0
年

後

・
建
設
開
始
後
半
世
紀
を
経
て
老
朽
化
が
進
む
高
速
道
路
の
更
新
を
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
で
も
迅
速
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
必
要

○
NE
XC
O

3%
23

7k
m

5
0
年

以
上

21
%

1,
95
0k
m

40
年
以
上

50
年
未
満

NE
XC
O

延
長

9,
40
1k
m

40
年

未
満 77
%

7,
21

3k
m

5
0
年

以
上

22
%

2,
20
2k
m

22
%

2,
19

7k
m

40
年
以
上

50
年
未
満

55
%

5,
40

5k
m

NE
XC

O
延
長

9,
80

3k
m

○

9%
 4
9k
m

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

床
版

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
損
傷
状
況

コ
ン
ク
リ
ー

ト
の

剥
離
、
鉄
筋
腐
食

＜
首
都
高
速

東
品
川
桟
橋

＞
＜
阪

神
高
速

12
号
守
口
線

南
森
町
付
近
＞

＜
日
本
橋
現
状
＞

40
年
未
満

○
首

都
高

速
の

老
朽
化
対

策
と

魅
力
的

な
都

市
景
観

の
再
生
の

た
め
、

日
本

橋
周
辺

の
ま
ち
づ

く
り
と

連
携

し
、
事

業
の
本

年
夏

頃
の

具
体

的
な
計
画

の
と
り

ま
と
め

に
向

け
て
、

国
、
東

京
都

、
中

央
区

、
首
都
高

速
な
ど

で
協
力

し
て

検
討
を

推
進
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協
力
要
請
書

の
発
出

（
荷

主
へ
の

勧
告
強
化
）

違
反

情
報

・
荷
主
情
報
の

提
供

■
道

路
の

老
朽
化
に

著
し
い
影
響
を
与
え
る
過
積
載
を
防
止
す
る
た
め
、

IC
Tの

活
用
や
荷
主
に
も
責
任
を
課
す
仕
組
み

の
導

入
等
、
実
効
性
を
高
め
る
取
組
を
強
化
し
ま
す
。

2 
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

(
2
) 
過
積
載
撲
滅
に
向
け
た
取
組
の
強
化

＜
背
景
／
デ

ー
タ
＞

［
過
積
載
車
両
の
荷

主
対
策
の
流
れ
］

道
路
管
理
者

取
締
り

時
の

荷
主
情
報
の
聴
取

自
動
車
部
局
（
自
動
車
局
・
運
輸
局
等
）

荷
主
の

特
定

確
認
要
請

荷
主
情
報

荷
主

適
正

化
事
業

実
施

機
関

都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク

協
会

特
車

許
可

申
請
へ
の
荷
主
情
報

の
記
載

・
0.
3％

の
過
積
載
車
両
が
道
路
橋
に
与
え
る
影
響
は
全
交
通
の
約
9割

・
特
殊
車
両
の
約
3割

が
過
積
載
車
両
（
平
成
28
年
度
）

※
1 

WI
M（

We
ig
h-
In

-M
ot
io
n：

自
動

重
量

計
測
装
置

)に
よ
る

計
測
結
果

・
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
約
15
％
が
荷
主
か
ら
過
積
載
等
を
強
要
さ
れ
た

と
の
回
答

※
2 

全
日
本

ト
ラ
ッ

ク
協
会

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果

（
国
土
交
通
省

）

・
WI
Mは

直
轄
国
道
41
箇
所
、
高
速
道
路
14
1箇

所
に
配
備

（
平
成
29
年
9月

末
時
点
）

○
IC
Tを

活
用
し

た
効
率

的
な
取

締
り

を
推

進
す

る
た

め
、

WI
Mの

増
設
や
取

締
基
準

の
強
化

を
検

討

○
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
が
自
ら

重
量
を
確

認
す
る
OB
W（

On
-B
oa
rd

-
We
ig
hi
ng

：
車
載
型
荷
重
計
測
シ

ス
テ

ム
）
の

装
着
を

促
す

仕
組

み
を
導
入

○
荷
主
に
も
責
任
を
課
す
仕
組
み
（
①
取
締
り
時
の
荷
主
情
報
の
聴

取
及
び
荷
主
へ
の
勧
告
強
化
、
②
特
車
許
可
申
請
へ
の
荷
主
情
報

の
記
載
）
に
つ
い
て
試
行
し
、
平
成
30
年
度
の
導
入
を
目
指
す

○
過
積
載

の
撲
滅

を
目
指

し
、

当
面
平

成
32

年
度
を

目
途
に

過
積
載

車
両
を
半

減

○
悪
質
な

違
反
者

へ
の

高
速
道
路

に
お

け
る

大
口
・

多
頻

度
割

引
停
止
措

置
等
の

取
組
を

実
施
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■
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
生
活
道
路
対
策
等
の
実
施
に
よ
り
、
速
度
抑
制
や
通
過
交
通
の
進
入
抑
制
を
図
り
、

歩
行
者

・
自
転
車
中
心

の
空

間
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

・
平
成
29
年
の
交
通
事
故
死
者
数
は
3,
69
4人

で
、
昭
和
23
年
以
降
の
統
計
で

最
少
（
警
察
庁

）

・
人
口
10
万
人
あ
た
り
の
自
動
車
乗
車
中
の
死
者
数
は
G7
の
中
で
最
少
で

あ
る
が
、
歩
行
中
・
自
転
車
乗
車
中
で
は
最
多

参
9

・
歩
行
中
・
自
転
車
乗
車
中
の
死
者
の
約
半
数
は
自
宅
か
ら
50
0m
以
内
の
身
近

な
道
路
で
発
生

（
平
成
28
年
）

・
｢生

活
道
路
対
策
エ
リ
ア
｣登

録
状
況
：
47
0エ

リ
ア
(平

成
29
年
12
月
末
時
点
)

・
｢通

学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣策

定
状
況
：
1,
52
9市

町
村

(平
成
28
年
3月

末
時
点
)

＜
背
景
／
デ
ー

タ
＞

［
速
度
抑
制
の
対
策
例

］

＜
ハ
ン
プ
＞

施
設

か
ら

の
車

が
危

険

通
過
交
通

が
多

く
速

度
も

速
く
危
険

車
の

速
度

が
速

く
危

険

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
分
析
結
果
と

通
学
路
ヒ
ヤ
リ
マ
ッ
プ
の
重
合
せ
に

よ
る
危
険
箇

所
の
見
え
る
化

［
通
過
交
通
の
進
入
抑
制
の
対
策
例
］

＜
ラ
イ
ジ
ン
グ
ボ
ラ
ー
ド
＞

小
学

校

[通
学
路
ヒ
ヤ
リ
マ
ッ
プ
]

[ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
分
析
情
報
]

✕
：

急
ブ
レ
ー
キ
発
生
地
点

：
30
km
/h
超
過
割
合
50
%以

上

：
ヒ
ヤ
リ
箇
所

[交
通
事
故
]

：
交
通
事
故
発
生
地
点

－
凡

例
－

［
自
動
昇

降
す
る

車
止
め

で
、
通

過
交
通

の
進
入

を
抑
制

］
［

道
路

上
に
設

け
た
凸

部
で
、

車
両
の

速
度
を

抑
制
］

地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
技
術
的

支
援
を
実
施

・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
分
析
結
果
の
提
供

・
交
通
診
断
を
行
う
有
識
者
の
斡
旋

・
可
搬
型
ハ
ン
プ
の
貸
出
し

等

参
9：

人
口
10
万
人

あ
た
り

死
者
数

(平
成
26

年
)

［
自

動
車
乗

車
中
］

1位
日

本
1.
2人

、
最
下
位

ア
メ
リ
カ

7.
0人

［
歩

行
中

･自
転

車
乗

車
中
］

1位
イ

ギ
リ
ス

0.
9人

、
最
下
位

日
本

2.
0人

参
10

：
学
校
、
教
育

委
員
会

、
道
路

管
理
者

、
警
察

等
が
連
携
し
て

策
定

［
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
生
活
道
路
対
策
の
取
組
］

2 
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

(
3
) 
生
活
道
路
・
通
学
路
の
安
全

対
策

○
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ

の
活
用

に
よ
り

潜
在
的

な
危

険
箇

所
を

特
定

し
、

速
度

抑
制
や
通

過
交
通

進
入
抑

制
の
対

策
を
実

施
す

る
「

生
活

道
路
対

策
エ
リ

ア
」
を

拡
大
し

対
策
を

推
進
す

る
と

と
も

に
、

対
策
及

び
効

果
検

証
の
好

事
例
を

共
有

○
「
通
学

路
交
通

安
全
プ

ロ
グ
ラ

ム
参

10
」
に

基
づ

く
PD

CA
サ

イ
ク

ル
の
継
続

的
な
取

組
を
支

援

○
自
動
車

ド
ラ
イ

バ
ー
に

よ
る
歩

行
者
等

へ
の
配

慮
が

自
然

に
な

さ
れ
る
環
境

づ
く
り

に
向
け

、
混
在

、
共

存
等

に
よ

り
道

路
空

間
を

活
用
す
る

事
例
の

収
集
・

整
理
・

分
析

等
を

実
施
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［
歩
行
者
と
分
離
さ
れ
た

自
転
車
通
行
空
間
の
整
備
の
例
］

2 
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

■
自

転
車

活
用
推
進
法
（

平
成
29
年
5月

1日
施
行
）
に
基
づ
き
、
本
年
夏
ま
で
に
国
の
自
転
車
活
用
推
進
計
画
を

定
め
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
安
全
で
快
適
な
自
転
車
利
用
環
境
の
創
出
を
推
進
し
ま
す
。

(
4
) 
自
転
車
の
利
用
環
境
の
整
備

［
自
転
車
通
行
空
間
を
整
備
す
べ
き
エ
リ
ア
や
ル
ー
ト
の
イ
メ
ー
ジ
］

■
学
校

駅

■
図
書
館

駅

主
な
通
行
ル
ー

ト

事
故
発
生
箇

所

＜
歩
道
通
行
す
る
通
学
自
転
車
＞

・
歩
行
者
と
分
離
さ
れ
た
自
転
車
通
行
空
間

の
整
備
延
長
は

約
1,
70
0k

m（
平
成
28
年
度
末
時
点
）

・
自
転
車
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
策
定
済
み

市
区
町
村
数
は
10
5参

1
1

(平
成
28
年

度
末
時
点
)

・
自
転
車
乗

車
中
に
お
け
る
人
口
10
万
人
当

た
り
の
交
通
事
故
死
傷
者

数
は
、
全

年
齢
平
均
に
対
し
て
、
中
学

生
が
約
3倍

、
高
校
生
が
約
4

倍
と
非
常
に
高
い
(平

成
28
年
)

・
自
転
車
活

用
推
進
法
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
省

に
大
臣
を
本
部
長
と

す
る
『
自

転
車
活
用
推
進
本
部
』
が
発

足
（
平
成
29
年
5月

1日
）

○
自
転
車

活
用
推

進
法
に

基
づ
き

、
本

年
夏

ま
で

に
国

の
自

転
車
活
用

推
進
計
画

を
定
め

る
と
と

も
に
、

自
転

車
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

計
画

参
12
を

含
む
地
方
版

推
進

計
画

参
13
の
策

定
を

促
進

○
自
転
車

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

計
画
に

基
づ

く
自

転
車

通
行

空
間

整
備
に
つ
い

て
、
防

災
・
安

全
交
付

金
に

よ
り

重
点

的
に

支
援

○
特

に
、

事
故
の

多
い
中

高
生
の

自
転

車
通

学
経

路
等

、
自

転
車
利
用

や
関
連
事

故
の
多

い
市
街

地
を
中

心
に

、
重

点
的
に

対
策

を
実

施

○
違
法

駐
車
取
締

り
や
自

転
車
の

交
通
ル

ー
ル

遵
守
の

啓
発
を

効
果
的

に
行
う
な

ど
、
警

察
等
の

関
係
機

関
と

連
携
・

協
力

を
行

い
、

自
転
車

活
用
推

進
を
実

施

＜
背
景
／

デ
ー
タ
＞

＜
自
転
車
専
用
通
行
帯
＞

＜
矢
羽
根
・
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
＞

＜
自
転
車
道

＞

参
11
：

全
国
の

市
区
町
村
数

は
1,
74
1、

こ
の

う
ち
市

街
地
を
有
す

る
市

区
町

村
数
は
84
9

参
12
：

市
町
村

が
道
路
管
理

者
や
警

察
等
に

よ
る
協

議
会
で

自
転

車
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

を
構
成

す
る
路
線
を
選
定
し

、
そ
の
路

線
の

整
備
形

態
等
を

示
す
計

画
参

13
：

地
方
版
自
転
車
活
用

推
進
計

画
：
自

転
車
活

用
推
進

法
に

よ
り
、
都

道
府
県
や

市
町

村
が
定

め
る
よ
う
努

め
な
け

れ
ば
な

ら
な
い

と
さ
れ

て
い

る
自

転
車

活
用
推

進
計
画
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平
成

3
3年

度
ま

で
に
大

規
模

地
震

の
発

生
確

率
の

高
い

地
域

参
16
で
完
了

平
成
3
8年

度
ま

で
に
全

国
で
の
完

了
を

目
指
す

■
大

規
模
災
害
時
の
救
急
救
命

活
動
や
復
旧
活
動

を
支
え
る
た
め
、
緊
急
輸
送
道
路
等
の
耐
震
補
強
を
推
進
し
ま
す
。

■
首

都
直
下
地
震
の
道
路
啓
開

計
画
の
深
化

の
た
め
、
計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
取
組
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
地
域
へ
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

・
熊
本
地
震
で

は
、
熊
本
県
内
の
緊
急
輸
送
道
路
約
2,
00
0k
mの

う
ち
50
箇

所
で
通
行
止

め
が
発
生

・
緊
急
輸
送
道

路
上
の
橋
梁
に
お
け
る
耐
震
化
の
割
合
は
、
約
77
％

参
1
4

・
道
路
啓
開
計

画
は
、
首
都
直
下
地
震
等
の
5地

域
で
策
定
済
み

＜
背
景
／
デ
ー

タ
＞

参
14

：
兵
庫
県
南
部
地
震
と
同

程
度
の

地
震
に

お
い

て
も
軽

微
な

損
傷
に
留
ま

り
、
速

や
か
な

機
能

回
復
が

可
能
な
耐

震
対

策
が
完

了
し
た
橋

梁
の
割
合

(平
成
29
年

3月
末

時
点
)

2 
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

（
5）

道
路
の
防
災
・
震
災
対
策

①

参
15
：
熊
本
地
震
で
落
橋
し

た
跨
道

橋
と
同

種
の
橋

梁

参
16
：

全
国
地
震
動
予
測
地

図
20
16
年

版
(地

震
調
査

研
究
推

進
本

部
）

で
示

さ
れ
て

い
る

首
都
直
下
地
震

や
南

海
ト
ラ

フ
巨
大

地
震
等
、
今
後

30
年

間
に
震
度

6弱
以
上
の

揺
れ

に
見
舞

わ
れ
る

確
率

が
26
%以

上
の
地

域

ロ
ッ

キ
ン
グ

橋
脚

橋
梁

高
速

道
路
・
直

轄
国

道
を

ま
た

ぐ
跨
道

橋
高
速
道
路

※
・

直
轄
国
道

の
橋
梁

［
橋
梁
の
耐
震
補
強
の
推
進
］

［
通
れ
る
マ
ッ
プ
イ
メ
ー
ジ
］

通
行
可
能

な
道
路

広
域
避
難

場
所

緊
急
車
両

の
み

通
行
可

被
災
箇
所

平
成

3
3年

度
ま
で

優
先
的

に
支
援 パ

ト
ロ

ー
ル
、

通
行
実

績
情

報
等
を

活
用
し

、
通

行
可
能
な

道
路
を

記
載

役
場

役
場

役
場

役
場

役
場

役
場

平
成

3
1年

度
ま
で

に

完
了

を
目

指
す

※
財
政
投
融
資

を
活
用
し
て
橋

梁
の
耐

震
強

化
対
策
を

加
速
さ
せ

る
(P
55
参
照
) 

○
緊
急
輸

送
道
路

上
の
橋

梁
及
び

同
道

路
を

ま
た

ぐ
跨

道
橋
、

ロ
ッ
キ
ン

グ
橋
脚

橋
梁

参
1
5
の
耐
震

補
強
を
推

進

○
災
害
に

強
い
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
を

構
築
す

る
た

め
、
ミ

ッ
シ

ン
グ
リ
ン
ク

の
整
備

等
に
よ

る
多
重

化
・
代

替
性

の
確

保
や
道

路
閉
塞

の
回
避

に
向
け
た

無
電
柱

化
等
の

取
組

を
推

進

○
首
都
直

下
地
震

発
災
後

、
迅
速

に
優

先
啓

開
ル

ー
ト

を
通

行
可
能

と
す

る
た
め

、
東
京

オ
リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
も

見
据

え
、

計
画
の

実
効
性
を

高
め

る
取

組
を
実

施

○
迅
速
な

状
況
把

握
の
た

め
、
バ

イ
ク
隊

や
カ

メ
ラ

の
活

用
に

加
え
、
UA

V（
無

人
航
空

機
）
に

よ
る
調

査
隊

を
新

設

○
官
民
ビ

ッ
グ
デ

ー
タ
な

ど
も
活

用
し

た
「

通
れ

る
マ

ッ
プ
」

の
作
成
マ

ニ
ュ
ア

ル
を

策
定
す
る

と
と

も
に

、
情

報
提

供
・

共
有

の
仕

組
み

を
構
築

〇
基
幹

と
な
る
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
等

に
対

し
て

、
災

害
時

に
道

路
の

啓
開
・

復
旧

の
迅
速
化

を
図

る
た

め
、

代
行

制
度
を

創
設
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■
大

規
模

災
害
時
の

救
急
救
命

活
動
や
復
旧
活
動

を
支

え
る
た
め
、
の
り
面
等
の
防
災
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

予
防
保

全
に

向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す

。

■
平

成
30
年
度
を
初
年
度

と
す

る
新
た
な
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道
路
交
通
確
保
五
箇
年
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

大
雪
時

の
車
両
の

立
ち

往
生
を
防
止
又
は

軽
減
す
る
た
め
、
除
雪
体
制
を

強
化
し
ま
す
。

＜
の

り
面
防
災
対
策

＞

【
豪
雨
対

策
の
推

進
】

2 
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

（
5）

道
路
の
防
災
・
震
災
対
策

②

〇
の
り
面

等
の
防

災
対
策

を
推
進

す
る

と
と

も
に
、
危

険
箇

所
等

の
調
査
手

法
の
高

度
化
を

実
施

○
道
路
区

域
外
に

起
因
す

る
事
故

・
災

害
を

防
止
す

る
た

め
、

土
地
等

の
管

理
者
に

よ
る
適

切
な
損

害
予

防
措

置
を
図

る
損

失
補

償
な
ど
が

行
え
る

よ
う
、

制
度
を

拡
充

〇
土
中

の
残
留
水

分
量
を

考
慮
し

た
新

た
な

指
標
な

ど
科

学
的

根
拠
に

基
づ

く
通
行

規
制
基

準
の
導

入
に
向

け
た

取
組
を

実
施

・
除
雪
作
業
の
熟
練

オ
ペ
レ
ー
タ
－
の
減
少

(除
雪
作
業
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

高
齢
化
率
：
19
％
(平

成
27
年
))

・
集
中
的
な
大
雪

に
よ
る
長
時
間
の
通
行
止
め
が
発
生

○
積

雪
寒

冷
地
域

の
実
情

を
踏

ま
え
、

冬
期

の
道
路
に

お
け
る

交
通
確

保
の
あ
り

方
を

検
証
す
る

と
と
も

に
、
新
た
な

積
雪

寒
冷

特
別

地
域
道

路
交
通

確
保
五

箇
年
計

画
を
策
定

○
除

雪
優

先
区
間

に
お
け

る
早

め
の
通
行

止
め

に
よ
る

集
中
除

雪
を

実
施

す
る
ほ

か
、

広
域
連
携

や
関
係

機
関

の
相
互

協
力

の
推

進
、

省
力
化

に
向

け
た
除
雪

車
の

高
度

化
を
図
る

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

【
雪

寒
対

策
の
推

進
】

＜
除
雪
優
先
区
間
の

設
定
＞

早
め
の

通
行
止

め
に
よ
る

集
中
除

雪

直
轄
国
道

除
雪

ｽ
ﾃ
ｰｼ
ｮ
ﾝ

３
％

５
％

急
な
上
り
坂

７
％

除
雪
優
先
区
間

２
％

＜
損
害
予
防
措
置

の
例
＞

・
道
路
の
り
面
等

の
要
対
策
箇
所
の
対
策

率
は
約
68
％

(平
成
28

年
度

末
時

点
)

・
1時

間
降
水
量

50
㎜
以
上
の
平
均
年
間
発

生
回
数
は
近
年
約
1.
3倍

参
1
7

・
九
州
北
部
豪
雨

な
ど
に
よ
り
、
近
年
約
3割

参
1
8
の
ア
メ
ダ
ス
地
点
で
観
測

史
上
最
大
雨
量
を
更
新
(4
19
地
点
)

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

参
17
：

1時
間
降
水
量

50
㎜
以

上
の
ア

メ
ダ
ス
10
00
地

点
あ
た

り
の
年

間
発
生

回
数
の

19
76
年

～
19
85

年
の
平
均
と

20
07
年

～
20
16
年
の
平

均
を
比

較
（

気
象
庁
）

参
18
：

1時
間
降
水
量

の
観
測

史
上
1位

の
値

を
記
録

し
た
日

付
が

平
成
24
年

以
降
の

雨
量
観

測

所
数
(2

01
7年

12
月
末

時
点
で

統
計
期

間
10
年

以
上
の

12
27

地
点

を
対

象
)（

気
象

庁
）
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2 
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

■
道

路
の

防
災
性
の

向
上
、
安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、
良
好
な
景
観
の
形
成
や
観
光
振
興
の
観
点
か
ら
、

無
電
柱

化
を

推
進
し
ま
す
。

良
好
な
景
観
形
成

安
全
で
快
適
な

通
行
空
間

の
確
保

道
路
の
防
災
性
の
向

上
・

海
外
の
主
要
都
市
に
比
べ
、
我
が
国
の
無
電
柱
化
は
遅
れ
て
い
る
状
況

ロ
ン
ド
ン
･パ

リ
･香

港
:1
00
％
(平

成
16
年
)､
台
北
:9
5％

(平
成
25
年
)､

ソ
ウ
ル
:4
9％

(平
成
28
年
）
､ジ

ャ
カ
ル
タ
:3
5％

(平
成
26
年
)

東
京
23
区
:8
％
(平

成
28
年
)､
大
阪
市
:6
％
(平

成
28
年
)

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

(
6
) 
無
電
柱
化
の
推
進

［
無
電
柱
化
の
目
的
］

［
低
コ
ス
ト
手
法
の
取
組
］

管
路
の
浅
層
埋
設

小
型
ボ
ッ
ク
ス
活
用
埋
設

直
接
埋
設

技
術
的
検
証
を
踏
ま
え
た

基
準
緩
和
に
よ
り
、
従
来

よ
り
も
浅
い
位
置
に
管
路

等
を
埋
設

電
力
・
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の

離
隔
距
離
に
関
す
る
技
術

的
検
証
を
踏
ま
え
、
小
さ

な
収
容
空
間
に
埋
設

直
接
埋
設
用

ケ
ー
ブ
ル

調
査
や

舗
装
の
検
討

を
踏
ま
え

、
ケ
ー
ブ
ル
そ

の
も
の
を

道
路
の

地
下

に
埋
設

通
信

ケ
ー

ブ
ル

電
力

ケ
ー

ブ
ル

〇
「
無
電

柱
化
の

推
進
に

関
す
る

法
律
」

に
基
づ

く
無

電
柱

化
推

進
計
画

を
本
年
春

ま
で
に

策
定

○
緊
急
輸

送
道
路

等
参

19
の
ほ
か
、
幅

員
が

著
し

く
狭

い
歩

道
も

占
用
制
限

の
対
象

に
加
え
た

上
で

、
新

設
電

柱
に

係
る

占
用

制
限

の
エ
リ
ア

拡
大

、
既
設
電

柱
に

係
る

占
用

制
限
の
検

討
を
推

進

○
道
路
事

業
等
の

実
施
に

あ
わ
せ

、
道
路

上
に
お

け
る

電
柱
の

設
置

の
抑
制

や
、

既
設
電
柱

の
撤
去

を
実

施

○
低
コ
ス

ト
手
法

普
及
に

向
け
た

モ
デ
ル

施
工
や

技
術

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

を
図

る
と
と
も

に
、

民
地
の
活

用
な

ど
沿

道
の
協

力
も

得
な
が

ら
無
電

柱
化

を
推
進

○
緊
急
輸

送
道
路

に
お
け

る
無
電

柱
化
や

低
コ

ス
ト
手

法
に

よ
る

電
線
共
同

溝
等

の
整
備

を
対
象

に
交

付
金

に
よ

る
重

点
的
な

支
援

を
行
う

と
と
も

に
、

電
線
管
理

者
に

よ
る

単
独

地
中

化
に

対
し
て
も

支
援

交
通

量
の

少
な

い
生

活
道

路
の

場
合

8
0
c
m

3
5
c
m

4
5
c
m

従
前

舗 装 厚 50 を 想 定

径
1
5
c
m

未
満

c
m

美
観
を
損
ね
る

電
柱
・
電
線

歩
行
の
支
障

と
な
る
電
柱

電
柱
の
倒
壊
に
よ
る

道
路
閉
塞

参
19
：

直
轄

国
道
の

緊
急
輸

送
道
路

（
約

2万
km

）
は

、
平
成

28
年
4月

か
ら
道
路
法
第

37
条
に

基
づ

く
措
置

を
実
施

(1
2都

府
県

3市
に

お
い

て
も
実
施

(平
成

29
年

12
月
末
時
点

))
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2 
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

■
全
て
の

人
が

安
全
に
安
心
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
全
国
の
主
要
な
鉄
道
駅
や
観
光
地

周
辺
の

道
路
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
推
進
し
ま
す
。

・
1日

当
た
り
の
平
均
的
な
利
用
者
数
が
3,
00
0人

以
上
の
鉄
道
駅
(3
,5
59
箇

所
)の

周
辺
地
区
の
う
ち
、
基
本
構
想

参
2
0
の
策
定
割
合
は
約
3割

(平
成
28
年
度
末
時
点
)

・
山
手
線
内
の
駅
の
周
辺
地
区
で
も
、
基
本
構
想
の
策
定
は
半
数
程
度
。
そ

の
う
ち
駅
か
ら
徒
歩
圏
内
の
歩
行
空
間
に
お
い
て
対
策
が
完
了
し
た
割
合

は
約
6割

(平
成
28
年
5月

)

○
全
国

の
主
要
鉄

道
駅
や

観
光
地

周
辺

に
お

け
る
道

路
に

つ
い

て
、

市
区

町
村
の

ユ
ニ
バ

ー
サ
ル

デ
ザ

イ
ン

化
の

状
況

を
公

表
す
る
と

と
も
に

、
特
定

道
路

参
2
1
の
指

定
を

拡
大

○
駅
前
広

場
等
に

お
け
る

歩
行
空

間
の

整
備

を
重

点
的

に
支

援

○
東
京

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・

パ
ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

会
場

や
観

光
施
設

と
周

辺
の
駅

を
結
ぶ

道
路
(
ア
ク

セ
シ

ブ
ル

ル
ー

ト
参

2
2
を

含
む

)に
つ
い
て

、
都
・

区
等
と

連
携

し
て
重

点
整

備
区

間
を

整
備

○
利
用
者

ニ
ー
ズ

に
応
じ

た
経
路

選
択

が
で

き
る

よ
う

、
幹

線
道
路
周
辺

の
生
活

道
路
に

つ
い
て

も
、

地
域

の
安

全
対

策
と

一
体

と
な

っ
た
整

備
を
推

進

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

(
7
) 
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の

推
進

凡
例

（
整
備
済
）

（
未
整
備
）

重
点
整
備
区
間

競
技
会
場
周
辺
の
鉄
道
駅

［
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
会
場
周
辺
の
整
備
イ
メ
ー
ジ
］

［
道
路
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
例
］

＜
歩
道
拡
幅
、
無
電
柱
化
＞

ア
ク

セ
シ
ブ
ル
ル

ー
ト

競
技
会
場

出
入
口

ア
ク

セ
シ
ブ
ル

ル
ー

ト

参
20

：
バ
リ

ア
フ
リ

ー
法
に
基

づ
き

、
市
町

村
が
作
成

す
る
移
動
円
滑
化
に
係

る
事
業

の
重

点
的
か

つ
一
体

的
な
推

進
に
関

す
る
基
本
的
な
構
想

参
21

：
生
活

関
連
経

路
を
構

成
す
る

道
路
法

に
よ
る
道
路
の
う
ち

、
多
数
の
高
齢
者

、
障

害
者

等
の

移
動
が

通
常
徒

歩
で
行

わ
れ
る
道
路
（
国
土
交
通
大
臣

が
指
定

）
参

22
：

ア
ク

セ
シ
ビ

リ
テ
ィ

に
配
慮

し
た
競

技
会
場
ま
で
の

動
線

※

※
今

後
、
大

会
組
織
委
員
会

で
決
定

さ
れ
る

予
定

駅
等
に
お
け
る
上
屋
、
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
の
連
続
的
な
整
備

歩
道
の
整
備

(千
駄
ヶ
谷
駅
周
辺
)

駅
等
に
お
け
る
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の

連
続
的
な
整
備
(豊

洲
駅
前
)
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■
立

体
交

差
化
、
踏
切
拡
幅
等
に
加
え
、
当
面
の
対
策
（
カ
ラ
ー
舗
装
等
）
や
踏
切
・
駅
周
辺
対
策
等
、
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド

両
面
か
ら
で
き
る
対
策
を
総
動
員
し
、
踏
切
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

＜
自
由
通
路
等
の
整
備
＞

＜
連
続
立
体
交
差
化
＞

2 
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

(
8
) 
踏
切
対
策
の
推
進

［
踏
切
対
策
の

事
例
］

＜
踏
切
拡
幅
＞

○
改
正
踏

切
法
に

基
づ
き

、
改
良

の
方

法
が

定
ま

っ
て

い
な

く
と

も
、
国
土

交
通
大

臣
に
よ

る
法
指

定
を

実
施

○
指
定
し

た
踏
切

道
に
つ

い
て
、

地
方

踏
切

道
改

良
協

議
会
を

活
用

し
、
道

路
管
理

者
と

鉄
道
事
業

者
が

、
地

域
の

実
情

に
応
じ

た
踏
切
道

改
良

計
画
を

順
次
作
成

、
進

捗
を

見
え

る
化

○
事
業
完

了
ま
で

に
長
い

期
間
を

要
す

る
立

体
交

差
化

等
に

つ
い

て
、
段
階

的
な

取
組
を

行
い
、

早
期
の

効
果

発
現
を
図

る

○
連
続
立

体
交
差

事
業
に

つ
い
て

、
着

工
準

備
段

階
に

対
す

る
補

助
や
新
た

に
創
設

す
る

交
付
金
を

活
用
し

て
、
計

画
的

か
つ
集

中
的

に
支

援

［
段
階
的
な
踏
切
対

策
の
推
進
］

［
地
方
踏
切
道
改
良
協
議
会
に
よ
る
進
捗
の
見
え
る
化
］

・
踏
切
事
故
は
約
1日

に
1件

、
約
4日

に
1人

死
亡

・
死
亡
者
数
97
人
の
う
ち
、
約
5割

が
65
歳

以
上

(平
成
28
年
度
)

・
平
成
28
年
度
の
踏
切
法
改
正
後
、
5年

間
で
1,
00
0箇

所
以
上
を
目
標
に
、

全
国
82
4箇

所
の
踏
切
道
を
法
指
定

(平
成
28
年
度
・
平
成
29
年
度
)

＜
背
景
／
デ

ー
タ
＞
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2 
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

■
高

速
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
果
的
・
効
率
的
な
利
用
に
向
け
て
、
利
用
者
視
点
の
も
と
、
新
技
術
等
を
活
用
し
た

高
速
道
路
の
安
全
性
、
信
頼
性
や
使
い
や
す
さ
を
向
上
す
る
取
組
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

■
特

に
暫

定
2車

線
区
間
に
つ
い
て
は
、
速
度
低
下
や
事
故
防
止
等
の
観
点
か
ら
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

【
高

速
道

路
の

暫
定

２
車

線
区
間

の
対
策

】

・
我
が
国
の
高

速
道
路
の
約
4割

が
3車

線
以
下
で
あ
り
、
国
際
的
に
も

例
を
見
な
い

状
況
で
あ
る
(P
66
参
照
)

（
３

車
線

以
下
の

割
合
）

日
本

※
1
：

38
％
(平

成
27
年

)
ア

メ
リ

カ
：

2％
(平

成
24

年
)、

韓
国

※
2
：

0％
(平

成
27
年

)
フ

ラ
ン

ス
：

2％
(平

成
26

年
)、

ド
イ
ツ

：
0.

4％
(平

成
22
年

)

・
高
速
道
路
の

暫
定
2車

線
区
間
は
、
死
亡
事
故
率
が
約
2倍

(死
亡

事
故

率
※

3
4車

線
以
上

の
区
間

:0
.1

6、
暫
定
2車

線
の
区
間

:0
.3

0)

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

○
速

度
低

下
や

事
故
防
止

等
の

観
点
か
ら

、
4
車
線
化

※
4
や

付
加
車

線
※

4
 
、
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ

の
設
置

を
計

画
的

に
推

進
(P
61
参
照
) 

○
ワ

イ
ヤ

ロ
ー
プ

の
設
置

適
用
性

を
検
証

す
る
と
と
も

に
、

無
料
の

高
速
道
路

で
の
ワ

イ
ヤ
ロ

ー
プ
の

設
置
等

に
係

る
予

算
措

置
を
講

じ
る

※
1 

高
規
格
幹
線
道
路
（
有
料
及
び
無
料
）

※
2 
［
参
考
］
韓
国
：
44
％
(平

成
7年

)
※
3

高
速
自
動
車
国
道
(有

料
)(
平
成
25
年
)

＜
付
加
車
線
の
設
置
事
例
＞

＜
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
設
置
事
例
＞

○
高
速
道

路
の

安
全
・

安
心
に

係
る

具
体

的
な

施
策
に

つ
い

て
、

安
全

・
安

心
計
画

（
仮
称

）
と
し

て
中

期
的

な
整

備
方

針
を

と
り
ま

と
め
、
計

画
的
か

つ
着
実

に
推

進

※
4 

財
政
投
融
資
を

活
用
し

て
整
備

を
加
速

さ
せ
る
(P
55
参
照
) 

※
社

会
資

本
整

備
審
議
会

道
路
分
科
会

第
30
回
国
土
幹
線
道
路
部
会
「
高
速
道
路
の
安
全
性
、

信
頼
性

や
使

い
や
す
さ
を
向
上
す
る
取
組
」
基
本
方
針
(平

成
29
年
12
月
22
日
)よ

り

（
9）

高
速
道

路
の
安
全
性
、
信
頼
性
や
使
い
や
す
さ
を

向
上
す
る
取
組

①

利
用

者
の

安
全

確
保

強
靱

で
信
頼
性

の
高

い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築

快
適

な
利

用
環

境
の
実
現

・
SA
･P

Aの
施
設
充
実
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
等
）

・
SA
･P

Aへ
の
ト

レ
ー
ラ
ー
分
離
・
連
結
ス
ペ
ー
ス
整
備

・
高
速
道
路

の
ナ

ン
バ
リ
ン
グ
概
成
(2
02
0年

ま
で
)
等

・
橋
梁

の
耐
震
対
策
や
SA
･P
Aの

防
災
機
能
強
化

・
安
定
輸
送

確
保
の
た
め
の
路
線
指
定
と
機
能
強
化
等

・
道
路
区
域
外
か
ら
の
災
害
対
策
の
強
化

・
準
天
頂
衛
星
を
活
用
し
た
除
雪
車
両
の
運
転
支
援

等

＜
高
速
道
路
の
安
全
・
安
心
に
係
る
具
体
的
な
施
策
＞

・
速
度
低
下
等
の

区
間
で
4車

線
化
・
付
加
車
線
設
置

（
生
産
性
向
上

の
観

点
も
踏
ま
え
圏
央
道
な
ど
を
早
急
に
4車

線
化
）

・
逆
走
事
故
対
策

（
20
20
年
事
故
ゼ
ロ
を
目
標
）

・
歩
行
者

、
自
転
車
な
ど
の
誤
進
入
対
策

・
落
下
物

の
早
期
発
見
の
た
め
の

道
路
緊
急

ダ
イ
ヤ
ル
(#
99
10
)の

普
及
活
用

等
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・
平
成
28
年
の
逆
走
発
生
件
数
は
24
9件

で
、
約
6割

が
IC
や
JC
Tで

発
生

・
逆
走
は
、
事
故
全
体
に
比
べ
死
傷
に
至
る

割
合
が
約
5倍

、
死
亡
事
故
と
な
る
割
合
が
約
40
倍

・
逆
走
し
た
運
転
者
の
45
％
が
75
歳
以
上

＜
背
景
／
デ
ー

タ
＞

【
逆
走
対

策
】

（
平
成

23
年

～
平
成

29
年

6月
）

【
歩

行
者

等
の
誤

進
入
対

策
】

（
平
成
28
年
9月

～
平
成
29
年
3月

）

2 
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

（
9）

高
速
道

路
の
安
全
性
、
信
頼
性
や
使
い
や
す
さ
を
向
上
す
る
取
組

②

■
2日

に
1回

以
上
の

割
合
で
発

生
し
、
重
大
事
故
に
繋
が
る
可
能
性
の
高
い
高
速
道
路
の
逆
走
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

■
増

加
傾
向
に

あ
る
高
速
道
路
へ
の
歩
行
者
等
の
誤
進
入
対
策
に
取
り
組
み

ま
す
。

○
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ

参
2
3
に
基
づ
き

、
道
路

側
、

運
転

者
側

、
自

動
車

側
そ
れ
ぞ

れ
か
ら

逆
走
防

止
対
策

を
講

じ
る

○
公
募
･選

定
し
た
逆
走
対
策
技
術
の
平
成
30
年
度
か
ら
の
実
用
化
を
目

指
す
ほ
か
、
路
車
連
携
に
よ
る
逆
走
検
知
･制

御
技
術
の
検
討
を
推
進

○
こ
れ
ら

に
よ
り

、
20

20
年
ま
で

に
高

速
道

路
で

の
逆

走
事

故
を

ゼ
ロ
に
す

る
こ
と

を
目
指

す

＜
例

：
ET
C2
.0
車
載
器
に
よ
る
逆
走
警
告
＞

［
検
証
中
の
逆
走
対
策
技
術
(2
7技

術
)］

参
23

：
高
速
道

路
で

の
今
後

の
逆
走

対
策
に
関

す
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

(平
成
28

年
3月

公
表

)

・
ET
C2
.0

車
載
器
と

、
既
設
の

IT
Sス

ポ
ッ
ト
を

活
用

・
逆
走
車

に
の
み
音
声
案
内

や
画
面
表
示
に
よ
り

運
転
手

へ
直
接
警
告

検
証
状
況

IT
Sス

ポ
ッ
ト

順
方

向

逆
走

車

運
転

手
へ
警

告

・
高
速
道
路
へ
の
歩
行
者
等
の
誤
進
入
件
数
は
増
加
傾
向

（
平
成
23
年
度
：
約
2,
60
0件

→
平
成
28
年
度
：
約
3,
70
0件

）

・
年
代
別
で
見
る
と
、
20
代
と
70
代
で
誤
進
入
が
多
く
発
生

・
首
都
高
速
で
の
進
入
事
案
の
う
ち
、
2割

弱
は
ナ
ビ
ア
プ
リ
利
用
に
よ
る
も
の

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

［
実
施
中
の
対
策
事

例
］

○
注

意
喚

起
看
板

や
ラ
バ

ー
ポ
ー

ル
等

に
よ

る
対
策
効

果
を
検

証
し
、

有
効

な
改
善

策
の

推
進
を

図
る

○
ナ
ビ
ア
プ
リ
会
社
等
と
誤
進
入
事
案
や
自
動
車
専
用
道
路
指
定
等

に
つ
い
て
情
報
共
有
を
図
り
、
誤
進
入
対
策
を
講
じ
る
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(
1
) 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
賢
く
使
う

ー
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
・
付

加
車
線

ー

・
総
渋
滞
損
失
は
年
間
約
50
億
人
時
間
、

約
28
0万

人
の
労
働
力
に
匹
敵

・
一
人
あ
た
り
の
年
間
渋
滞
損
失
時
間
は

約
40
時
間
で
、
乗
車
時
間

（
約
10
0時

間
)の

約
4割

に
相
当

・
欧
米
の
主
要
都
市
に
お
け
る
渋
滞
損
失

は
移
動
時
間
の
約
2割

・
特
定
の
時
間
帯
、
時
期
、
方
向
に
交
通
需
要

が
偏
在

＜
高
速
道
路
＞

実
容
量
の
低
下
箇
所
を
デ
ー
タ
に
よ
り
特
定
し
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
是
正

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で
、

各
地
点
・
各
断
面
の

実
際
に
流
せ
る
最
大

交
通
量
（
実
容
量
）

を
見
え
る
化

構
造
上

は
片
側
２

車
線

課
題

の
な

い
箇
所

課
題
の

あ
る

箇
所

実
容

量
低

下
な

し
実

容
量

低
下

な
し

実
容

量
低

下
あ

り

1
,
4
00
台

1
,
0
00
台

サ
グ

等
の

存
在

で
低

下

（
台

／
車
線

・
時
間

）

■
生

産
性

向
上
に
よ
る
経
済
成
長
の
実
現
の
観
点
か
ら
、
今
あ
る
道
路
の
運
用
改
善
や
小
規
模
な
改
良
等
に
よ
り
、

道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
「
賢
く
使
う
」
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

＜
背
景
／
デ
ー

タ
＞

［
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
く
「
賢
い
投
資
」
］

○
よ
り
低

コ
ス
ト

で
よ
り

早
期
に

高
速

道
路

の
渋

滞
対

策
・

機
能
強

化
等
を

図
る
た

め
、
ET

C2
.0

等
の

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

に
よ
り

実
容
量

の
低
下

箇
所
を

特
定
し

、
ピ

ン
ポ

イ
ン

ト
対
策
を

実
施
(P

61
参
照

)
・
東

名
阪
道

四
日

市
付
近

等
6箇

所
で

対
策

済
・
関

越
道

高
坂

S
A付

近
等
13

箇
所
で

事
業

推
進

中

○
局
所
的

な
渋
滞

要
因
の

特
定
を

IC
Tや

A
I等

の
活

用
で

更
に

高
度
化

し
な
が
ら

、
効
率

的
な

ピ
ン

ポ
イ

ン
ト
対

策
や

交
通
需

要
を
ア
ク

テ
ィ
ブ

に
制

御
す

る
手

法
の

検
討
を

推
進

○
容
量
が

絶
対
的

に
不
足

し
て
い

る
都

市
圏

に
お

け
る

既
存

の
高
速

道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
を
補

完
す

る
主

要
幹

線
道

路
を
強
化

約
４

割

す
い
て
い
る
時
の
走
行
時
間

約
８
０
億
時
間

混
雑
で
余
計
に
か
か
る
時
間

約
５
０
億
時
間

基
準
所
要
時
間

損
失
時
間

１
人

あ
た

り
約

４
０

時
間

基
準

所
要

時
間

す
い

て
い

る
時

の
走

行
時

間
損

失
時

間
混

雑
で

余
計

に
か

か
る

時
間

１
人

あ
た

り
約

１
０

０
時

間

約
５

０
億

人
・
時

間
約

８
０

億
人

・
時

間

3 
生
産
性
の
向
上
と
新
需
要
の
創
出
に
よ
る
成
長
力
の
強
化

関
越
道

高
坂
SA
付
近
の
例

上
下
線
の
高
坂
SA
付
近
に
お
い
て
、
既
存
の
道
路
幅
員
を
最
大
限
活
用

し
つ
つ
、
付
加
車
線
を
設
置

・
平
面
図

東
松
山

IC
高
坂

S
A

坂
戸
西

SI
C

鶴
ヶ
島
IC

鶴
ヶ

島
JC

T

至 嵐 山 小 川

至 川 越

上
り

線

下
り

線

付
加
車
線

の
設
置

L=
約
5
㎞

付
加
車
線

の
設
置

L=
約
1
㎞

路
肩

車
線

車
線

車
線

中
央

帯
路

肩
側

帯
付

加
車

線
車

線
車

線
車

線
中

央
帯

拡
幅

・
横
断
図

対
策
前

対
策
後

拡
幅
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①
利
用
度
合
い
に
応
じ
た
公
平
な
料
金
体
系

②
管
理
主
体
を
超
え
た
シ
ン
プ
ル
で
シ
ー
ム
レ
ス
な
料
金
体
系

③
交
通
流
動
の
最
適
化
の
た
め
の
戦
略
的
な
料
金
体
系

【
近
畿
圏

の
新
た

な
高
速

道
路
料

金
導

入
の

効
果

検
証

と
高

速
道

路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の

一
元
的

管
理
の

更
な

る
推

進
】

(P
58

､P
59
参

照
)

〇
過
度

な
交
通
集

中
が
生

じ
て
い

た
東

大
阪

線
に

お
い

て
、
渋

滞
が
緩

和
す
る
な
ど

、
一
定

の
効
果

を
確
認

。
引
き

続
き

、
効

果
を
検

証

○
南
阪
奈

有
料
道

路
、
堺

泉
北
有

料
道

路
及

び
第

二
阪

奈
有

料
道

路
等

を
ネ
ク
ス
コ

西
日
本

に
移
管

し
、
阪

和
道
や

南
阪

奈
道

路
等
と

の
一

元
的

管
理

に
移

行

【
首
都
圏

の
新
た

な
高
速

道
路
料

金
導

入
の

効
果

検
証

】
(P
57

参
照
)

○
新

た
な

料
金
の

導
入
に

よ
り
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
整

備
と

相
ま

っ
て
、

都
心
通
過

か
ら
外

側
の
環

状
道

路
に

交
通

が
転

換
し

、
圏

央
道

の
利
用
が
促

進
。
今

後
、
千

葉
外

環
の

供
用

を
踏

ま
え
、

引
き

続
き
、

効
果
を
検

証

平
成
28
年
4月

に
首
都
圏
、
平
成
29
年
6月

に
近
畿
圏
に
新
た
な
高
速
道
路

料
金
の
導
入

（
料
金
の
賢

い
3原

則
）

(
1
) 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
賢
く
使
う

ー
交
通
流

を
最
適
化
す

る
料
金

施
策
の

導
入

①
ー

3 
生
産
性
の
向
上
と
新
需
要
の
創
出
に
よ
る
成
長
力
の
強
化

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

■
近

畿
圏

に
お
い
て
は
、

合
理
的
･効

率
的
な
管
理
を
行
う
観
点
か
ら
、
一
元
的
管
理
に
つ
い
て
更
な
る
推
進
を
図
り
ま
す
。

■
高

速
道

路
を
賢
く
使
う
た
め
に
導
入
さ
れ
た
首
都
圏
･近

畿
圏
の
新
た
な
高

速
道
路
料
金

に
よ
り
、
外
側
の
環
状
道
路
へ

の
交

通
の

転
換
な
ど
の
効
果
が

発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

保
土

ヶ
谷

IC

名

浜

鶴
ヶ

島
J

東
京

湾

館

山
道

北

東

道

関
越

道

道
央

中

第
三

京東

か
環

状
道

路

京
東

湾
ｱ ｸ

ｱ ﾗ
ｲ ﾝ

久
喜

白
岡

J

八
王

子
J

常
磐

道

海
老

名
J

つ
く
ば

中
央 IC

三
郷

南
IC

大
泉

J

新
東

名

圏
央

道

海
老

名
南

J

千
葉

東
J

宮
野

木
J

三
郷

J

葉千

京
葉

道
路

東
京

IC

つ
く

ば

京

外

京
湾

岸
道
路

東

東

高
速

横
新

道

横

央
環

状

中

高
谷

J

京
葉

口

玉
川

IC

厚
木

IC

練
馬

IC

高
井

戸
IC美

女
木

J

川
口

J

葛
西

板
橋

大
橋

江
北

狩
場

J
戸

塚
終

点
伊

勢
原

J

く

羽
田

空
港

境
古

河
IC

大
井

4
.2

 
3
.9

 

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

4
.0

5
.0

H
2
7

H
2
8

万
台

/
日

東
北

道

常
磐

道

京
葉

道
路

東
関

道

外
環

道

中
央

環
状

線

中
央

道

関
越

道

川
口

Ｊ
Ｃ

Ｔ

美
女

木
Ｊ
Ｃ

Ｔ

篠
崎

高
谷

高
井

戸 用
賀

東
名

E5
1

E1E2
0

C3

E4

E1
4

E1
7

E6

＜
東

名
⇔

東
北

＞ H2
7 

   
   

   
   

H2
8

全
車

4,
62

0台
⇒

2,
74

0台
<▲

41
%

>
う

ち
大

型
車

1,
49

0台
⇒

59
0台

<▲
60

%
>

○
都

心
通

過
の

交
通

量

▲
8%

▲
13

%

大
型

車

全
車

首
都

高
経

由
15

％

圏
央

道
経

由
85

％

そ
の

他
0％

＜
東

名
⇔

東
北

道
＞

○
都

心
通

過
交

通
は

約
１

割
減

（
4
2
,0

0
0
台

/
日

⇒
3
9
,0

0
0
台

/日
）

○
特

に
、

大
型

車
の

減
少

率
が

高
く
、

都
心

の
交

通
環

境
の

改
善

に
寄

与

［
首
都
圏
新
料
金
導
入
後

の
交
通
状
況
］

○
圏

央
道

の
交

通
状

況
境

古
河

IC
～

つ
く
ば

中
央

IC
平

成
29

年
2月

26
日

開
通

○
東

名
～

東
北

道
間

は
８

割
以

上
が

圏
央

道
の

利
用

を
選

択

C
4

E
20E
17

E
4

C
3

E
6

C
A

E
14

E
1

9
9
.5

km
(厚

木
ＩＣ

⇔
久

喜
ＩＣ

)

9
8
.9

km
(厚

木
ＩＣ

⇔
久

喜
ＩＣ

)

境
古

河
IC
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＜
一
時
退
出
の
イ
メ
ー
ジ
＞

【
ET
C2
.0

普
及

促
進
の

取
組
例

】

【
休

憩
施

設
に

お
け
る

大
型
車
駐

車
マ
ス

不
足

へ
の
対

応
】

・
新
東
名
・
東
名

の
休
憩
施
設
で
は
、
首
都
圏
近
郊
の
深
夜
帯
を
中
心
に

大
型
車
の
駐
車

マ
ス
不
足
が
大
き
な
問
題

（
例

）
海
老
名

SA
で

は
、

6時
間
以

上
の
長

時
間
駐

車
が
全

滞
在

量
※
の
55
％

を
占
め

、
特
に
夜
間
の

駐
車
場

不
足
を

誘
引

※
全
滞
在

量
=駐

車
台
数
×
駐
車

時
間

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

〇
休

憩
施

設
に
お

け
る

大
型
車
駐

車
マ
ス

不
足

に
対
し

、
マ

ス
数

を
増
や

す
こ
と

に
加
え

、
以
下

に
よ
り

対
応

①
長

時
間

駐
車

の
抑
制

②
駐

車
箇
所

利
用
平
準
化

③
高

速
道

路
の

路
外
の

施
設
の

活
用
や

予
約

シ
ス
テ

ム
の

導
入

○
圏
央
道
割
引

(平
成
28
年
度
よ
り
実
施
)

①
圏
央
道
利
用
分

を
約
2割

引
②
大
口
・
多
頻
度
割
引
対
象
道
路
に
追
加

○
ET
C2
.0

を
利
用

す
る
自

動
車
運

送
事
業

者
を
対
象
に

大
口
・
多
頻
度
割
引
を
拡
充
(P
60
参
照
)

（
平
成
29
年
度
補
正
予
算
に
よ
り
平
成
31
年
3月

末
ま
で
実
施
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な

ど
か
ら

予
約

ET
C2
.0

車
載

器
情
報

に
よ

る
判
別

【
凡
例
】

：
予
約
駐
車
場

：
ET
Cア

ン
テ
ナ

：
ゲ
ー
ト
バ
ー

(
1
) 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
賢
く
使
う

ー
交
通
流

を
最
適
化
す

る
料
金

施
策
の

導
入

②
ー

■
ET

C2
.0
の
更
な
る
活
用
と
し
て
、
高
速
道
路
外
の
休
憩
施
設
等
へ
の
一
時
退
出
や
、
SA
･P
A駐

車
場
予
約
シ
ス
テ
ム
等
、

利
用
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な
機
能

・
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
料
金
割
引
等
の
普
及
促
進
策
を
実
施
し
ま
す
。

Ｗ
Ｃ

売
店

等

○
休
憩
施

設
・
ガ

ソ
リ
ン

ス
タ
ン

ド
等
の

不
足

を
解

消
し
、

良
好

な
運
転
環

境
を
実

現
す
る

と
と
も

に
地

域
の

活
性

化
を

図
る

※
1

利
用
1回

当
た

り
の

料
金

※
2

一
定

距
離

以
上

を
連

続
し

て
利

用
し

た
場

合
の

料
金

割
引

措
置

一
時

退
出

し
た

場
合

で
も

、
高

速
を

降
り

ず
に

利
用

し
た

料
金

の
ま

ま
（
タ

ー
ミ

ナ
ル

チ
ャ

ー
ジ

※
1
の

再
徴

収
を

せ
ず

、
長

距
離

逓
減

※
2
等

も
継

続
）

高
速

道
路

E
TC

E
TC

道
の

駅

①
一

時
退
出

③
再

進
入

【
休
憩
施

設
等

へ
の
一
時

退
出
を

可
能

と
す

る
「

賢
い

料
金
｣
】

・
全
国
の
高
速
道
路
で
休
憩
施
設
の
間
隔
が
概
ね
25
km
以
上
あ
る
区
間
が

約
10
0区

間
存
在

・
ET
C2
.0
搭
載
車
を
対
象
と
し
て
、
高
速
道
路
外
の
休
憩
施
設
等
へ
の
一
時

退
出
を
可
能
と
す
る
実
験
を
、
先
行
し
て

実
施
し
て
い
る
3箇

所
に
加
え

て
、
新
た
に
全
国
17
箇
所
で
平
成
29
年
度

中
に
実
施

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

＜
予
約
駐
車
場
の
イ
メ
ー
ジ
＞

3 
生
産
性
の
向
上
と
新
需
要
の
創
出
に
よ
る
成
長
力
の
強
化

ET
C2

.0
搭
載

車
高

速
道

路
本

線
か

ら
の
案
内

②
道

の
駅
で
の

休
憩
等

ガ
ソ

リ
ン

ス
タ

ン
ド
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・
最
新
の
交
通
デ
ー
タ
等
を
基
に
全
国
の
渋
滞
対
策
協
議
会
に
お
い
て
特
定

し
た
主
要
渋

滞
箇
所
は
、
約
9,
00
0箇

所
(平

成
29
年
9月

末
時
点
)

・
大
規
模
小
売
店
舗
等
の
商
業
施
設
の
沿
道
立
地
に
よ
る
渋
滞
は
、
主
要

渋
滞
箇
所
の
1割

強
(約

1,
20
0箇

所
)

・
路
上
工
事
は
、
全
国
の
直
轄
道
路
で
約
6割

減
少
し
て
い
る
が
、
近
年

下
げ
止
ま
り
の
傾
向

(約
20
1時

間
/k
m･
年
(平

成
14
年
度
)→

約
79
時
間
/k
m･
年
(平

成
28
年
度
))

地
域
の

主
要

渋
滞
箇

所
の
特

定
・
見

直
し

・
最

新
交
通
デ

ー
タ

に
よ
る
渋

滞
状

況
検
証

・
交

通
状
況
に

対
す

る
専
門

的
見
地
か

ら
の
検

証

渋
滞

対
策
協
議

会
に

お
け
る
議

論

ト
ラ

ッ
ク
や

バ
ス
等

利
用

者
団
体
と

連
携

・
地

域
の
課

題
を
共

有
す
る

こ
と
で
道

路
管

理
者
と

道
路

利
用

者
間
で

の
議
論
を

促
進

ソ
フ

ト
・
ハ

ー
ド
を
含
め
た

対
策
の

検
討
・

実
施

・
円

滑
な
渋

滞
対
策
の
立
案

・
実
施

を
実
現

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

［
渋
滞
対
策
の
流
れ
］

参
24

：
各
都

道
府
県

単
位
等

で
道
路

管
理
者

、
警
察
、

自
治
体
、
利
用
者
団
体

等
が
地
域

の
主

要
渋
滞

箇
所
を

特
定
し

、
ソ
フ

ト
･ハ

ー
ド
を
含
め
た
対
策
を

検
討

･実
施

す
る

た
め
、
渋

滞
対
策

協
議
会

を
設
置

(
1
) 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
賢
く
使
う

ー
官
民
連
携
に
よ
る
渋

滞
対
策
の

推
進

ー

3 
生
産
性
の
向
上
と
新
需
要
の
創
出
に
よ
る
成
長
力
の
強
化

＜
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
が
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
状
況
＞

■
ト

ラ
ッ

ク
・
バ
ス
等
、
道
路
利
用
者
の
視
点
で
の
渋
滞
箇
所
の
特
定
や
、
渋
滞
の
原
因
者
で
あ
る
大
規
模
施
設
の

立
地
者

が
対
策
を
講
じ
る
な
ど
、
官
民
連
携
に
よ
る
渋
滞
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

○
渋
滞
対

策
協
議

会
参

24
と
ト
ラ
ッ
ク

や
バ

ス
等

の
利

用
者

団
体

が
連
携
を

強
化

し
、

利
用

者
の
視

点
で
渋

滞
箇

所
を

特
定
し

た
上
で
、
速

効
対
策

を
実
施

す
る

取
組

を
全

国
展

開

○
大
規
模

施
設
の

立
地
者

に
対
し

て
、
交

通
ア

セ
ス

メ
ン

ト
等

の
実
施

を
求
め

る
な
ど

、
接
道

承
認

時
の

審
査
を

強
化
す

る
方
策
を
検

討

○
占
用
工

事
実
施

時
の
道

路
使
用

に
係
る

占
用

料
の

徴
収
や

交
通

状
況
等
を

踏
ま
え

た
占
用

料
算
定

の
あ

り
方

を
検

討
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［
IC
T・

AI
を
活
用
し
た
エ
リ
ア
渋
滞
対
策
］

I
CT

人
や
車
の
動

き
を
収
集

革
新
的
な
技
術

人
や
車
の
流

れ
を
最
適
化

A
I

渋
滞
発
生
履
歴
を

学
習
分
析

渋
滞
発
生
を
予
測

広
域
的
に
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
地
域

ビ
ッ

グ
デ
ー
タ

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

交
通

需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
(T
DM
)

信
号

制
御
、

交
通
規

制
等

道
路

空
間
の

再
編

（
AI

-W
eb
カ

メ
ラ
）

（
ET

C2
.0
）

（
高

度
化
光
ビ

ー
コ

ン
）

AI
に

よ
る
画

像
処
理
で

交
通

量
調

査
、
自

動
車
起
終

点
調

査
を

IT
化

ET
C2
.0
車
載
器
と
路
側
機

と
の
通
信
に
よ
り
、

プ
ロ
ー
ブ
情
報
を
収
集

■
ET

C2
.0
に

加
え
、
多
様
な
セ
ン
サ
ー
や
AI
に
よ
る
解
析
技
術
等
を
融
合
し
、
時
空
間
的
な
変
動
を
考
慮
し
た

交
通
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強
化
し
ま
す
。

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

○
広
域
的
に
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
観
光
地
に
お
い
て
、
IC
T･
AI
等

を
活
用
し
な
が
ら
、
エ
リ
ア
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
含
む
面
的
な
TD
M

等
の
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
験
･実

装
を
推
進

○
あ
わ
せ
て
、
民
間
に
お
け
る
先
進
的
な
交
通
技
術
を
評
価
し
、

積
極
的
に
活
用
す
る
た
め
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

仕
組
み
を
導
入

○
こ
れ
ま
で
の
5年

に
1回

の
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
に
代
わ
る
、

人
や
自
転
車
等
も
含
め
た
常
時
観
測
を
基
本
と
す
る
新
た
な

道
路
交
通
調
査
体
系
を
検
討

高
度
化
光
ビ
ー
コ
ン
と
対
応
車
載
機
と

の
双
方
向
通
信
に
よ
り
、
交
通
情
報
の

提
供
、
プ
ロ
ー
ブ
情
報
等
の
収
集

高
度

化
光

ビ
ー

コ
ン

(
1
) 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
賢
く
使
う

ー
I
CT
や
AI
等

を
フ
ル

活
用
し

た
交

通
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の
強

化
ー

等

車
載
器

渋
滞

情
報

旅
行

時
間

情
報

信
号

情
報

等

プ
ロ

ー
ブ

情
報

等

参
25
：

車
載

器
を
通

じ
て
集

め
ら
れ

る
車
両

の
位
置

、
旅
行
時
間
等

の
交
通
デ
ー
タ

3 
生
産
性
の
向
上
と
新
需
要
の
創
出
に
よ
る
成
長
力
の
強
化

実
験
地
域
：
鎌
倉
市
、
京
都
市
、
軽
井
沢
町

※
、
神
戸
市

※

※
今

後
の
取

組
方
針
や
実
験

計
画
等
を
検
討

す
る
地

域

・
ET
C2
.0
路
側
機
は
、
高
速
道
路
で
は
NE
XC
O3
社
及
び
首
都
高
速
･阪

神
高
速
に
、
直
轄
国
道
で
は
主
要
渋
滞
箇
所
等
を
考
慮
し
た
位
置
に

概
ね
設
置
済
み
で
あ
り
、
車
両
の
位
置
等
の
プ
ロ
ー
ブ
情
報

参
2
5
を
収
集

・
ET
C2
.0
車
載
器
は
、
約
23
5万

台
(平

成
29
年
12
月
末
時
点
)ま

で
普
及

・
準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
導
入

(本
年
か
ら
4機

体
制
)に

よ
り
GP
Sを

補
い
、

高
精
度
の
測
位
が
可
能
(数

10
mの

精
度
か
ら
、
数
10
cm
へ
向
上
)

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ロ
ン
ド
ン
等
で
は
、
都
心
部
の
渋
滞
解
消
の
た
め
、

都
心
部
へ
の
流
入
車
両
に
課
金
を
行
い
、
交
通
需
要
を
管
理
す
る

エ
リ
ア
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
を
実
施
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■
平

常
時

・
災
害
時

を
問

わ
な

い
安
全
か
つ
円
滑
な
物
流
等
を
確
保
す
る
た
め
、
主
要
な
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
と

あ
わ

せ
、
基
幹
と
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
し
、
経
済
や
生
活
を
安
定
的
に
支
え
る
機
能
強
化
や
重
点
支
援
・
投
資

を
行

い
ま
す
。

・
熊
本
地
震
で
は
、
熊
本
県
内
の
緊
急
輸
送
道
路
約
2,
00
0k
mの

う
ち
50
箇
所

で
通
行
止
め
が
発
生

・
緊
急
輸
送
を
円
滑
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
緊
急
輸
送

道
路
を
全
国
で
約
10
万
km
指
定

・
道
路
の
老
朽
化
へ
の
対
応
と
し
て

、
大
型
車
を
望
ま
し
い
経
路
へ
誘
導
し
、

適
正
な
道
路
利
用
を
促
進
す
る
大
型
車
誘
導
区
間
を
約
35
,0
00
km
指
定

・
高
速
道
路
IC
か
ら
20
分
以
内

で
ア
ク
セ
ス
可
能
な
空
港
は
約
8割

、
港
湾
は

約
6割

だ
が
、
10
分
以
内
で
は
空
港
が
約
4割

、
港
湾
は
約
2割

に
留
ま
る

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

(
2
) 
物
流
対
策
の
推
進

ー
平
常
時
・
災
害
時
を

問
わ
な
い

安
全

か
つ
円

滑
な

物
流

等
の

確
保

ー

熊
本

県

福
岡

県

至
鹿

児
島

市

至
福

岡
市

熊
本

港

八
代

港

熊
本

空
港

・
阿

蘇
市

・
熊

本
市

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド

阿
蘇
山

阿
蘇

地
域

［
緊
急
輸
送
道
路
の

熊
本
地
震
時
の
通
行
止
め
状
況
］

（
発

災
24
時

間
後
の

平
成
28
年
4月

17
日

時
点
）

3 
生
産
性
の
向
上
と
新
需
要
の
創
出
に
よ
る
成
長
力
の
強
化

○
広
範

で
複
雑
な

現
在
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
や

拠
点

の
絞

り
込
み

等
を
行

い
な

が
ら
、

基
幹
と

な
る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を
計

画
路

線
も

含
め
て

重
要
物
流

道
路
と

し
て
指

定

○
重
要
物

流
道
路

に
対
し

て
、

・
災
害

時
の
道

路
の
啓

開
・
復

旧
の

迅
速

化
・
ト
ラ

ッ
ク
の

大
型
化

に
対
応

し
た

道
路

構
造
の
強

化
等

を
図

る
と
と

も
に
、

重
点
支

援
・

投
資

を
展

開

○
空
港

・
港
湾
・

鉄
道
貨

物
駅
な

ど
主

要
な

物
流

拠
点

へ
の

ア
ク
セ
ス

に
つ
い

て
、
地

域
高
規

格
道

路
の

見
直
し
等

を
行
い
な
が

ら
強
化
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・
我
が
国
の
高
速
道
路
の
IC
間
隔
は
平
均
約
10
km
で
、
欧
米
諸
国
の

平
地
部
に
お
け
る
無
料
の
高
速
道
路
の

2倍
程
度

ア
メ
リ
カ
：
約
5k
m、

ド
イ
ツ
：
約
7k
m、

イ
ギ
リ
ス
：
約
4k
m

日
本
：
約
10
km

・
ス
マ
ー
ト
IC
は
全
国
で
98
箇
所
で
開
通
、
69
箇
所
で
事
業
中

(平
成
29
年
12
月
末
時
点
)

・
直
結
IC
に
つ
い
て
、
三
重
県
多
気
町
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
整
備
方
針

(伊
勢
自
動
車
道
に
計
画
)を

全
国
で
初
め
て
認
定
(平

成
29
年
12
月
)

○
物
流
の
効
率
化
、
地
域
活
性
化
、
利
便
性
の
向
上
等
を
促
進
す
る

た
め
、
地
域
に
お
け
る
必
要
性
の
検
討
や
合
意
形
成
が
整
っ
た

箇
所
に
お
い
て
、
ス
マ
ー
ト
IC
の
整
備
を
推
進
(P
62

参
照
)

○
港
湾
・
空
港
・
IC
等
の
整
備
や
工
業
団
地
の
造
成
等
の
民
間
投
資
と

供
用
時
期
を
連
携
さ
せ
て
行
わ
れ
る
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
等
に

対
す
る
補
助
や
新
た
に
創
設
す
る
交
付
金
等
に
よ
る
重
点
的
な
支
援

○
直
結
IC
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
整
備
を
行
う
民
間
事
業
者
に
対

し
民
間
事
業
者
の
IC
整
備
費
用
の
一
部
を
無
利
子
貸
付
す
る
制
度
や
、

民
間
事
業
者
が
整
備
に
係
る
土
地
を
取
得
し
た
場
合
の
登
録
免
許
税

の
非
課
税
措
置
を
創
設

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

■
交

通
・
物
流
拠
点
等
か
ら
高
速
道
路
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
IC
や

ア
ク

セ
ス
道
路
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

■
高

速
道
路
と
民
間
施
設
を
直
結
す
る
民
間
施
設
直
結
ス
マ
ー
ト
IC
(以

下
、
直
結
IC
)制

度
参

26
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

参
26

：
民
間

企
業
の

発
意
と

負
担
に

よ
り

IC
を

整
備
す
る
制
度
(P
63

参
照

)

(
2
) 
物
流
対
策
の
推
進

ー
交
通

・
物
流
拠
点
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の
ア

ク
セ

ス
強

化
ー

3 
生
産
性
の
向
上
と
新
需
要
の
創
出
に
よ
る
成
長
力
の
強
化

I
C
へ

の
ア

ク
セ

ス
道

路
の

整
備

新
規
ス

マ
ー

ト
IC

※
事
業
計
画
は
イ
メ
ー
ジ

工
業
団
地

の
造
成

物
流
拠
点

の
整
備

（
県
事
業

）

工
業

団
地

へ
の

ア
ク
セ
ス

道
路

の
整
備

物
流
倉
庫

の
立
地

高
速

自
動

車
国

道
一

般
国

道
地

方
道

民
間
施
設

の
立
地

［
IC
や
工
業
団
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
等
の
整
備
］
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［
首
都
圏
三
環
状
道

路
の
整
備
に
よ
る
効
果
］

注
：
※

1
区

間
の

開
通

時
期

に
つ

い
て

は
土

地
収

用
法

に
基

づ
く
手

続
き

に
よ

る
用

地
取

得
等

が
速

や
か

に
完

了
す

る
場

合
※

2
財

投
活

用
に

よ
る

整
備

加
速

予
定

箇
所

（
平

成
3
6
年

度
開

通
見

込
み

（
用

地
取

得
等

が
順

調
な

場
合

）
）

平
成

32
年

度
※

1

開
通

予
定

大
栄

Ｊ
Ｃ

Ｔ

藤
沢

ＩＣ
釜

利
谷

JC
T

松
尾

横
芝

IC

■
生

産
性

の
高

い
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
、
三
大
都
市
圏
環
状
道
路
等
を
中
心
と
す
る
根
幹
的
な

道
路
網

の
整
備
を

推
進
し
ま

す
。

・
平
成
27
年
3月

7日
の
中
央
環
状
品
川
線
開
通
後
、
都
心
の
交
通
量
5％

減
で
渋
滞
が
5割

減
少

・
圏
央
道
沿
線

の
工
場
立
地
面
積
の
新
規
増
加
は
20
年
前
の
約
6倍

※

※
新

規
工

場
立
地

面
積
(1
年

あ
た
り

)
15
ha
(平

成
6年

)
→

85
ha

(平
成
26

年
) 

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

○
迅
速
か

つ
円
滑

な
物
流

の
実
現

等
の

た
め

、
三

大
都

市
圏

環
状
道
路

等
を
中

心
と
す

る
根
幹

的
な

道
路

網
の
整

備
を

推
進

○
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

効
果

の
発
現

に
必

要
な

区
間

に
つ

い
て
、

客
観
性

、
透
明
性

を
確
保

し
つ
つ

、
ス

ピ
ー

ド
感
を

持
っ

て
計
画

を
具

体
化

○
現
下
の

低
金
利

状
況
を

活
か
し

、
財

政
投

融
資
を

活
用
し

た
大
都
市
圏

環
状
道

路
等

の
整
備
加

速
に

よ
る

生
産

性
向

上
等

を
推
進
（

P5
5参

照
）

(
2
) 
物
流
対
策
の
推
進

ー
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強

化
①

ー

3 
生
産
性
の
向
上
と
新
需
要
の
創
出
に
よ
る
成
長
力
の
強
化

※
2

H
2
4
年

1
月

以
降

H
2
8
年

1
2
月

時
点

立
地

済
み

・
予

定

1
～

2件

3
～

4件

5
件
以

上

【大
型
物
流
施
設
の
新
規
立
地
状
況
】
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8,
40
0 

15
,3
00
 

5,
90
0 

18
,2
00
 

5,
60
0 

22
,2
00
 

1.
00

2.
80

0.
0

1.
0

2.
0

3.
0

0

20
,0
00

40
,0
00

60
,0
00

80
,0
00

平
成

12
年

平
成
27
年

（
人

）

※
2

※
1

法
人
税

収
：
市
町

村
民

税
の
法

人
税

割
と

法
人

均
等

割
の

和
※

2
平
成

12
年
：
東
回

り
（

関
広

見
Ｉ

Ｃ
～

豊
田

東
JC

T）
全

線
工

事
着
工
年

※
3

東
海
環

状
（
豊
田

東
JC

T～
新

四
日

市
J
C
T）

が
通

過
す

る
愛

知
県

2市
、
岐
阜

県
1
8市

町
、

三
重
県

3
市

※
4

名
古
屋

環
状

2
号
線
の

最
初
の

開
通

年
で
あ

る
昭

和
6
3年

か
ら

平
成

2
7年

ま
で

の
2
8年

間
の

累
積
便
益

を
現
在

価
値
換
算

し
た

結
果

※
5

昭
和

63
年
の
経
済

規
模

を
基

準
と

し
て

、
2
8年

間
を

か
け

て
、

累
積
便

益
の
3
兆
8千

億
円

の
経
済
効
果
額

分
が

中
京
都
市
圏
の

総
生

産
に

上
乗

せ
さ

れ
た

と
仮

定
※

6 
 財

投
活

用
に
よ
る

整
備

加
速

予
定

箇
所

（
平

成
36
年

度
開

通
見

込
み
（

用
地
取
得
等

が
順

調
な

場
合
）
）

土
岐
JC
T

豊
田
東
JC
T

新
四
日
市
JC
T

名
古
屋
環
状
2
号
線

岐
阜
県

三
重
県

愛
知
県

養
老
JC
T

出
典

：
自
治
体

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
（
H
29
.
1）

美
濃
関
JC
T

関
広

見
IC

平
成

30
年
度

開
通
予
定

平
成

31
年
度
開
通
予
定

平
成

31
年
度
開
通
予
定

平
成

32
年
度

開
通
予
定

19
,9
00

55
,7
00

＜
東
海
環
状
自

動
車
道
、
名
古
屋
環
状
２
号
線
の
整
備
状
況
＞

工
業
団
地
立
地
企
業

の
従
業
員
数

名
古
屋
環
状
２
号
線
の
整
備
効
果
（
例
）

東
海
環
状
自
動
車
道
の
整
備
効
果
（
例
）

・
名
古
屋
環
状
２
号
線
の
開
通
に
よ
っ
て
、

28
年
間
で
約
3兆

8千
億
円

の
経
済
効
果

※
4

出
典
：
三
菱
UF
Jリ

サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
株
）
政
策
研
究
レ
ポ
ー
ト

名
古

屋
環

状
２
号

線
の
開
通
に
よ
る

経
済
効
果

（
民
間
会
社
試
算

）

愛
知

県
沿
線

※
3

岐
阜

県
沿

線
※
3

三
重

県
沿

線
※
3

伸
び
率

・
経
済
成
長
率
に
換
算

す
る
と
、
年
平
均
0.
49
％
に
相
当
し
、

中
京
都
市
圏
の
経
済

発
展
を
牽
引

※
5

［
中
部
圏
に
お
け
る
環
状
道
路
の
整
備
効
果
］

16
1 

36
8 

16
4 

17
1 

74
 

86
 

1.
00
 

1.
56
 

0.
0

0.
5

1.
0

1.
5

2.
0

0

25
0

50
0

75
0

1,
00
0

平
成

12
年

平
成
27
年

（
億
円
）

※
2

39
9

62
5

出
典

：
地

方
財

政
状

況
調

査

法
人

税
収

※
1

(
2
) 
物
流
対
策
の
推
進

ー
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強

化
②

ー

3 
生
産
性
の
向
上
と
新
需
要
の
創
出
に
よ
る
成
長
力
の
強
化

※
6

※
6
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特
車
許
可
基
準

の
車
両

長
に

つ
い
て
、

現
行
の

21
mか

ら
最
大
で
25
mへ

の
緩
和

を
検
討

・
国
内
貨
物
輸
送
の
約
9割

が
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

・
深
刻
な
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
進
行
（
約
4割

が
50
歳
以
上
）

・
ド
イ
ツ
で

は
平
成
24
年
か
ら
5年

間
か
け
て
長
大
連
結
ト
ラ
ッ
ク
実
験
が

行
わ
れ
、
平
成
29
年
1月

よ
り
本
格
導
入

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

○
ダ
ブ
ル

連
結
ト

ラ
ッ
ク

の
実
験

を
新

東
名

を
中

心
と

す
る

フ
ィ
ー
ル

ド
で
推

進
し
、

平
成
30

年
度
の

本
格

導
入
を

目
指

す
（
3社

10
台
が
実

験
に
参

加
（
平

成
29

年
1
1月

末
時

点
）

）

○
ダ
ブ
ル

連
結
ト

ラ
ッ
ク

の
普
及

促
進
や

共
同

利
用

等
の

民
間

に
お
け
る

多
様
な
利

活
用
を

支
援

○
労
働
環

境
改
善

や
輸
送

効
率
化

の
た

め
、

ド
ラ

イ
バ

ー
が
高

速
道
路
の

SA
・
PA
を

活
用
し

、
上
下

線
を
乗

換
え

て
出

発
地
に

戻
る
「
中
継

輸
送
」

の
実
験

を
併
せ

て
推

進

○
ダ
ブ
ル

連
結
ト

ラ
ッ
ク

の
実
験

状
況
、

隊
列
走

行
の

技
術
、

運
用
ル
ー
ル

等
を
踏

ま
え
、

隊
列
走

行
の
イ

ン
フ

ラ
面

で
の
事

業
環
境
整
備

に
つ
い

て
、
官

民
の
役

割
分

担
を

含
め

検
討

を
推

進
（
本
年

1
月
～
後

続
有
人

の
隊
列

走
行
の

実
験

開
始
）

■
深

刻
な
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
進
行
す
る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
省
人
化
を
図
る
た
め
、
1台

で
通
常
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク

2台
分

の
輸
送
が

可
能
な
「

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
」
の
実
験
・
実
装
を
推
進
し
ま
す
。

■
ト

ラ
ッ
ク
の
隊
列
走
行
に
つ
い
て
、
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
実
験
の
状
況
も
踏
ま
え
、
イ
ン
フ
ラ
面
で
の
事
業
環
境

の
整

備
を

検
討
し
ま
す
。

ダ
ブ

ル
連
結
ト

ラ
ッ

ク
：

1台
で
2台

分
の
輸

送
が
可

能

約
12
m

通
常

の
大
型
ト

ラ
ッ

ク
現
在

今
後

［
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ

ッ
ク
に
よ
る
省
人
化
］

(
2
) 
物
流
対
策
の
推
進

ー
物
流

シ
ス
テ
ム
の
効

率
化

①
ー

［
ト
ラ
ッ
ク
の
隊
列

走
行
］

有
人

①
先
頭
車
両

に
は
ド

ラ
イ
バ

ー
が
乗

車
し
、

有
人

で
ト
ラ
ッ
ク

を
運
転

②
先
頭
車
両

と
後
続
車

両
を

電
子
的

に
連
結

す
る
こ
と
で

隊
列
を

形
成

③
後

続
車
両
は

自
動

走
行
シ

ス
テ
ム

を

使
っ

て
無
人

走
行

＜
将

来
の
実

現
イ
メ

ー
ジ
＞

無
人

無
人

約
25
m

3 
生
産
性
の
向
上
と
新
需
要
の
創
出
に
よ
る
成
長
力
の
強
化

- 34 -



■
ト

ラ
ッ

ク
の
大
型
化
や

国
際

物
流
に
対
応
す
る
た
め
、

IC
T等

を
活
用
し
た
特
車
通
行
許
可
の
迅
速
化
を
図
り
ま
す
。

2
0
2
0
年
迄
に
平
均
審
査
日
数
を
現
在
の
約
1
ヶ
月
か
ら

1
0
日
程
度
に
短
縮

IT
を

活
用

し
た

交
差

点
形

状
等

の
電

子
デ

ー
タ

の
収

集

幾
何
構
造

橋
梁

橋
梁
点
検

等
で
収
集

し
た

電
子

デ
ー
タ

等
の

活
用

［
自
動
審
査
シ
ス
テ
ム
の
強
化
］

国
が
指

定
し
た

大
型
車
誘
導
区
間

を
走
行

す
る

場
合
、
輸
送
経
路

は
自
由

に
選

択
可

能
⇒

渋
滞
・

事
故
時

の
迂
回

が
で
き

、
輸
送
を
効
率
化

①
複
数
経
路

を
ま
と
め
て

１
つ
の

申
請
に

簡
素
化

②
更
新
手
続

き
も

自
動
化

【
特
大

ト
ラ
ッ
ク

輸
送
の

機
動
性

の
強
化

(特
殊

車
両
通

行
許

可
)】

［
特
車
ゴ
ー
ル
ド
制
度
］

○
特
車
通
行
許
可
の
審
査
を
迅
速
化
す
る
た
め
、
以
下
の
取
組
を
強
化

・
特
車
申
請
件
数
の
多
い
地
方
道
に
つ
い
て
、
順
次
、
国
が
道
路

情
報
便
覧

参
27
の
デ
ー
タ
を
作
成
（
自
動
審
査
シ
ス
テ
ム
の
強
化
）

・
そ
の
他
の
地
方
道
に
つ
い
て
は
、
道
路
情
報
便
覧
が
作
成
さ
れ
る

ま
で
の
措
置
と
し
て
、
特
車
通
行
許
可
実
績
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

・
将
来
的
に
は
、
車
両
搭
載
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
等
の
電
子
デ
ー
タ
の

活
用
（
自
動
審
査
シ
ス
テ
ム
の
強
化
）

○
特
車
ゴ
ー
ル
ド
制
度

参
28
に
つ
い
て
、
包
括
申
請
を
可
能
と
す
る
等

よ
り
使
い
や
す
い
制
度
に
改
善

○
ET
C2
.0
車
両
運
行
管
理
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
平
成
30
年
度
に
本
格
導
入

○
新
技
術
や
車
両
の
大
型
化
等
を
踏
ま
え
、
許
可
期
間
な
ど
、
今
後
の

特
車
通
行
許
可
制
度
の
あ
り
方
を
検
討

○
重
要
物
流
道
路
の
一
部
区
間
に
つ
い
て
、
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
車

（
40
ft
背
高
）
の
特
車
通
行
許
可
を
不
要
と
す
る
措
置
を
導
入

(
2
) 
物
流
対
策
の
推
進

ー
物
流

シ
ス
テ
ム
の
効

率
化

②
ー

3 
生
産
性
の
向
上
と
新
需
要
の
創
出
に
よ
る
成
長
力
の
強
化

参
27

：
交
差

点
の
形

状
、
橋

梁
の
構

造
等
の

道
路
情
報

を
収
録
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

参
28

：
ET

C2
.0
装
着

車
へ
の

特
車
通

行
許
可

を
簡
素
化

す
る
制
度

・
特
車
通
行
許
可
件
数
の
増
加
【
地
方
整

備
局
等
】

約
24
万
件
（
平
成
24
年
度
）
→
約
32
万

件
（
平
成
28
年
度
）

・
平
成
28
年
1月

に
特
車
ゴ
ー
ル
ド
制
度
の

導
入

許
可
件
数
（
累
計
）

約
14
,5
00
件
（

平
成
29
年
11
月
末
時
点
）

＜
背
景
／
デ

ー
タ
＞
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平
成
29

年
度
：

全
国

13
箇
所

で
短

期
間

の
実

験
、

5
箇

所
で

フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
の
実
施
(P
71
参
照
)

平
成
30
年

度
：
ビ

ジ
ネ
ス

モ
デ
ル

の
構

築
の

た
め

の
長

期
間
の

実
験

を
中
心

に
実

施
予

定

○
道
の
駅

等
を
拠

点
と
す

る
自
動

運
転

実
証

実
験
に

つ
い

て
内

容
を
拡
充
し

つ
つ
推

進
し
、

平
成
32

年
度
ま

で
の
社

会
実

装
を

目
指
す

■
高

齢
化

が
進
行
す
る
中
山
間
地
域
に
お
い
て
人
や
物
の
流
れ
を
確
保
す
る
た
め
、
「
道
の
駅
」
等
を
拠
点
と
し
た

自
動

運
転
サ
ー
ビ
ス
の
実
験
・
実
装
を
推
進
し
ま
す
。

・
中
山
間
地
域

で
は
全
国
の
10
年
先
を
行
く
高
齢
化
の
進
行

高
齢
化
率
の

比
較
：
全
国
23
％
、
中
山

間
地
域
31
％

(平
成
22
年
)

・
車
の
運
転
が

出
来
な
い
高
齢
者
の
急
増

運
転
免
許
の

自
主
返
納
件
数
（
65
歳
以

上
）
の
推
移

約
2万

件
（

平
成
19
年
）
→
  
約
33
万
件
（
平
成
28
年
）

・
道
の
駅
の
約

8割
は
中
山
間
地
域
に
設
置
さ
れ
、
病
院
や
行
政
サ
ー
ビ
ス

等
も
集
約
さ
れ
つ
つ
あ
る

道
の
駅
の
設
置
状
況

：
全
国
1,
13
4駅

､中
山
間
地
域
88
5駅

(7
8％

)

・
自
動
運
転
の

実
現
に
向
け
た
取
組
を
推

進
す
る
た
め
、
大
臣
を
本
部

長
と
す
る
「

国
土
交
通
省
自
動
運
転
戦

略
本
部
」
を
設
置

（
平
成
28
年

12
月
9日

）

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

(
3
) 
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の
実
験
・
実
装

の
推
進

［
中
山
間
地
域
に
お
け
る
道
の
駅
等
を
拠
点
と
し
た
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
］

＜
実
証
実
験
の
イ
メ
ー
ジ
＞

＜
実
験
車
両
＞

バ
ス
タ

イ
プ

乗
用

車
タ
イ

プ

①
株
式
会
社
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ー

③
ヤ
マ
ハ
発
動
機
株
式
会
社

②
先
進
モ
ビ
リ
テ
ィ
株
式
会
社

④
ア
イ
サ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

「
レ
ベ
ル

４
」

（
専
用
空
間

）

GP
Sや

車
の
加
速
度

デ
ー
タ
に

よ
り

自
車

位
置

を
特
定

し
て

規
定
ル
ー
ト

を
走
行

定
員

：
6
人

（
着
席

）

速
度

：
1
0
km
/h
程
度

「
レ
ベ
ル

４
」

（
専
用
空
間

）
＋

「
レ
ベ
ル

２
」
（
混
在
交
通

（
公
道

）
）

電
磁

誘
導
線

の
磁
力

を
感
知

し
て

既
定

ル
ー

ト
を

走
行

定
員

：
7人

速
度

：
自
動
時

～
12
km
/h
 程

度
手
動
時

2
0
 k
m/
h未

満

「
レ
ベ
ル
４
」

（
専
用
空
間
）

＋
「
レ
ベ
ル
２
」
（
混
在
交
通
（
公
道
）
）

GP
Sと

磁
気

マ
ー
カ

及
び
ジ
ャ

イ
ロ

セ
ン
サ
に

よ
り

自
車
位
置

を
特
定

し
て
既
定

ル
ー
ト
を

走
行

定
員
：

2
0人

速
度
：

3
5
 k
m/
h 
程

度

「
レ
ベ
ル

４
」

（
専
用
空
間

）
＋

「
レ
ベ
ル

２
」
（
混
在
交
通

（
公
道

）
）

高
精
度

３
次
元
地
図

を
用
い

、
L
ID
AR
で

周
囲
を

検
知
し
な
が
ら

規
定
ル
ー
ト
を

走
行

定
員

：
4人

速
度

：
40
km
/h
 程

度

3 
生
産
性
の
向
上
と
新
需
要
の
創
出
に
よ
る
成
長
力
の
強
化

〇
貨
客
混

載
や
観

光
等
地

域
の
特

色
を

踏
ま

え
た

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
を

実
験

デ
ー
タ

を
活
用

し
な
が

ら
官

民
連

携
で

検
討

（
本
年

夏
頃

中
間

と
り
ま
と

め
予
定

）
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■
第
5期

科
学
技
術
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
Io
T・

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・
AI
・
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
技
術
革
新
を
総
動
員
し
、

道
路
ス

ト
ッ
ク
の
老
朽
化
対

策
の
高
度
化
、
道
路
交
通
の
円
滑
化
と
い
っ
た
次
世
代
道
路
技
術
を
推
進
し
ま
す
。

【
次
世
代

道
路
技

術
に
関

す
る
道

路
関

係
施

策
】

(
4
) 
科
学
技
術
を
活
用
し
た
道
路
施
策

＜
自
動
運
転
車
へ
の
情
報
提
供
の
イ
メ
ー
ジ
（
合
流
部
の
例
）
＞

自
動

運
転
車

本
線

の
交
通

状
況
を

道
路

側
か

ら
情
報

提
供

情
報

提
供
用
ア

ン
テ

ナ

本
線
へ

の
進

入
の
速

度
や

タ
イ

ミ
ン
グ

を
自
動
で

調
整
し

、
安
全
に

合
流

[高
速
道
路
の
合
流
部
等
で
の
情
報
提
供
に
よ
る
自
動
運
転
の
支
援
]

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
合
流
部
で
の
合
流
先
の
本
線
の
交
通
状
況
な
ど
、

自
動

運
転
の
実
現
を
支
援
す
る
情
報
を
道
路
側
か
ら
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
検
討

○
道
路
の

維
持
管

理
に
関

す
る

施
策

・
新
技

術
の
導

入
に
よ

る
長
寿

命
化
・

コ
ス

ト
縮

減
（
P1
3
参

照
）

・
運
転

制
御

・
操
作
支

援
に
よ

る
除

雪
車

の
高

度
化

○
自
動
運

転
サ
ー

ビ
ス
の

実
験

・
実

装
の

推
進
に

向
け

た
施

策

・
中
山

間
地
域

に
お
け

る
道
の

駅
等
を

拠
点
と

し
た

自
動

運
転

サ
ー
ビ
ス

（
P3
6
参

照
）

・
高
速

道
路

の
合
流
部

等
で
の

情
報

提
供

に
よ

る
自

動
運

転
の
支

援

○
IC
T・

A
I等

を
フ
ル
活

用
し
た

交
通

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
強

化

・
ET
C2

.0
に
加

え
、
多

様
な
セ

ン
サ

ー
や
A
Iに

よ
る

解
析

技
術
等

を
融

合
し
、

時
空
間

的
な
変

動
を
考

慮
し

た
交

通
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の
強

化
（

P2
9参

照
）

○
逆
走
対

策

・
公
募

・
選
定

し
た

逆
走
対
策

技
術
の

実
用

化
・
路
車

連
携

に
よ
る
逆

走
検
知

・
制

御
技

術
の

開
発

（
P2

4参
照

）

3 
生
産
性
の
向
上
と
新
需
要
の
創
出
に
よ
る
成
長
力
の
強
化

[除
雪
車
の
高
度
化
]

＜
高
度
化
さ
れ
た
除
雪
車
の
イ
メ
ー
ジ
＞

準
天
頂
衛
星

に
よ

る
自
車
位
置
把
握

セ
ン
サ
ー
に

よ
る

障
害
物
検
知

（
一
般
道
路

に
て
実

施
）

自
動
運
転

を
視
野
に
入
れ
、
運
転
制
御
・
操
作
支
援
の
機
能
を
備
え
る
高
度
化

さ
れ
た

除
雪
車
の
開
発
を
段
階
的
に
推
進

（
平
成

29
年
度
に
高
速
道
路
、
平
成
30
年
度
に
一
般
道
路
で
実
証
実
験
を
実
施
）
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■
地

域
経

済
・

社
会
に
お
け
る
課
題
を
柔
軟
か
つ
強
力
に
解
決
し
、
成
長
を
支
え
て
い
く
た
め
、
IC
Tや

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
最

大
限
に
利
活
用
し
た
地
域
道
路
経
済
戦
略
を
推
進
し
ま
す
。

(
5
) 
IC
T・

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
利
活
用
し
た
地
域
道
路
経
済
戦
略
の
推
進

○
地
域
道

路
経
済

戦
略
研

究
会

参
2
9
を

中
心
に

民
間
の

参
画
を

募
り
な

が
ら

、
地
域
交

通
の

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

の
利
活
用

の
核

と
な
る
「

地
域
交

通
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

」
の
構
築

に
向

け
た
取
組

を
実
施

○
レ
ン
タ

カ
ー
の

ビ
ッ
グ

デ
ー
タ

を
活

用
し

て
、

外
国

人
特
有
の

危
険
箇
所

の
特
定

や
対
策

を
講

じ
る

な
ど
、

各
地
域

で
の
課

題
を

踏
ま
え

、
ET
C2
.0

を
含
む

多
様

な
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
を

活
用
し

た
実
験

・
実

装
を

推
進

・
ET
C2
.0
が

導
入
さ
れ
､道

路
交
通
の
速
度
等
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

収
集
す
る
体
制
を
構
築

・
そ
の
他
交

通
や
経
済
等
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
も
、
情
報
流
通
量
が

平
成
17
年
か
ら
平
成
26
年
の
9年

間
で
約
9倍

※
1

※
1 
平

成
27
年

版
情
報
通
信
白
書

（
総
務
省

）

・
レ
ン
タ
カ

ー
を
利
用
し
た
訪
日
外
国
人
は
、

平
成
23
年

か
ら
平
成
27
年
の
5年

間
で
約
4倍

※
2

※
2
国

際
航

空
旅
客
動
態
調
査

（
航
空
局

）

・
外
国
人
レ

ン
タ
カ
ー
の
事
故
件
数
は
、

平
成
26
年

か
ら
平
成
28
年
の
3年

間
で
約
3倍

※
3

※
3 
物

損
事

故
等
を

含
む
、

沖
縄
県

レ
ン
タ
カ
ー
協
会

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

［
訪
日
外
国
人
レ
ン
タ
カ
ー
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
事
故
対
策
］

参
29
：

IC
Tや

ビ
ッ
グ

デ
ー
タ

を
最
大

限
に
活

用
し
た

地
域
道
路
経
済
戦
略
や

社
会

実
験
・

実
装
を

推
進
す

る
こ
と

を
目
的

に
全
国
10
地
域

に
学
官
連
携

で
設

立
（
平

成
27
年

12
月
～

）

Ｅ
Ｔ
Ｃ
2
.0
等
の

急
ブ
レ
ー
キ
デ
ー
タ

外
国
人
特
有
の

事
故
危
険
箇
所
の
特
定

レ
ン
タ
カ
ー
事
業
者
の

事
故
発
生
デ
ー
タ

カ
ラ
ー
舗
装
や
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

を
活
用
し
た
標
識

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
事
故
対
策

＜
多
言
語
注
意
看
板

※
＞

＜
多
言
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

※
＞

3 
生
産
性
の
向
上
と
新
需
要
の
創
出
に
よ
る
成
長
力
の
強
化

※
新
千
歳
空

港
、
中

部
国
際

空
港
、

関
西
国

際
空
港
、

福
岡

空
港
、

那
覇
空

港

急
ブ

レ
ー

キ
が

多
発

す
る

箇
所

等
を

注
意

す
る

パ
ン

フ
を

レ
ン

タ
カ

ー
窓

口
等

で
配

布

※
平
成

29
年
1
2月

か
ら
大

分
自
動

車
道

に
お
い
て

対
策
実

験
実
施

・
急
増
す
る
訪
日
外
国
人

観
光
客
の
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
に
よ
る
事
故
を
踏
ま
え
、

外
国
人
レ

ン
タ
カ

ー
利
用

の
多
い

空
港

※
周
辺

か
ら

出
発
す
る

レ
ン
タ

カ
ー
を

対
象

に
、

ET
C2
.0

の
急

ブ
レ

ー
キ

デ
ー

タ
等

を
活

用
し

て
、

外
国

人
特

有
の

事
故
危
険
箇
所
を
特
定
し
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
事
故
対
策
に
着
手
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・
社
会
資
本
整
備
に
は
、
フ
ロ
ー
効
果
と
ス
ト
ッ
ク
効
果
が
存
在

【
フ
ロ
ー
効
果
】

事
業
に
伴
う
需
要
創
出
等
の
経
済
を
短
期
的
に
拡
大
さ
せ
る
効
果

【
ス
ト
ッ
ク
効
果
】

整
備
さ
れ
た
社
会
資
本
が
機
能
し
継
続
的
に
発
揮
さ
れ
る
、
生
産

性
向
上
、
民
間
投
資
の
拡
大
や
安
全
・
安
心
等
の
効
果

・
地
域
が
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
と
連
携
の
と
れ
た
道
路
整
備
を
計
画

的
に
進
め
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
高
め
る
こ
と
が
必
要

■
道

路
整

備
の

進
捗
状
況
お
よ

び
開
通
見
通
し
の
共
有
等
、
地
域
・
民
間
と
の
一
層
の
連
携
に
よ
り
、
大
き
な
ス
ト
ッ
ク

効
果
の
発
現
が
見
込
ま
れ
る
道
路
整
備
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

効
果

向
上

道
路

の
利

活
用

に
関

す
る

戦
略

・
企
業
誘
致

・
観
光
客
誘
致

・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

等

［
利
活
用
に
関
す
る
戦
略
を
踏
ま
え
た
道
路
整
備
の
推
進
］

平
成

31
年

度
の

開
通

(
関

広
見

IC
～

高
富

IC
)
に

あ
わ

せ
、

や
ま

が
た

岐
阜

県
山
県

市
で

は
都
市

計
画

マ
ス
タ

ー
プ

ラ
ン
を

策
定
。

自
治

体
、
経

済
団

体
と
連

携
し

て
利

活
用

促
進

会
議

を
開

催
し

、
ま
ち

づ
く

り
に

関
す

る
情

報
共

有
・

議
論
に

よ
り

、
地
域
活
性
化
が
期
待
。

○
道

路
の

ス
ト

ッ
ク

効
果

を
高

め
る

た
め

、
地

域
・

民
間

と
道

路
整

備
の

進
捗

状
況

及
び

開
通

見
通

し
を

共
有

す
る

等
、

計
画

・
整

備
・

供
用

の
各

段
階

に
お

け
る

連
携

を
強

化

○
官

民
の

道
路

利
活

用
協

議
会

等
に

よ
る

情
報

交
換

や
一

体
的

な
戦

略
の

策
定

等
、

実
効

性
を

高
め

る
体

制
・

ス
キ

ー
ム

の
強

化
方

策
を

検
討

(
6
) 
道
路
の

ス
ト
ッ
ク
効
果
を
高
め
る
た
め
の
地
域

・
民
間
と
の
連
携

自
治

体
の

取
組

3 
生
産
性
の
向
上
と
新
需
要
の
創
出
に
よ
る
成
長
力
の
強
化

［
道
路
整
備
と
ま
ち
づ
く
り
が
連
携
し
た
事
例
］

(高
富

IC
)

至 美 濃 加 茂 市

至 大 垣 市

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
予

定
地

た
か

と
み

※
IC

は
仮

称

鳥
羽

川
周

辺
の

整
備

国
道

2
5
6号

B
P
整

備

IC
周

辺
整

備
構

想
・
商

業
等

の
複

合
機

能
検

討
・
浄

化
セ

ン
タ

ー
整

備

直
接

効
果

・
走

行
時

間
の

短
縮

・
交

通
事

故
の

減
少

・
走

行
経

費
の

減
少

等

波
及

効
果

・
生

産
性

の
向

上
・

民
間

投
資

の
拡

大
・

交
流

機
会

の
拡

大
・

人
口

の
維

持
等

・
雇

用
の

増
加

・
税

収
の

増
加

道
路

の
ス

ト
ッ

ク
効

果
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■
地

方
創

生
を

支
援
す
る
「
道
の
駅
」
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

・
「
道
の
駅
」
の
現
状
(P
70
参
照
)

平
成
5年

の
制
度
創
設
以
来
、
1,
13
4箇

所
（
平
成
29
年
12
月
末
時
点
）

全
国
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」

6箇
所

(平
成
26
年
度
選
定
)

重
点
「
道
の
駅
」

73
箇
所

(平
成
26
、
27
年
度
選
定
)

特
定
テ
ー
マ
型
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」

住
民
サ
ー
ビ
ス
部
門

6箇
所
（
平
成
28
年
度
認
定
）

地
域
交
通
拠
点
部
門

7箇
所
（
平
成
29
年
度
認
定
）

○
地
方
創

生
に
資

す
る
地

産
地
消

の
促

進
及

び
小

さ
な

拠
点

の
形
成

等
を
目
指

し
た

、
先
駆
的

な
取

組
等

を
行
う

「
道

の
駅
」

を
重
点
支

援

＜
背
景
／
デ

ー
タ
＞

○
「
道

の
駅
」
に

お
い
て

、
観
光

情
報
の

提
供

や
道

路
情

報
の
充
実
等

に
よ
り

、
利
用

者
サ

ー
ビ

ス
面

の
向

上
を
図

る

地
方

創
生

に
資
す

る
取

組
事

例

・
外

国
人
向

け
に
災

害
時
の

誘
導

動
線

を
英

語
で
表

示

＜
「

道
の
駅
」

紀
宝

町
ウ
ミ

ガ
メ
公

園
＞

(
1
) 
「
道
の
駅
」
や
高
速
道
路
の
休
憩
施
設
等

の
活
用
促
進

①

地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
、
特
に
優
れ
た
機
能
を

継
続
的
に
発
揮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

全
国
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」

地
域
活
性
化
の
拠
点
と
な
る
優
れ
た
企
画
が
あ
り
、
今

後
の
重
点
支
援
で
効
果
的
な
取
組
が
期
待
で
き
る
も
の

国
土
交
通
大
臣
選
定

重
点
「
道
の
駅
」

国
土
交
通
大
臣
選
定

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
の
促
進

観
光

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
等

に
よ

り
情

報
機

能
を

充
実

地
域
の
産
業
振
興

6
次

産
業

化
推

進
に

よ
る
雇

用
機

会
の
創

出

4 
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り

国
土
交
通
大
臣
認
定

特
定
テ
ー
マ
型

モ
デ
ル
「
道
の
駅
」

「
道
の
駅
」
が
有
す
る
多
様
な
機
能
に
着
目
し
て

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
全
国
の

模
範
と
な
る
取
組
を
行
い
、
そ
の
成
果
が
認
め
ら
れ

る
も
の

＜
平

成
2
8年

度
住

民
サ

ー
ビ

ス
部

門
＞

＜
平

成
2
9年

度
地

域
交

通
拠

点
部

門
＞

［
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」
と
重
点
「
道
の
駅
」
］

内
科

診
療

所
交

通
案

内
所
（
待

合
所

内
）

＜
全

国
モ

デ
ル

「
道
の

駅
」

＞

・
地
元

の
大
学

と
連
携

し
た

特
産
品

協
同
開
発
お
よ
び
販
売
促
進

＜
「

道
の
駅

」
阿
蘇

＞

震
災

時
の
中
継
拠
点
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(
1
) 
「
道

の
駅
」
や
高
速
道
路
の
休
憩
施
設
等
の
活
用
促
進

②

○
「

道
の

駅
」
の

施
策
を

活
用
す

る
な
ど

地
域
と

連
携

し
て

、
休

憩
サ

ー
ビ
ス
の

提
供
を

実
施

○
IC

近
傍

の
「
道

の
駅
」

は
、
高

速
道
路

か
ら
案
内

し
、

休
憩

施
設
と
し

て
活
用

○
有

料
区

間
に
お

い
て
は

、
一
時

退
出

の
実

験
を

実
施

し
、

取
組
を

推
進
（

P2
7参

照
）

■
高

速
道

路
の
使
い
や
す
さ
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
SA
・
PA
や
道
の
駅
等
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

促
進
し
ま
す
。

【
「

道
の

駅
」

を
活
用
し

た
高
速

道
路

の
休
憩

サ
ー
ビ

ス
の

充
実

】

ＩＣ
近
傍
型

・
高
速
道
路
利
用
者
だ
け
の
使
用
を
前
提
と
し
た
「
高
速
道
路
の
休
憩

施
設
」
は
、
近
年
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
ゲ
ー
ト
等
に
よ
り
、
沿
道
地
域
か
ら

の
利
用
も
可
能
に

SA
・
PA
：
87
0箇

所
ウ
ェ
ル
カ
ム
ゲ
ー
ト
：
27
2箇

所
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
：
23
箇
所
(そ

れ
ぞ
れ
平
成
29
年
12
月
末
時
点
)

＜
背
景
／
デ
ー

タ
＞

地
域

高 速 道 路
駐 車 場

物 販 施 設

地
域

高 速 道 路
駐 車 場

物 販 施 設・
出
入
口
を
設
け
る

・
地
域
物
産
の
販
売

地
域
活
性

化
の

核
と
し
て

の
取
組

＜
従
来

＞

【
高
速
道

路
の

休
憩
施
設

の
活
用

】

高
速
道
路
外
へ
の
出
入
口
（
ウ
ェ
ル
カ
ム
ゲ
ー
ト
）

守
谷

S
A上

り
線
に

設
け

ら
れ

た
ウ

ェ
ル

カ
ム

ゲ
ー

ト

4 
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り

○
高
速
道

路
の
休

憩
施
設

の
活
用

に
つ

い
て

、
関

係
機

関
(地

方
整
備
局
、

高
速
道

路
会
社

等
)が

連
携
の

上
、

そ
の

進
捗

状
況

に
応
じ
た

支
援

を
実
施

・
無
料
の
高
速
道
路
は
、
今
後
、
整
備
が
急
速
に
進
展
し
て
い
く
が
、

休
憩
施
設
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
休
憩
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
必
要

無
料
の
高
速
道
路

現
在
：
2,
12
9k
m

→
今
後
：
約
3,
30
0k
m

(平
成
29
年
12
月
末
時
点
)

(事
業
中
区
間
整
備
後
)

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞
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(
2
) 
モ
ー
ダ
ル
コ
ネ
ク
ト
の
強
化

・
鉄
道
駅
周
辺
で
は
、
高
速
バ
ス
停
等
が
バ
ス
会
社
毎
に
バ
ラ
バ
ラ
に
設

置
さ
れ
て
い
る
(首

都
圏
の
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
周
辺
で
は
平
均
9箇

所
に
点
在
(平

成
28
年
3月

末
時
点
))

・
高
速
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
の
45
％
が
利
用
さ
れ
て
い
な
い

(平
成
28
年
1月

末
時
点
)

・
地
域
の
路
線
バ
ス
の
バ
ス
停
で
は
、
直
轄
国
道
沿
い
の
学
校
や
病
院
の

周
辺
に
お
い
て
も
7割

以
上
で
上
屋
や
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

＜
背
景
／
デ
ー

タ
＞

〇
バ
ス
タ

新
宿
を

は
じ
め

と
す
る

集
約

交
通

タ
ー

ミ
ナ

ル
に

つ
い
て

、
民
間
収

益
を
最

大
限
活

用
す

る
な

ど
、

官
民

連
携

を
強
化

し
な
が
ら

道
路
事

業
に
よ

る
戦

略
的

な
整

備
を

展
開

〇
直
轄
国

道
と
主

要
な
鉄

道
駅
等

の
接

続
を

図
る

こ
と

に
よ

り
､多

様
な
交
通

モ
ー
ド

間
の
利

便
性

向
上
や

先
駆

的
な

空
間
活
用

等
を
推
進

○
ET
C2
.0

の
位
置

デ
ー
タ

等
を
活

用
し

た
高

速
バ

ス
運

行
支

援
シ
ス
テ
ム

等
を
バ

ス
タ
新

宿
を
中

心
に

導
入

○
高
速
道

路
の
SA

･P
Aを

活
用
し

た
高

速
バ

ス
間

の
乗

換
や

中
継
輸

送
、
高

速
バ
ス

ス
ト
ッ

プ
の
有

効
活

用
、

路
線
バ

ス
の
利
用
環

境
の
改

善
を
推

進

・
道

路
(国

道
20

号
)と

民
間
タ
ー
ミ
ナ
ル

会
社

の
官

民
連

携
事

業
で
実
施

(平
成

28
年
4月

オ
ー

プ
ン
)

・
鉄
道

と
直
結

し
、

19
箇
所

に
点
在
し

て
い

た
高
速

バ
ス

停
を

集
約

【
バ
ス
タ

新
宿

の
概
要
】

至
八

王
子

至
四

谷

新
宿

駅
南

口

代
々

木
方

面

利
用
者
数

：
平
均
約
2.
8万

人
、
最
大
約
4.
1万

人
/日

高
速
バ
ス
便
数
：
平
均
約
1,
47
0便

、
最
大
約
1,
70
0便

/日

＜
バ
ス
タ
新
宿
＞

［
バ
ス
タ
新
宿
の
概
要
］

■
多

様
な

交
通
モ
ー
ド
が
選
択

可
能
で
利
用
し
や
す
い
環
境
を
創
出
し
、
人
と
物
の
流
れ
や
地
域
の
活
性
化
を

促
進
す

る
た
め
、

交
通
モ
ー

ド
間
の
接
続
（
モ
ー
ダ
ル
コ
ネ
ク
ト
）
を
強
化
し
ま
す
。

［
神
戸
・
三
宮
周
辺
地
区
の
再
整
備
イ
メ
ー
ジ
］

＜
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
イ
メ
ー
ジ
＞

6箇
所
に
分
散
し
た
高
速
バ
ス
停
を
集
約

三
宮
の

6つ
の

駅
と
バ

ス
乗
降

場
を

あ
た

か
も
1つ

の
「

え
き
」

と
み

な
し
、
周

辺
の
「
ま

ち
」
と

一
体

的
に

つ
な

が
る
こ

と
で
、
乗

り
換

え
や
「
ま

ち
」
へ

の
行
き
来

が
し

や
す

い
空

間

4 
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り

至
新

神
戸

駅

至
元
町

至
神

戸
港

至
大

阪

三
宮

ク
ロ

ス
ス

ク
エ

ア
（
人

と
公

共
交

通
の

優
先

空
間

）

立
て

替
え

、
更

新
（
予

定
）

既
存

バ
ス

停
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■
所

有
か
ら
共
有
へ
の
利
用
形
態
の
変
化
を
踏
ま
え
、
他
の
交
通
モ
ー
ド
と

の
連
携
強
化
を
図
り
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の

利
用
を

促
進
し
ま
す
。

道
路
空
間

に
お
け
る
貸
出
し
・
返
却
場
所
の
設
置
例

(
3
) 
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
の
連
携

［
公
共
交
通
と
の
連
携
強
化
事
例
］4

豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り

道
路
空
間
を
活
用
し
た
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
社
会
実
験

実
施
期
間

平
成

28
年
12
月
20
日
～

平
成

31
年

3月
下
旬
（
予
定
）

実
施
箇
所

・
国
道

1号
の
大
手
町
駅
付
近

・
国
道
15
号
の
新
橋
駅
付
近

主
な
検
証
項
目

・
道
路
上
に
ST
を
設
置
す
る
必
要
性

が
認
め

ら
れ
る
条
件

・
ST
に
必

要
な
設
備
、
計
画
・
設
計
、

設
置
手

続
き
、
運
営
に
あ
た
っ
て

の
留
意

事
項

等

＜
乗

換
え
利

便
性
の

高
い
カ

ー
シ
ェ

ア
リ
ン

グ
＞

＜
カ
ー
シ
ェ
ア
＞

＜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
＞

・
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
利
用
者
(会

員
数
)は

5年
間
で
17
万
人
(平

成
24
年
)

か
ら
10
9万

人
(平

成
29
年
)に

増
加

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
は
87
市
区
町

村
で
本
格
導
入

(平
成
28
年
10
月
1日

時
点
)

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

02
0

4
0

6
0

8
0

1
00

1
20

0
.0

0
.5

1
.0

1
.5

2
.0

2
.5

3
.0

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

（
公

財
）
交
通

エ
コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ

財
団
調

べ

増
加

1
7
万
人

1
0
9万

人

平
成

カ ー シ ェ ア リ ン グ

の 台 数 （ 万 台 ）

カ ー シ ェ ア リ ン グ

の 会 員 数 （ 万 人 ）

年

○
鉄
道
駅

等
の
交

通
拠
点

に
隣
接

す
る
道

路
空

間
を

活
用
し

た
カ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン

グ
社
会

実
験
を

継
続
し

、
カ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

(S
T)
を

設
置
す

る
た

め
の

留
意

事
項

等
に

つ
い
て
検
証

○
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

サ
イ
ク

ル
に
つ

い
て

は
、

路
上
へ

の
ポ

ー
ト

設
置
の
あ
り

方
を
検

討

○
高
速

バ
ス
＆
カ

ー
シ
ェ

ア
リ
ン

グ
社

会
実

験
結

果
を

踏
ま

え
、

民
間
事
業

者
に
よ

る
本
格

導
入
に

向
け

た
推

進
方

策
を

検
討

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
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■
立

体
道
路
制
度
の
活
用
等
に
よ
り

、
道
路
空
間

の
機
能
、
利
便
性
、
価
値
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
道

路
空
間
の
再
構
築
等
に
よ
る
沿
道
地
区

の
課
題
や
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
促
進
し
ま
す
。

○
品
川
駅

等
の
国

際
的
な

交
通
拠

点
に

お
い

て
、
道

路
上

空
の
空
間

を
官
民
連

携
で
有

効
活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

民
間
開
発
投

資
の
誘

発
を
推

進

○
道
路
外

利
便
施

設
協
定

制
度

参
3
0
を
活

用
し

た
、
道

路
と
民

間
所
有
地

と
の
一

体
的
利

用
等
に

よ
る
道

路
空

間
の

再
構

築
を

促
進

○
良
好

な
景
観
形

成
等
の

観
点
か

ら
、
道

路
附

属
物

等
の
配

置
（

集
約

化
・
撤

去
等
）

や
形
状

、
色

彩
等

へ
の
配

慮
に

よ
る
ス
マ

ー
ト
な

道
路
空

間
の
形

成
を
推

進

（
4）

立
体
道
路
制
度
の
活
用
・
道
路
空
間
の
再
構
築

(整
備

前
)

(整
備

後
)

歩
道

の
拡

幅
歩

道
の

拡
幅

自
転

車
通

行
帯

設
置

[道
路
空
間
の
再
構
築
例
]

タ
ー

ミ
ナ

ル

道
路

＜
整
備
イ
メ
ー
ジ
図
＞

出
典

）
平

成
2
9年

2月
3日

記
者
発
表

資
料

（
国
交

省
・
東

京
都

）

公
開
空
地

＜
品
川
駅
西
口
の

整
備
イ
メ
ー
ジ
図
＞

［
立
体
道
路
制
度
の
事
例
］

品
川
駅
西
口

の
国
道
15

号
の

上
部
空

間
を
官

民
連
携
で

有
効
活
用
し
、

道
・
駅

・
街

が
一
体
の

空
間
を

整
備

参
30

：
道
路

外
利
便

施
設
協

定
制
度

道
路

区
域
内
に

道
路

関
連
施

設
を
設

置
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る

場
合

に
、

道
路

区
域

外
に
あ

る
施
設

等
に
つ

い
て
、

所
有
者
等

と
の

間
に
お
い
て

協
定

を
締
結

し
、
道

路
管

理
者
が

当
該
施

設
の
管

理
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
制
度

立
体
道
路
制

度
の
変
遷

・
新
設
・
改

築
道
路
に
加
え
既
存
道
路
に

対
象
を
拡
大
(平

成
26
年
）

・
都
市
再
生

緊
急
整
備
地
域
内
の
一
般
道
路

に
対
象
を
拡
大
(平

成
28
年
)

そ
の
他
道
路

空
間
の
利
活
用
に
関
す
る
取
組

・
道
路
外
利

便
施
設
協
定
制
度
に
よ
る
民
地

の
活
用

・
道
路
空
間
の
再
構
築
に
よ
る
歩
道
の
拡
幅

＜
背
景
／
デ
ー

タ
＞

民
間
所
有
地
(公

開
空
地

)と
の
一
体
的

利
用
に
よ
る
歩
道
拡
幅
(横

浜
市

)
賑
わ
い
の
創
出
を
目
的

と
し
て
車
線
数
を

減
ら
し
歩
道
を
拡
幅
（
松
山
市
）

4
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
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■
道

路
協
力
団
体
等
の
民
間
団
体
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
よ
り
一
層
魅
力
的
な
道
路
空
間
を
創
造
し
ま
す
。

○
道
路
協

力
団
体

等
の
民

間
団
体

等
と
連

携
・

協
働
し

て
、

地
域

の
賑

わ
い
づ

く
り
や

修
景
活

動
等
に

寄
与

す
る
取

組
を
充
実

・
活
性
化

○
道
路
の

清
掃
や

放
置
自

転
車
問

題
な

ど
、

地
域
の

様
々
な

課
題

へ
の

総
合
的

な
対
応

を
推
進

○
日
本
風

景
街
道

有
識
者

懇
談
会

を
設

置
し

、
日

本
風

景
街

道
の

活
性

化
に
つ

い
て
幅

広
く
検

討

（
5）

民
間
等
と
の
連
携
に
よ
る
価
値
・

魅
力
の
向
上

参
31

：
道
路

協
力
団

体
制
度

民
間
団

体
と
の

連
携
強

化
に
よ

る
道
路

管
理
の

一
層
の

充
実
(道

路
の
清
掃
等

の
身
近

な
課
題

の
解
消

や
道
路

利
用
者

の
ニ
ー
ズ
へ
の
き
め

細
や
か
な

対
応

)を

目
的
に

創
設

[道
路
協
力
団
体
の
活
動
事
例
]

＜
清
掃
活
動
：
福

岡
県
福
岡
市
＞

＜
放
置
自
転
車
の
整
序
：
北
海
道
札
幌
市
＞

＜
花
壇

へ
の
植
付
け
：
香
川
県
高
松
市
＞

＜
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
：
石
川
県
金
沢
市
＞

・
風
景
街
道
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
(V
SP
)等

で
行
っ
て
き
た
民
間
団
体
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
よ
り
一
層
魅
力
的
な

道
路
空
間
を
創
造
す
る
必
要

全
国
の
風
景
街
道
ル
ー
ト
数
：
14
1(
平
成
29
年
12
月
末
時
点
)

全
国
の
VS
P団

体
数
：
2,
68
6(
平
成
29
年
3月

末
時
点
)

・
平
成
28
年
4月

創
設
の
道
路
協
力
団
体
制
度

参
3
1
に
つ
い
て
、

直
轄
国
道
に
お
い
て
30
団
体
を
指
定
(平

成
29
年
12
月
末
時
点
)

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

4
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
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■
「
観
光
先
進
国
」

の
実
現
に
向
け
て
、
観
光
地
へ
の
円
滑
な
ア
ク
セ
ス
の
実
現
、
安
全
で
快
適
な
観
光
地
の
形
成
、

旅
行

者
に
わ
か
り
や
す
い
道
案
内
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

［
観
光
渋
滞
対
策
の
推
進
］

(
6
) 
観
光
振
興
の
推
進

①

ク
ー
ポ
ン
の
発
行
等
に
よ
る
交
通
分
散

・
出
発

時
間
の
変
更
や
混
雑
ル
ー
ト
の
迂
回
に
よ
り
混
雑
時
間
の
来
園
回
避

・
混
雑

時
間
以
外
の
来
園
者
に
入
園
割
引
等
の
ク
ー
ポ
ン
を
提
供

・
幅
広

路
肩
を
活
用
し
た
駐
車
待
ち
車
両
と
通
過
交
通
と
の
分
離

・
近
郊

駐
車
場
・

空
き
地
等
を
活
用
し
た
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
の
推
進

＜
北
海
道

中
富
良
野
町

富
良
野
美
瑛
地
域
で
の
取
組
事
例
＞

パ
ー
ク＆
バ
ス
ライ
ド

臨
時

駐
車

場

ラ
ベ

ン
ダ

ー
園

ラ
ベ

ン
ダ

ー
園

仙 台 市国
道
48
号
利
用

11
0分

山
形
道
利
用

70
分

※
高
速
料
金
は
負
担

・混
雑
時
間
以
外
の
来
園
者

に
入
園
料
を
割
引

・温
泉
入
浴
券
をプ
レゼ
ント

し帰
宅
時
間
を
分
散 ＜
山

形
県
東
根
市
・
天
童
市
で
の
取
組
事
例
＞

さ
く
ら

ん
ぼ

農
園

40
分

短
縮

既
存
ス
ト
ッ
ク
を
有

効
活
用
し
た

観
光
渋
滞

対
策

東 根 市

4
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

○
高
速
道

路
等

か
ら
の
ア

ク
セ
ス

機
能
の

強
化

や
観

光
地

周
辺

の
渋
滞
対
策

、
観
光

地
間
・

観
光
地

内
の

需
要

分
散
を
推

進

○
IC
T・

A
Iを

活
用
し
た

交
通
需

要
制
御

等
の

エ
リ

ア
観

光
渋

滞
対
策
を
実

験
・
実

装

○
官
民
連

携
に

よ
る
サ
イ

ク
リ
ン

グ
環

境
の

向
上
に

よ
り
、

自
転

車
を
活
用

し
た

観
光
地
域

づ
く
り

を
推

進

○
道
路
空

間
の
オ

ー
プ
ン

化
、

無
電
柱

化
等

に
よ

り
観

光
地
の

快
適
な
空

間
づ
く

り
を
推

進

○
道
の
駅

や
SA

・
PA
を

最
大
限
活

用
し
、

観
光

案
内
を

は
じ

め
、

地
域
産
品

を
活
か

し
た
商

品
開
発

、
道

か
ら

の
風

景
の

観
光

資
源
化
等

の
拠
点

づ
く
り

を
推
進

○
レ
ン
タ

カ
ー
を

利
用

す
る
訪
日

外
国

人
旅

行
者

向
け

に
、

高
速

道
路
の
周

遊
定
額

パ
ス
を

実
施

し
、
地

方
部

へ
の
誘

客
等
に

つ
な
げ
る
と

と
も
に

、
高
速

道
路
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
や
道

路
案

内
標

識
の
改
善

等
に
よ

り
、
訪

日
外
国

人
旅

行
者

に
わ

か
り

や
す

い
道
案
内
を

推
進

・
平
成
29
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は

2,
86
9万

人
(平

成
24
年
の
3.
4倍

)

・
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
は
約
4.
4兆

円
(平

成
29
年
)

・
観

光
渋

滞
に

よ
る

損
失

は
約

1
兆

円
で

あ
り

、
観

光
客

の
不

満
事

項
と
し
て
も
第
1位
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［
主
要
な
観
光
地
等
に
お
け
る
道
路
案
内
標
識
の
改
善
］

（
改
善
前

）

道
路
案
内
標

識
の
英
語
表
記
の
改
善

（
多
く

の
訪
日
外
国
人
旅
行
者

が
訪
れ
て
い
る

地
域
等
で
推
進
）

○
主
要
な
観
光
地
等

に
お
け
る
、
道
路
案
内
標
識
の
改
善
や
交
差

点
名
標
識
の

観
光
地
名
表
示
等
に
よ
り
、
訪
日
外
国
人
を
は
じ

め
、
す
べ
て
の

旅
行
者
に
わ
か
り
や
す
い
道
案
内
を
高
速
道
路

ナ
ン
バ
リ
ン
グ
と

あ
わ
せ
て
推
進

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

ピ
ク
ト
グ
ラ

ム
の
活
用

（
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
会
場
周
辺
等
で
積
極
的
に
活
用
）

交
差
点
名
標

識
へ
の
観
光
地
名
の
表
示

（
著

名
な
観

光
地

、
名
所
等

で
推
進

）

(
6
) 
観
光
振
興
の
推
進

②

［
高
速
道
路
ナ

ン
バ
リ
ン
グ
］

＜
高
速
道
路
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
全
国
図
＞

ナ
ン
バ
リ
ン

グ
対
応
標
識
の
設
置
例

（
高
速
道
路
本
線
）

（
一
般
道
）

高
速
道
路
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
対
象
路
線

（
改
善
後

）

（
改
善
後

）
（

改
善
前

）

（
平

成
29

年
12

月
末
時
点

で
34

都
道
府
県

で
着

手
）

○
整
備
の
進
む
我
が
国
の
高
速
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、

路
線
名
に
併
せ
、
「
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
」
を
導
入
し
、
訪
日
外
国
人
を
は
じ
め
、

す
べ
て
の
利
用
者
に
わ
か
り
や
す
い
道

案
内
を
実
現

（
20
20
年
ま
で
に
整
備
を
概
成
）

4
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り

［
高
速
道
路
の
周
遊
定
額
パ
ス
の
実
施
］

パ
ス
名
称

：
Ja
pa
n 
Ex
pr
es
sw
ay

Pa
ss

開
始
年
度

：
平
成
29
年
10
月

実
施
会
社

：
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
/中

日
本
/西

日
本

周
遊
エ
リ
ア

：
北
海
道
等
を
除
く
全
国
エ
リ
ア

価
格

：
20
,0
00
円
（
連
続
す
る
最
大
7日

間
）

34
,0
00
円
（
連
続
す
る
最
大
14
日
間
）

※
そ

の
他

、
エ
リ
ア
ご
と
に
も

周
遊
定
額

パ
ス
を
販
売
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(
7
) 
高
速
道
路
に
お
け
る

PP
Pの

活
用

■
首

都
高

速
築
地
川
区
間
等
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
、
都
市
再
生
と
連
携
し
た
高
速
道
路
の
老
朽
化
対
策
の
具
体
化
に

向
け

た
検
討
を
推
進
し
ま
す
。

■
地

方
道

路
公
社
の

有
料
道
路

事
業
に
つ
い
て
、
構
造
改
革
特
区
制
度

参
32
に
お
け
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

方
式
の
適
用

拡
大
を
図
り
ま
す
。

［
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の
イ
メ
ー
ジ
］

国
土

交
通
大

臣

地
方

道
路
公

社
民
間
事
業
者

利
用
者料
金

運
営

権
の
設
定

対
価
の

支
払

（
所

有
権
）

（
運
営
権
）

［
築
地
川
区
間
に
お
け
る
上
部
空
間
の
活
用
イ
メ
ー
ジ
］

許
可

①
知
多
半
島
道
路

⑦
衣
浦
豊
田
道
路

⑥
猿
投
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド

⑧
名
古
屋
瀬
戸
道
路 ⑤
衣
浦
ト
ン
ネ
ル

②
南
知
多
道
路

④
中
部
国
際
空
港
連
絡
道
路

③
知
多
横
断
道
路

［
愛
知
県
道
路
公
社
の
先
行
事
例
］

参
32
：

構
造

改
革
特

区
制
度

に
お
い

て
、
民

間
事
業
者

に
よ
る
公
社
管
理
有
料

道
路
の

運
営

を
可
能

と
す
る

た
め
の

道
路
整
備
特
別
措
置
法

の
特
例
を

設
け

る
「
国

家
戦
略

特
別
区

域
法
及

び
構
造
改
革
特
別
区
域
法

の
一
部

を
改

正
す
る

法
律
」

が
成
立

(平
成
27

年
8月

施
行

) 

さ
な
げ

き
ぬ
う
ら
と
よ
た

き
ぬ
う
ら

①
～
⑧
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式

対
象
路
線
（
72
.5

km
）

平
成
28
年
6月

優
先
交
渉
権
者
の
選
定

平
成
28
年
10
月

民
間
事
業
者
に
よ
る
運
営
開
始

4
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り

○
関
係
機

関
と

連
携
し
つ

つ
、

首
都

高
速

の
大

規
模
更

新
計

画
と

都
市
再

生
と
の

連
携
に

向
け
た

検
討
を

推
進

〇
日
本
橋

周
辺

の
ま
ち
づ

く
り
と

連
携

し
、

事
業
の
本

年
夏

頃
の
具
体

的
な

計
画
の
と

り
ま
と

め
に

向
け

て
、

国
、

東
京

都
、

中
央
区

、
首
都

高
速

な
ど
で
協

力
し

て
検

討
を

推
進

○
愛
知
県

道
路
公

社
の

先
行
事
例

に
つ

い
て

、
他

の
道

路
公

社
へ

の
コ
ン

セ
ッ
シ

ョ
ン
事

業
の
適

用
拡

大
を

図
る

た
め

、
情
報

提
供

を
始
め

と
し
た

横
展
開

を
図

る
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〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ル
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

参
33
を
中
心
に
交
通
需

要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
大
会
関
係
者
等
の
円
滑
な
輸

送
に
向
け
、
大
会
組
織
委
員
会
等
と
連
携
・
協
力
し
た
取
組
を
推
進

〇
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
ル
ー
ト

参
34
を
含
む
競
技
会
場
周
辺
の
道
路
に
つ
い

て
、
連
続
的
・
面
的
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
推
進

○
ア
ス
リ
ー
ト
・
観
客
の
暑
熱
対
策
と
し
て
、
道
路
緑
化
や
環
境
舗
装

の
実
施
等
､道

路
空
間
の
温
度
上
昇
抑
制
に
向
け
た
取
組
を
推
進

〇
美
し
い
都
市
景
観
の
創
出
等
の
観
点
か
ら
、
無
電
柱
化
や
舗
装
等

の
道
路
施
設
の
美
装
化
を
推
進

〇
20
20
年
ま
で
の
概
成
に
向
け
て
高
速
道
路
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
や
競
技
会

場
周
辺
等
に
お
け
る
道
路
案
内
標
識
改
善
の
取
組
を
推
進

■
大

会
関

係
者
等
の

円
滑
な
輸
送
を
行
う
た
め
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

■
大

会
の

開
催
を
契
機
と
し
て
、
連
続
的
・
面
的
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
や
ア
ス
リ
ー
ト
・
観
客
の
暑
熱
対
策

と
し
て

の
道
路
空
間
の

温
度

上
昇
抑
制
対
策
、
わ
か
り
や
す
い
道
案
内
等
を
推
進
し
ま
す
。

・
大
会
関
係
者
や
観
客
の
円
滑
な
輸
送
と
、
物
流
を
含
め
た
都
市
活
動
の
安
定

の
両
立
を
図
る
こ
と
が
必
要

・
大
会
期
間
中
の
大
会
関
係
者
、
ス
タ
ッ
フ
及
び
観
客
数
は
約
1,
04
6万

人
(輸

送
運
営
計
画
Ｖ
1(
平
成
29
年
6月

)よ
り
)

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞(
8
)東

京
2
02
0オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
を
見
据
え
た
取
組

参
33

：
大
会

期
間
を

通
じ
て

設
定
さ

れ
る
「

大
会
ル
ー
ト
」
、
事
故
発
生
時
等

に
利
用

す
る

「
代

替
ル
ー

ト
」
、

練
習
会

場
を
結
ぶ

「
練
習
会
場

ル
ー
ト

」
か
ら

構
成

※

参
34

：
ア
ク

セ
シ
ビ

リ
テ
ィ

に
配
慮

し
た
競

技
会
場
ま
で
の

動
線

※

参
35

：
ア
ス

リ
ー
ト

や
観
客

へ
の
暑

熱
対
策

を
検
討
し
た
委
員
会
提
言

（
平
成

28
年
10

月
）

※
今
後

、
大
会
組
織
委
員
会

で
決
定

さ
れ
る

予
定

環
境
舗
装

＜
遮

熱
性
舗
装
＞

＜
保
水
性
舗
装
＞

［
ア
ス
リ
ー
ト
・
観
客
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り
］

参
3
5

道
路
緑
化

1年
目

（
20
18

年
）

2年
目

3年
目

（
20

20
年

）

強
剪
定

樹
形

不
良

1年
目

2年
目

3年
目

4年
目

5年
目

調
整
例

剪
定

4年
目

競
技

大
会
の

開
催
時
に

良
好
な

緑
陰
の

形
成
を

図
る

た
め
、

剪
定

強
度
や

時
期
を

調
整

標
準

調
整

安
定
し

た
効

果
が
持

続
的
に

発
現
す

る
遮

熱
性

舗
装
を

積
極

的
に
採

用

4
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
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7
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6
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6
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7
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5
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5
.0

 
4
.6

 
5
.3

 
5
.4

 
5
.4

 
5
.4

 
5
.4

 
5
.4

 

1
0
.5

1
4
.9

1
2
.2

1
1
.5

1
1
.4

1
0
.0

8
.3

8
.9

8
.0

7
.8

7
.4

7
.5

9
.5

6
.4

5
.3

7
.0

6
.3

5
.8

5
.9

6
.8

6
.3

05

1
0

1
5

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

（
年

度
）

平
成

（
兆

円
）

8
.8

減
額

補
正

（
執

行
停

止
分

）

（ 補 正 ） （ 当 初 ）

社
会

資
本

整
備

事
業

特
別

会
計

の
廃

止
に

伴
う

経
理

上
の

変
更

分
（
6,

16
7億

円
）

※
実

質
的

な
国

費
の

増
加

を
も

た
ら

す
も

の
で

は
な

い
。

※
27

年
度

以
降

は
変

更
分

と
同

額
を

控
除

。

0
.6

0
.6

0
.6

0
.6

※
本

表
は

、
予

算
ベ

ー
ス

で
あ

る
。

※
平

成
21

年
度

は
、

平
成

20
年

度
で

特
別

会
計

に
直

入
さ

れ
て

い
た

「
地

方
道

路
整

備
臨

時
交

付
金

」相
当

額
（
0.

7兆
円

）が
一

般
会

計
計

上
に

切
り

替
わ

っ
た

た
め

、
見

か
け

上
は

前
年

度
よ

り
も

増
加

（＋
5.

0％
）し

て
い

る
が

、
こ

の
特

殊
要

因
を

除
け

ば
6.

4兆
円

（
▲

5.
2％

）
で

あ
る

。
※

平
成

23
年

度
及

び
平

成
24

年
度

に
つ

い
て

は
同

年
度

に
地

域
自

主
戦

略
交

付
金

へ
移

行
し

た
額

を
含

ま
な

い
。

※
平

成
25

年
度

は
東

日
本

大
震

災
復

興
特

別
会

計
繰

入
れ

（3
56

億
円

）
及

び
国

有
林

野
特

別
会

計
の

一
般

会
計

化
に

伴
い

計
上

さ
れ

る
こ

と
と

な
っ

た
直

轄
事

業
負

担
金

（2
9億

円
）
を

含
む

。
ま

た
、

こ
れ

ら
及

び
地

域
自

主
戦

略
交

付
金

の
廃

止
と

い
う

特
殊

要
因

を
考

慮
す

れ
ば

、
対

前
年

度
+1

82
億

円
（
+0

.3
％

）
で

あ
る

。
※

平
成

23
～

30
年

度
に

お
い

て
、

東
日

本
大

震
災

の
被

災
地

の
復

旧
・
復

興
や

全
国

的
な

防
災

・減
災

等
の

た
め

の
公

共
事

業
関

係
予

算
を

計
上

し
て

お
り

、
そ

の
額

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

H
23

一
次

補
正

：
1.

2兆
円

、
H

23
三

次
補

正
：
1.

3兆
円

、
H

24
当

初
：
0.

7兆
円

、
H

24
一

次
補

正
：
0.

01
兆

円
、

H
25

当
初

：
0.

8兆
円

、
H

25
一

次
補

正
：
0.

1兆
円

、
H

26
当

初
：
0.

9兆
円

、
H

26
補

正
：
0.

00
2兆

円
、

H
27

当
初

：
1.

0兆
円

、
H

28
当

初
：
0.

9兆
円

、
H

28
二

次
補

正
：
0.

06
兆

円
、

H
29

当
初

：
0.

7兆
円

、
H

30
当

初
（
案

）
：
0.

6兆
円

（
平

成
23

年
度

3次
補

正
ま

で
は

一
般

会
計

ベ
ー

ス
、

平
成

24
年

度
当
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●道路法等の一部を改正する法律案（仮称）
＜日切れ扱い法律案、予算関連法律案＞

法案の概要

○ 国際海上コンテナ車等が増加する中、道路構造上の制約による通行の支障
が物流生産性の向上を阻害

② 道路利用の安全性の更なる向上

○ 道路の改築に対する国費率のかさ上げ措置を平成39年度末まで延長 【道路財特法】

１．道路整備に関する財政上の特別措置の継続

○ 今年度末に期限が切れる国費率のかさ上げ措置が延長されない場合、
自治体の負担が増大

① 道路財特法※に基づく財政上の特別措置の期限切れへの対応

③ 物流生産性の向上
下水道の老朽化に
よる道路陥没

災害により通行
できなくなった道路

○占用物件の損壊による道路構造や交通への支障を防ぐため、占用者による物件の維持管理義務、
当該義務違反者への措置命令権限を規定 【道路法】

２．道路利用の安全性の更なる向上

※道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律

落石による死傷事故

平常時・災害時を問わない安定的な輸送を確保するため、国土交通大臣が物流上重要な道路輸送網を
「重要物流道路」※ として指定し、機能強化、重点支援を実施

○高速道路から物流施設等に直結する道路の整備に係る無利子
貸付制度を新設 【道路財特法】

※高規格幹線道路、地域高規格道路、直轄国道、
空港港湾アクセス道等から指定

○国際海上コンテナ車等の円滑な通行を図るため、通常の道路
より水準が高い特別の構造基準を設定 【道路法】

※当該基準を満たした道路については国際海上コンテナ車等の通行に係る
許可を不要とする【車両制限令】

３．「重要物流道路制度」（新設）による物流生産性の向上

災害時の道路啓開

○道路の老朽化に対応し修繕を重点的に支援するため、補助国道の修繕に係る国費率のかさ上げ措置
を新設 【道路財特法】 ※現行の修繕の国費率 ［補助国道］ 5/10 [地方道］ 5.5/10 ～ 7/10 （修繕法）

○重要物流道路（後掲）及びその代替・補完路について、災害時の
道路啓開・災害復旧を国が代行 【道路法】

高さ 4.1ｍ

長さ16.5ｍ

車両
総重量
40ｔ程度

国際海上コンテナ車（４０ｆｔ背高）

○ 老朽化が進む道路の修繕が急務

○ 道路区域外からの落石や土砂崩れ等により、交通事故等が発生

○ 災害時に重要な輸送路の啓開・復旧を被災自治体が迅速に行うのは困難

○ 下水道の管路等の占用物件の損壊により、道路陥没等が発生

○ 幅員が狭い歩道の電柱等が、歩行者や車いすの安全・円滑な通行を阻害

○道路区域外からの落石等を防ぐため、現行制度を拡充し、沿道区域内
の土地管理者への損失補償を前提とした措置命令権限を規定 【道路法】

○歩行者や車いすの安全・円滑な通行を確保するため、占用制限の対象に 「幅員が著しく狭い歩道で特に
必要な場合」を追加 【道路法】
※現行では「災害時の被害拡大防止」「車両の能率的な運行確保」のため特に必要な場合に占用制限が可能

【目標・効果】 平常時・災害時を問わず、安定的かつ安全・円滑に利用可能な道路網を確保

（KPI）①：豪雨による被災通行規制回数・時間の削減 143件/年・2,823時間/年（過去5年間平均） → 10年後には概ね半減

②：国際海上コンテナ車（４０ｆｔ背高）の特車通行許可必要台数の削減 約30万台（H28年度） → 10年後には概ね半減

電柱により通学児童
が車道にはみ出す

背景・必要性

○重要物流道路及びその代替・補完路について、災害時の
道路啓開・災害復旧を国が代行 【道路法】 （再掲）

※調整中の事項を含む
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社会資本整備審議会 道路分科会 建議（平成29年8月22日）概要

1.経済成長に資する生産性向上
○ストック効果の高いインフラの整備

2.地方創生の実現・地域経済の再生
○「対流」の促進による地域経済の経済活動の活性化
○地方創生の主要拠点としての道の駅のより一層の活用

3.国民の安全・安心の確保
○災害時の損失を最小限とする対策の一層の強化
○予防保全に基づき、新技術導入や維持管理のあり方

の見直し

4.一億総活躍社会の実現
○豊かさを実感できる全員参加型社会の実現

5.イノベーションの社会実装
○より賢く整備し、使いこなし、サービスや産業を創出

3.道路の更なるオープン化
～多様な連携・協働を追求する～

○道路占用・空間のオープン化 ：
道路空間を使い倒し、地域の魅力向上、
交通モード間の接続強化を図るべき

○議論・検討のオープン化 : 
官民の新たな連携を促進すべき

○道路情報のオープン化 : 
産学官が共通の認識を持ち、連携して地
域課題に対処できる体制を構築すべき

○道路空間のスマート化 : 
構造物・附属物を集約・撤去しスマートな
道路空間とすることを検討すべき

1.道路・交通とイノベーション
～道から社会を変革する～

○技術革新が急速に進展するICTを最大限
活用すべき

○従来の利用形態等を前提としない、考え
方や仕組み、ルールの整理や社会受容
性の確保に取り組むべき

（自動運転/トラック隊列走行/低速モビリ
ティ/交通安全/円滑化/老朽化対策）

○今までにない使われ方や付加価値を創造
し、社会・経済の変革やパラダイムシフト
をリードしていくべき

Ⅲ 新たな道路政策の方向性

2.人とクルマのベストミックス
～高度な道路交通を実現する～

○骨格となるネットワークについて、自動車、
歩行者、自転車等を分離し、誰もが遠慮せず
快適・安全に走行・通行できるよう整備すべき

○地方部(中山間地域)の道路整備・強化が必要

○生活道路での｢混在｣の考え方を導入すべき

○人とクルマの動きを同時に把握するための
新たな調査体系の確立が不可欠

○2020年東京オリパラ大会を目標に、ロード
プライシングを含むTDM施策等による一体的
な最適化の運用を図る必要

Ⅰ 社会経済についての現状認識

1.人口減少・高齢化と暮らしへの影響
○地方における移動手段の確保、トラックドライバー不足の深刻化

2.日本経済の持続的な成長に向けた課題
○緩やかな回復基調ではあるが、潜在成長力の引き上げが必要

3.ICTの急速な進展
○技術革新の進展による生産性の向上や経済社会の発展等への寄与が期待

4.激甚化する自然災害、切迫する巨大地震
○巨大地震などの多様な災害が広域化・複雑化・長期化

5.老朽インフラの加速度的増加
○適時適切なメンテナンスとともに、施設の集約化も視野に施設の質的向上が肝要

6. 「観光先進国」に向けた挑戦
○質の高い観光地の形成など、世界に誇る魅力あふれる国づくりが必要

Ⅱ 目指す社会と道路政策

6.モーダルコネクト(交通モード間連携)の強化

○交通・物流拠点とネットワークのアクセス強化

○バスタプロジェクトの推進

○主要鉄道駅など広域交通拠点の利便性向上

○モード間の情報接続の強化とシェアリングとの
連携

7.地域における産学民官の新たな連携へ

○官民連携による都市空間の再編

○道路のストック効果を高めるための地域・民間との連携

○道の駅や高速道路の休憩施設等の活用促進

○すべての人にわかりやすい道案内の実現

○ICT・ビッグデータを利活用した地域道路経済戦略の
推進

Ⅳ道路施策の具体的提案

Ⅴ 施策の進め方についての提案

○多様な主体との連携 ○データの利活用 ○新技術の開発・活用 ○予算・財源 ○的確な評価

1.メンテナンスのセカンドステージへ

○予防保全を前提としたメンテナンスの計画的な実施 ○過積載撲滅に向けた取組の強化 ○適正な予算等の確保

○新技術の導入等による長寿命化・コスト縮減 ○集約化・撤去による管理施設数の削減 ○地方への国による技術支援の充実

2.総合的な交通安全対策の実施

○生活道路の交通安全対策

○自転車利用環境の整備

○踏切対策の推進

○高速道路の安全・安心に係る賢い取組

○ユニバーサルデザイン化の推進

3.災害に強い安全性・信頼性の高い道路へ

○大規模災害への対応

○集中豪雨や大雪への対策強化

○無電柱化の推進

○占用物件の適切な維持管理

4.円滑なモビリティの確保のために

○ICTやAI等をフル活用した交通マネジメント強化

○交通流を最適化する料金・課金施策の導入

○大規模商業施設等の対策の強化

○トラック・バスなど道路利用者との連携強化

5.戦略的な人と物の流れの確保

○平常時・災害時を問わない安定的な輸送の確保 ○高速道路の幹線物流プラットフォームの構築

○トラック輸送のイノベーションの促進 ○ラストマイルの人と物の流れの確保

8.ニーズに応じた道路
空間の利活用

○道路空間の利活用の
更なる高度化

○多様なニーズに対応
した道路空間の再構
築

○民間団体等との連携
による価値・魅力の
向上

9.「観光先進国」の
実現に向けて

○観光地への円滑なア
クセスの実現

○安全で快適な観光地
の形成

○旅行者にわかりやす
い道案内の推進

コネクト 連携
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社会資本整備審議会 道路分科会 国土幹線道路部会 基本方針（平成29年12月22日）
概要

（３）施策の具体的な提案

①暫定2車線区間の対策

②逆走対策

③歩行者・自転車等の進入対策

④自動運転の実現に向けた取組

⑤交通安全施設の整備等

・速度低下等の区間で4車線化、付加車線設置
(生産性向上の観点も踏まえ圏央道などを早急に4車線化）
・最新データにより効果的な付加車線の設置や3車線運用などの工夫
・今後、当面整備する暫定2車線区間はワイヤロープを標準設置

・新東名でのトラック隊列走行を可能とする6車線運用

・新技術も活用した交通安全施設の整備
・落下物の早期発見・回収のための道路緊急ダイヤル（#9910）の普及活用

・誤進入者の行動特性を踏まえた対策

・2020年までに逆走事故ゼロを目標とした取組の加速
・運転支援に資する新技術の早期実用化
・路車連携による車両の自動制御など自動運転技術の活用検討

１．高速道路を取り巻く環境

２．高速道路の安全性、信頼性や使いやすさを向上する取組

（１）目指す方向性 （２）留意すべき視点

１）利用者の視点や行動の重視

２）他分野の施策との連携

３）最新技術の進展とその活用

１）世界でも事故率が低く、安全性の高い高速道路

２）あらゆる災害に対して強く、回復力の高い高速道路

３）全てのドライバーにとって使いやすく、快適で安心な高速道路

（１）高速道路ネットワークの進展に伴う更なる機能向上の要請 ・・・ 高速道路の８割が開通済

（２）高速道路における安全上の課題の顕在化 ・・・ 暫定2車線区間の飛び出し事故/逆走事故

（３）激甚化する災害時における高速道路ネットワークへの期待 ・・・ 熊本地震/北海道台風被害

（４）生産性向上に対する社会的要請 ・・・ 労働生産性向上/働き方の改善

１）利用
者の安
全確保

①防災・減災対策

②工事規制の影響の最小化

③雪氷対策

①休憩施設の使いやすさの改善

②高速バスの利便性向上

③高速トラック輸送の効率化支援

④訪日外国人旅行者への対応

⑤スマートＩＣ等による地域とのアクセス強化

・一般道路と連携したネットワークとしての防災対策を実施
・平常時・災害時を問わない安定輸送確保のための路線指定と機能強化等
・橋梁の耐震対策やSA・PAの防災機能強化の推進
・道路区域外からの災害対策の強化
・複数工事の集約化や工事時の車線運用の工夫
・暫定2車線区間の代替となる車線・経路の整備や拡幅等の計画的な推進
・準天頂衛星を活用した除雪車両の運転支援

・ユニバーサルデザイン化等によるSA・PAの施設充実
・道の駅やガソリンスタンド等への一時退出の全国展開

・2020年までに高速道路のナンバリング概成

・高速バス停の配置見直しなど機能向上
・インターチェンジ周辺での乗継ぎ拠点の整備

・SA・PAへのトレーラー分離・連結スペースの整備や路外施設活用

・スマートICや民間施設と直結するICなど柔軟に設置

３．施策の進め方について

（１）安全・安心計画（仮称）の策定

（２）負担のあり方（4車線化等）

（３）多様な連携・協働

・無料区間を含め、「安全・安心計画（仮称）」として中期的な整備方針をとりまとめ
・コスト縮減等の経営努力や現下の低金利状況等を活用しつつ、暫定2車線区間の4車線化や耐震対策などを早急に実施

有料
区間

・交通状況を勘案し、優先度を明確にした上で利用者負担で早期整備
・4車線化の優先度が低い区間はワイヤロープを基本としつつ、利用者や地方負担の活用など様々な方策の導入可能性を検討

・新直轄区間でのワイヤロープ設置等に係る制度を設け、整備
・4車線化は、周辺ネットワークや整備経緯を踏まえつつ、地域の意見を聴取した上で、利用者負担（有料事業）による整備を導入

・維持管理・更新に係る負担のあり方 ・利用者重視の料金体系の推進
・交通流を最適化する料金・課金施策の導入 ・完全ETC化及びETC2.0の普及促進・活用・オープン化等

４．今後の検討課題

無料
区間

国や地方公共団体、高速道路会社が連携/物流事業者とも協調して業務改善等の方向性と連動した
施策を推進

３）快適
な利用
環境の
実現

２）強靱で

信頼性の
高いネッ
トワーク
の構築
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＜
金

利
負

担
軽

減
の

活
用

等
＞

西
回

り
区

間
約

７
７

ｋ
ｍ

東
回

り
区

間
約

７
６

ｋ
ｍ

【
H

30
開

通
予

定
】

高
規

格
幹

線
道

路
（
事

業
中

）

開
通

済

事
業

中

：
IC

：
J
C

T

高
規

格
幹

線
道

路

注
) 
IC
･
PA
名

は
仮

称
（

開
通
済

部
分
を

除
く
）

（
開

通
済

）

：
S
A

・
P
A

：
ス

マ
ー

ト
IC

【
H

31
開

通
予

定
】

【
H

31
開

通
予

定
】

【
現

行
２

車
線

⇒
速

度
低

下
箇

所
に

付
加

車
線

設
置

】

新
名

神
高

速
道

路

＜
開

通
時

期
＞

未
定

⇒
H

36
年

度
開

通
見

込
み

（
用

地
取

得
等

が
順

調
な

場
合

）

＜
開

通
時

期
＞

未
定

⇒
H

36
年

度
開

通
見

込
み

（
用

地
取

得
等

が
順

調
な

場
合

）

【
用

地
難

航
箇

所
】

【
整

備
加

速
】

＜
開

通
時

期
＞

未
定

⇒
H

34
年

度
か

ら
順

次
開

通
見

込
み

（
H

36
年

度
全

線
開

通
見

込
み

）

【
整

備
加

速
】

2
車

線
4
車

線
6
車

線

開
通

済

事
業

中

調
査

中

凡
　

　
例

○
○

○
○

○
○

大
栄

JC
T

＜
４

車
線

化
開

通
時

期
＞

未
定

⇒
H

34
年

度
か

ら
順

次
開

通
見

込
み

（
H

36
年

度
全

線
開

通
見

込
み

）

境
古

河
IC

大
型

物
流

施
設

・
国

際
空

港
等

が
立

地
す

る
圏

央
道

の
整

備
加

速
⇒

 物
流

効
率

化
と

民
間

投
資

の
誘

発
に

よ
る

生
産

性
向

上
＜

事
業

(例
)＞

大
都
市
圏
環
状
道
路
等
の
整
備
加
速

現
下
の

低
金

利
状

況
を

活
か
し
、

財
政
投
融

資
を

活
用

し
て

、
①

大
都
市

圏
環

状
道

路
等
の

整
備

加
速
に

よ
る

生
産
性
の

向
上

、
②

橋
梁
の

耐
震
強
化

対
策

の
加
速

に
よ

る
安
全

・
安
心
の

確
保

を
行

う
。

超
長
期

（
40

年
）
・
固

定
の
財

政
融

資
1.

5兆
円

の
追
加
等

高
速
道
路

保
有
機
構

：
1兆

円
程

度
の

金
利

負
担
の
軽

減
⇒

債
務

引
受

余
力

が
増

大

高
速

道
路

会
社

：
投

資
余

力
が

増
大

（
財

投
活

用
に

よ
る

整
備

加
速

予
定

箇
所

）

○
圏

央
道

・
東
海
環
状
等
の
整
備

加
速

○
橋

梁
の

耐
震
強
化
対
策
の

加
速

・
地

震
発

生
確

率
26

％
以

上
の

地
域

の
橋

梁

・
圏

央
道

（
久

喜
白

岡
JC

T～
大

栄
JC

T）
４

車
線

化
な

ど

※
今

後
30

年
間

に
震

度
6弱

以
上

の
揺

れ
に

見
舞

わ
れ

る
確

率

【
整

備
加

速
】

＜
開

通
時

期
＞

未
定

⇒
H

36
年

度
開

通
見

込
み

（
用

地
取

得
等

が
順

調
な

場
合

）

【
現

行
２

車
線

⇒
４

車
線

化
事

業
】

首
都

圏
中

央
連

絡
自

動
車

道
約

３
０

０
ｋ
ｍ

東
海

環
状

自
動

車
道
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国
土
交
通
省
生
産
性
革
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

ね
ら

い
ね

ら
い

３
つ

の
切

り
口

３
つ

の
切

り
口

労
働

者
の

減
少

を
上

回
る

生
産

性
の

上
昇

が
必

要

経
済

成
長

←
生

産
性

＋
労

働
者

等

○
道
路
関
係
施
策

我
が
国
は
人
口
減
少
時

代
を
迎
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
成
長
を
支

え
て
き
た
労
働
者
が
減
少
し
て
も
、

ト
ラ
ッ
ク
の

積
載
率
が
4
1％

に
低
下
す
る
状
況
や
道
路
移
動
時
間
の
約

4割
が
渋
滞
損
失
で
あ
る
状
況
の

改
善

な
ど
、
労
働
者
の
減

少
を
上
回
る
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で

、
経
済
成
長
の
実
現
が
可
能
。

国
土
交
通
省

に
お
い
て

は
、
生
産
性
向
上
や
新
た
な
市
場
の
創
出
に

つ
な
が
る
“
工
夫
度
の
高
い
”
先
進
的

な
取

組
と
し
て
「
生
産
性
革
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
0」

を
選
定
し
て
お
り
、
引
き
続
き
強
力
に
推
進
し
て
い
く
。

○
ピ

ン
ポ
イ

ン
ト
渋
滞
対

策
(P
25
参
照
)

○
高

速
道
路
を

賢
く
使

う
料

金
(P
26
参
照

)

○
道
路

の
物

流
イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

(P
30
～
P3
5参

照
)「
社
会
の
ベ
ー
ス
」
の

生
産

性
を

高
め

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

「
産
業
別
」
の

生
産

性
を

高
め

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

「
未
来
型
」
投

資
・
新

技
術

で
生

産
性

を
高

め
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

○
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
交
通

安
全
対
策

(P
1
6参

照
)

○
ク

ル
マ
の
IC
T革

命
(
P3
6参

照
)
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首
都
圏
の
高
速
道
路
を
賢
く
使
う
た
め
の
料
金
体
系
（
平
成
2
8
年
4
月
よ
り
導
入
）

東
京

湾

太
平

洋

厚
木

桜
土

浦

圏
央

道
な

ど
の

整
備

進
展

利
用

重
視

の
料

金
料

金
水

準
や

車
種

区
分

を
統

一
整

備
重

視
の

料
金

整
備

の
経

緯
の

違
い

等
料

金
水

準
や

車
種

区
分

等
に

相
違

※
１

物
流

へ
の

影
響

等
を

考
慮

し
、

上
限

料
金

を
設

定
す

る
な

ど
激

変
緩

和
措

置
を

実
施

（
た

だ
し

、
京

葉
道

路
は

、
地

域
内

料
金

は
据

え
置

き
）

※
２

千
葉

県
内

の
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（
千

葉
外

環
、

圏
央

道
（
松

尾
横

芝
～

大
栄

）
）
の

概
成

後
に

整
理

【
料

金
水

準
】

現
行

の
高

速
自

動
車

国
道

の
大

都
市

近
郊

区
間

の
水

準
に

統
一

【
車

種
区

分
】

5車
種

区
分

に
統

一

①
料

金
体

系
の

整
理

・
統

一
（
対

象
は

圏
央

道
の

内
側

）
②

起
終

点
を

基
本

と
し

た
継

ぎ
目

の
な

い
料

金
の

実
現

○
起

終
点

間
の

最
短

距
離

を
基

本
に

料
金

を
決

定
（
圏

央
道

経
由

の
料

金
＞

都
心

経
由

の
料

金
の

場
合

）

厚
木

→
桜

土
浦

注
１

）
高

速
自

動
車

国
道

（
大

都
市

近
郊

区
間

）
は

、
東

名
高

速
の

例

注
２

）
消

費
税

及
び

タ
ー

ミ
ナ

ル
チ

ャ
ー

ジ
を

除
い

た
場

合
の

料
金

水
準

※
あ

わ
せ

て
、

車
種

区
分

を
５

車
種

区
分

に
整

理
統

一
（
首

都
高

速
に

つ
い

て
段

階
的

に
実

施
）

千 葉 東 金 道 路

第 三 京 浜

京 葉 道 路

圏 央 道

横 浜 横 須 賀 道 路

首 都 高 速 道 路

中 央 道 均 一 区 間

埼 玉 外 環

3
6
.6

注
1

（
海

老
名

～
久

喜
白

岡
）

※
１

※
１

※
２

［
2
9
.5

2
］

注
2

高
速

自
動

車
国

道
（
大

都
市

近
郊

区
間

）

[2
4
.6

]注
2

高
速

自
動

車
国

道
（
普

通
区

間
）

円
/
km

円
/
km普
通

車
全

線
利

用
普

通
車

全
線

利
用

都
心

経
由

の
料

金

料
金

圏
央

道
経

由
都

心
経

由

引
下

げ

5
,0

5
0
円

3
,9

3
0
円

圏
央

道
経

由
の

料
金
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近
畿
圏
の
高
速
道
路
を
賢
く
使
う
た
め
の
料
金
体
系
（
平
成
2
9
年
6
月
よ
り
導
入
）

整
理

・
統

一
※

※

円
/
km

普
通

車
全

線
利

用

3
6
.6

注
1

[2
9
.5

2
]注

2

高
速

自
動

車
国

道
（
大

都
市

近
郊

区
間

）

阪
神

高
速

（
阪

神
圏

）
＜

5
1
0
円

～
9
3
0
円

＞
（
6
km

毎
に

約
1
0
0
円

増
）

な
ど

＜
5
1
0
円

×
2
区

間
＞

近
畿

道
（
吹

田
～

松
原

）
（
2
8
.4

km
）

阪
和

道
（
松

原
～

岸
和

田
和

泉
）
（
2
2
.6

km
）

＜
5
1
0
円

×
2
区

間
＞

西
名

阪
道

（
天

理
～

松
原

）
（
2
7
.2

km
）

＜
4
1
0
円

×
2
区

間
＞

均
一

料
金

区
間

等
対

距
離

化
※

※

Ａ

Ｂ

都
心

部

Ｃ

枚
方

学
研

阪
神

高
速

環
状

線
Ｂ

Ａ
Ｃ

料
金

引
下

げ

1
,6

1
0
円

1
,6

9
0
円

2
,0

6
0
円

阪
神

高
速

環
状

線
第

二
京

阪
枚

方
学

研
IC

の
場

合

（
注

）
料

金
は

普
通

車
の

場
合

①
料

金
水

準
を

現
行

の
高

速
自

動
車

国
道

の
大

都
市

近
郊

区
間

を
基

本
と

す
る

対
距

離
制

を
導

入
し

、
車

種
区

分
を

５
車

種
区

分
に

統
一

す
る

。

②
阪

神
高

速
に

つ
い

て
は

、
関

係
自

治
体

の
提

案
を

踏
ま

え
、

淀
川

左
岸

線
延

伸
部

及
び

大
阪

湾
岸

道
路

西
伸

部
の

整
備

に
必

要
な

財
源

確
保

の
観

点
か

ら
、

有
料

道
路

事
業

に
つ

い
て

、
事

業
費

の
概

ね
５

割
を

確
保

す
る

た
め

に
、

様
々

な
工

夫
を

行
い

つ
つ

、
必

要
な

料
金

を
設

定
す

る
。

③
高

速
道

路
会

社
と

一
体

的
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
形

成
し

て
い

る
路

線
で

、
地

方
道

路
公

社
等

の
管

理
と

な
っ

て
い

る
区

間
は

、
合

理
的

・
効

率
的

な
管

理
を

行
う

観
点

か
ら

、
地

方
の

意
向

を
踏

ま
え

、
高

速
道

路
会

社
で

の
一

元
的

管
理

を
行

う
。

○
大

阪
府

道
路

公
社

・南
阪

奈
有

料
道

路
及

び
堺

泉
北

有
料

道
路

ネ
ク

ス
コ

西
日

本
に

移
管

（平
成

31
年

4月
）

④
大

阪
及

び
神

戸
都

心
部

へ
の

流
入

に
関

し
て

、
交

通
分

散
の

観
点

か
ら

、

経
路

に
よ

ら
ず

起
終

点
間

の
最

短
距

離
を

基
本

に
料

金
を

決
定

す
る

。

○
阪

神
高

速
・京

都
線

の
新

十
条

通

京
都

市
に

移
管

し
て

無
料

に
（平

成
31

年
4月

）

（
２

）
管

理
主

体
の

統
一

も
含

め
た

継
ぎ

目
の

な
い

料
金

の
実

現

＜
＜

＝
＝

Ｂ
Ａ

Ｃ

Ｂ
Ａ

Ｃ

（
１

）
料

金
体

系
の

整
理

・
統

一
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

整
備

○
阪

神
高

速
・京

都
線

の
油

小
路

線
・斜

久
世

橋

ネ
ク

ス
コ

西
日

本
に

移
管

（平
成

30
年

4月
）

注
1
）

高
速

自
動

車
国

道
（
大

都
市

近
郊

区
間

）
は

、
名

神
高

速
の

例

注
2
）

消
費

税
及

び
タ

ー
ミ

ナ
ル

チ
ャ

ー
ジ

を
除

い
た

場
合

の
料

金
水

準

※
１

物
流

へ
の

影
響

等
を

考
慮

し
、

上
限

料
金

を
設

定
す

る
な

ど
激

変
緩

和
措

置
を

実
施

※
２

淀
川

左
岸

線
延

伸
部

及
び

大
阪

湾
岸

道
路

西
伸

部
等

周
辺

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
整

備
に

必
要

な
財

源
確

保
の

た
め

、
関

係
自

治
体

の
提

案
を

踏
ま

え
、

様
々

な
工

夫
を

行
い

つ
つ

、
必

要
な

料
金

を
設

定

4
7
.0

1
3
.2

※
２

※
２

※
２

※
１

※
※

激
変

緩
和

措
置

を
実

施

第 二 神 明

名 神 ・ 中 国 道 な ど

高 速 自 動 車 国 道

（ 大 都 市 近 郊 区 間 ）

近 畿 道

阪 和 道

西 名 阪 道

阪 神 高 速

( 阪 神 圏 ）

第 二 京 阪

第 二 阪 奈

2
4
.6

注
2

高
速

自
動

車
国

道
（
普

通
区

間
）

6
1
.2

第
二

神
明

（
明

石
西

～
月

見
山

）
（
2
4
.3

km
）

＜
1
1
0
円

、
2
1
0
円

計
2
区

間
＞

第
二

阪
奈

（
西

石
切

～
宝

来
）
（
1
3
.4

km
）

＜
6
2
0
円

、
2
6
0
円

計
2
区

間
※

＞
※

2
区

間
利

用
の

場
合

は
8
2
0
円

○
大

阪
府

・奈
良

県
道

路
公

社
の

第
二

阪
奈

有
料

道
路

ネ
ク

ス
コ

西
日

本
に

移
管

（平
成

31
年

度
以

降
）

平
成

２
９

年
１

２
月

具
体

方
針

（
案

）
の

改
定
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M
in

is
tr

y 
of

 L
an

d,
 In

fr
as

tr
uc

tu
re

, T
ra

ns
po

rt
 a

nd
 T

ou
ri

sm

近
畿
圏
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
管
理
主
体
の
統
一
等

○
南

阪
奈

有
料

道
路

及
び

堺
泉

北
有

料
道

路
は

平
成

３
０

年
４

月
、

京
都

線
は

平
成

３
１

年
４

月
の

移
管

に
向

け
準

備
作

業
を

実
施

中
○

第
二

阪
奈

有
料

道
路

に
つ

い
て

は
、

平
成

３
１

年
度

以
降

の
移

管
を

予
定

＜
京

都
線

＞

＜
堺

泉
北

有
料

道
路

・
南

阪
奈

有
料

道
路

＞

京
田

辺
松

井
IC

和
歌

山
県

第 ニ

京
阪

京 奈 和 自 動 車 道

伊
丹

空
港

関
西

国
際

空
港神

戸
空

港

大
阪

府

京
都

府

兵
庫

県

滋
賀

県

奈
良

県

巨
椋

池
本

線

久
御

山
J

城
陽

Ｊ

木
津

IC

瀬
田

東
J

羽
曳

野
IC

葛
城

IC

西
石

切
IC

宝
来

R
鵯

IC

国
道

2
号

西
宮

北
IC

大
山

崎
J

沓
掛

IC

大
津

IC

西
宮

IC

神
戸

三
田

IC

東
大

阪
J

門
真

J

岸
和

田
和

泉
IC

柳
谷

J

香
芝

IC

天
理

IC

吹
田

J

交
野

南
IC

助
松

J
堺

J

美
原

J

り
ん

く
う

J

須
磨

IC

布
施

畑
J

伊
川

谷
J

阪
神

高
速

名
神

中
国

道

近 畿 道

道
和

阪

西
宮

山
口

J

関
空

道

新
名

神

舞
鶴

若
狭

道

山
陽

道

第
二

神
明

道
路

神
戸

淡
路

鳴
門

道

山
麓

B
P

六
甲

北
有

料
道

路

第
二

阪
奈

有
料

道
路

守
口

J

豊
中

IC

郡
山

下
ツ

道
J

川
西

IC

宇
治

田
原

IC

三
宅

西
三

宝
J

橿
原

北
IC

橿
原

高
田

IC

御
所

IC

五
條

北
IC

八
幡

京
田

辺
J

高
槻

J

大
津

J

有
馬

口
J

海
老

江
J

南 阪 奈 道 路

箕
面

有
料

道
路

奈
良

IC

か
ら

と
西

か
ら

と
東

神
戸

西
IC

名
谷

J

垂
水

J

壱
分

R

西
名

阪
道

阪
神

高
速

松
原

J

関
空

連
絡

橋

Ｃ
注

）
点

線
は

整
備

中
区

間

: 
大

都
市

近
郊

区
間

外
の

高
速

国
道

等

: 
移

管
対

象
路

線

: 
大

都
市

近
郊

区
間

の
高

速
国

道
等

吉
川

Ｊ

草
津

J

三
木

J
神

戸
J

京
滋

B
P

中
国

豊
中

IC

京
都

縦
貫

自
動

車
道

名
阪

国
道

堺
泉

北
有

料
道

路
⇒

平
成

３
０

年
４

月
１

日
に

ネ
ク

ス
コ

西
日

本
に

移
管

南
阪

奈
有

料
道

路
⇒

平
成

３
０

年
４

月
１

日
に

ネ
ク

ス
コ

西
日

本
に

移
管

京
都

線
（
新

十
条

通
）

⇒
平

成
３

１
年

４
月

１
日

に
無

料
に

（
京

都
市

に
移

管
）

京
都

線
（
油

小
路

線
・
斜

久
世

橋
）

⇒
平

成
３

１
年

４
月

１
日

に
ネ

ク
ス

コ
西

日
本

に
移

管

＜
堺

泉
北

有
料

・
南

阪
奈

有
料

＞

堺
泉

北
有

料
道

路
（4

.7
km

）

南
阪

奈
有

料
道

路
（
4.

6
km

）

近 畿 道

南
阪

奈
道

路

西
名

阪
道

助
松

出
入

口

堺
JC

T

美
原

JC
T

羽
曳

野
IC

2
6

16
6

16
5

注
）南

阪
奈

有
料

道
路

、
堺

泉
北

有
料

道
路

、
阪

神
高

速
・京

都
線

の
油

小
路

線
・斜

久
世

橋
、

及
び

南
阪

奈
道

路
は

全
国

路
線

網
に

編
入

す
る

注
）事

業
中

の
ＩＣ

・Ｊ
Ｃ

Ｔ
名

に
は

仮
称

を
含

む

第
二

阪
奈

有
料

道
路

【
追

加
】

⇒
平

成
３

１
年

度
以

降
ネ

ク
ス

コ
西

日
本

に
移

管
し

、
料

金
を

対
距

離
化

久
御

山
淀

IC

第
二

神
明

道
路

【
追

加
】

⇒
 平

成
3
0
年

度
内

に
料

金
を

対
距

離
化
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夜
間

昼
間

夜
間

昼
間

夜
間

昼
間

夜
間

昼
間

夜
間

昼
間

夜
間

昼
間

夜
間

昼
間

平 日 土 日 祝 日

普
通

車
以

下
中

型
車

以
上

普
通

車
以

下
中

型
車

以
上

6
時

9
時

1
7
時

2
0
時

0
時

4
時

6
時

9
時

1
7
時

2
0
時

0
時

4
時

6
時

2
0
時

0
時

4
時

6
時

2
0
時

6
時

2
0
時

6
時

2
0
時

0
時

4
時

6
時

2
0
時

0
時

4
時

6
時

2
0
時

0
時

4
時

最
大

５
割

引
（
反

復
利

用
の

み
）

３
割

引

最
大

５
割

引
（
反

復
利

用
の

み
）

３
割

引
３

割
引

３
割

引

３
割

引
３

割
引

３
割

引
３

割
引

0
時

4
時

＜
地

方
部

＞
＜

大
都

市
部

＞

（
最

大
割

引
率

4
0
%
）

（
最

大
割

引
率

9
.1

%
）

マ
イ

レ
ー

ジ
割

引

大
口

・
多

頻
度

割
引

：
H

2
9
補

正
予

算
（
国

費
）

（
E
T
C

2
.0

を
利

用
す

る
自

動
車

運
送

事
業

者
の

最
大

割
引

率
を

平
成

31
年

3月
末

ま
で

50
%に

拡
充

）

利 用 頻 度

割 引時 間 帯 割 引

夜
間

昼
間

観
光

振
興

物
流

対
策

環
境

対
策

生
活

対
策

凡
例

自
動
車
運
送
事
業
者
の
生
産
性
向
上
等
の
た
め
の
高
速
道
路
料
金
割
引
の
臨
時
措
置

○
自

動
車
運
送
事
業
者

の
労
働
生

産
性
の
向

上
や

働
き

方
改

善
を

図
る

た
め
、

ET
C2
.
0を

利
用

す
る
自

動
車

運
送

事
業

者
に

対
し
、

大
口
・

多
頻
度
割
引

の
最

大
割
引

率
を

4
0％

か
ら
50
％

に
拡

充
す

る
措

置
の

延
長

（
平

成
31
年

3月
末

ま
で

）
等

を
実
施

- 60 -



○
試

行
設

置
区
間

に
お
け
る

死
亡

事
故
は

0件

対
向
車
線
飛
び
出
し
事
故
防
止
例

■
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
特
徴

【
ワ

イ
ヤ
ロ

ー
プ
の
試
行
設
置
状
況

(土
工
区
間
約
11
3k
m)
】

(平
成
29
年
12
月
末
時
点
）

ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
試
行
設
置
状
況
・ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
渋
滞
対
策
の
事
例

【
ピ

ン
ポ
イ

ン
ト
渋
滞
対
策

の
事
例

(東
名
阪
自
動
車
道

四
日
市
付
近
)】

〇
東

名
阪
自

動
車
道
上
り

線
の
鈴
鹿

IC
付
近

～
四
日
市

IC
付
近
に

お
い

て
、
平

成
29
年
7月

14
日

よ
り
、

既
存
の

道
路
幅
員

の
中
で

暫
定

3車
線

運
用
を
開
始

■
平
面
図

暫
定

3車
線

区
間

対
策
延
長
：
約
８
ｋ
ｍ

3車
線
で
通
行
可
能
：
約
１
７
ｋ
ｍ

車
線
運
用
の
見
直
し

（
暫
定

3車
線
で
運
用
）

■
対
策
前
後
の
様
子

＜
対
策
前
＞

＜
対
策
後
＞

平
日
、
休
日
と
も
午
後

に
、
サ

グ
部
に
お
い
て
渋
滞
が
発
生

上
り

線
上

り
線

前
年
同
時
期
と
比
べ
、
渋
滞
回

数
が
約
2割

減
、
渋
滞
時
間
が

約
3割

減

3車
線
区
間
延
長
：
約
９
ｋ
ｍ

暫
定

3車
線

区
間

①
高

い
衝
撃
緩
和
性
能

②
狭

い
幅
で

設
置
が

可
能

車
両
が
受
け
る
衝
撃
を
緩
和

細
い
支
柱

③
短

時
間
で
容
易
に
開
口
部
を
設
置

人
力
で
開
口
部
が
設
置
可
能

手
動
で
緊
張
力
を
調
節

- 61 -



高
速
道
路
機
構
負
担
（国
が
1/
2補
助
）

地
方
自
治
体
負
担
（国
が
補
助
）

事
業
区
分
境

＜
負
担
区
分
＞

高
速
道
路
本
線

料
金
徴
収
施
設

既 設 の 一 般 道 路

＜
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
は
＞

開
通

98
箇
所

事
業
中

69
箇
所

（平
成
29
年
12
月
末
時
点
）

○
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、通
行
可
能
な
車
両
を
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を

搭
載
し
た
車
両
に
限
定
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

［
S
A
・P
A
接
続
型
］
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
ま
た
は
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
接
続

［
本
線
直
結
型
］
高
速
道
路
本
線
に
接
続

○
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
の
た
め
、料
金
徴
収
施
設
を
集
約
す
る
必
要
が
な
く、

コ
ン
パ
ク
ト
な
整
備
が
可
能

○
料
金
徴
収
に
か
か
る
人
件
費
も
節
約
可
能

平
地
部
で
IC
間
隔
を
欧
米
並
み
の

約
5k
m
を
念
頭
に
整
備

我
が
国
の
高
速
道
路
の
IC
間
隔
は
平
均

約
10
k
m
で
、欧
米
諸
国
の
平
地
部
に
お
け
る

無
料
の
高
速
道
路
の
2倍
程
度

※
上
記
箇
所
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
フ
ル
化
事
業
中
３
箇
所
を
含
む

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備

＜
進
め
方
＞

広
域

的
検

討
・
IC
の
必
要
性

・
周
辺
道
路
の
現
況

・
整
備
方
針
の
確
認
等

概
略

検
討

・
詳

細
検

討

協
議

会
開

催
実

施
計

画
書

の
策

定
・
提

出

新
規

事
業

化
整

備
計

画
決

定
、

連
結

許
可

事
業

実
施

、
開

通

国
に

よ
る

整
備

補
助

（
機

構
へ

の
補

助
）

国
に

よ
る

準
備

段
階

調
査

（
直

轄
調

査
）

地
方

自
治

体
で

の
検

討
（
地

整
、

会
社

で
適

宜
応

相
談

）

ＩＣ
の

必
要

性
等

の
確

認

地 区 協 議 会準 備 会
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民
間
施
設
直
結
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備

高
速
道
路

一
般
道
路

民
間

施
設

直
結
路

【
ア
ク
セ
ス
道
路
】
料
金
所

直
結
路

【
ラ

ン
プ
】

接
続
路

※
直
結
路
は

、
整
備
後

に
民
間
施
設
管
理

者
か
ら
地
方
公
共
団
体
に

無
償
譲
渡

し
、

地
方
公
共
団
体
が
維
持

管
理

直
結
路

ア
ク
セ
ス
道
路
・
ラ
ン
プ

料
金
所

接
続
路

民
間

施
設
管
理
者

高
速
道
路
会
社

地
方

公
共
団

体
民
間
施
設
名
を
用
い
た
名
称
を

つ
け
る
こ
と
が
可
能

民
間
施
設
名

（
英
語
表
記

）

出
口

EX
IT

00
-0

E 
T 
C 
専

用
ON
L
Y 正

式
名

（
英
語
表
記

）

民
間
施
設
管
理
者

市
町

村

国

①
提

案
④

報
告

③
認

定
②

認
定

申
請

＜
進

め
方
＞ 整
備
方

針
の
検
討

・
直
結
す

る
民

間
施
設

・
地
方

公
共
団
体
の
計
画

へ
の

位
置
づ
け

・
Ｉ
Ｃ
の

概
ね

の
位
置

、
構
造
形
式

等

概
略

検
討
・
詳
細
検
討

協
議

会
開
催

実
施

計
画
書
の
策
定

・
提
出

整
備

計
画
決
定
、
連
結
許
可

事
業

実
施
、
開
通

整
備

方
針

の
認

定

＜
役

割
分
担

＞

＜
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
名
称
＞

大
規
模

商
業
施
設
、
工

業
団

地
、

物
流
施
設

等
【

対
象

施
設
】

主
と
し
て
民
間
施
設
に
発

着
す
る
交

通
（
一

般
交

通
も
利

用
可
能
）

E
TC
車
限
定

ハ
ー

フ
I
C・

1/
4
IC
も
可

【
対

象
交
通

】

【
運

用
形
態

】

高
速
道
路
と
近
傍
の
民

間
施

設
を

直
結
す
る
イ

ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ

に
つ
い
て
、

民
間
企
業

の
発
意

と
負
担
に

よ
る

整
備
を
可
能
と
す

る
こ

と
で
、

高
速
道

路
を

活
用
し

た
企
業

活
動

を
支
援

し
、
経
済

の
活
性
化

を
図
る

【
目

的
】

【
支

援
制
度

】
民
間
事
業
者

の
IC
整
備

費
用
の
一

部
を
無
利

子
貸

付
民
間
事
業
者

が
IC
整
備
に

係
る
土

地
を
取
得
し

た
場
合
の

登
録
免

許
税
の
非
課
税
措
置
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道
路
の
老
朽
化
対
策
の
本
格
実
施
に
関
す
る
提
言
（
平
成
2
6
年
4
月
1
4
日
）概
要

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
を
確
定
（
道
路
管
理
者
の
義
務
の
明
確
化
）

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
を
回
す
仕
組
み
を
構
築

○
各
道
路

管
理

者
の
責

任
で
以

下
の

メ
ン

テ
ナ
ン

ス
サ
イ

ク
ル
を

実
施

○
メ
ン
テ

ナ
ン
ス

サ
イ

ク
ル

を
持

続
的
に

回
す
以

下
の
仕

組
み

を
構

築

※
施

設
数
は
H2
9
.3
月

末
時

点

[予
算
] 
 

[技
術
]

（
高
速

）
○

高
速

道
路

更
新

事
業
の

財
源
確

保
（

平
成

２
６

年
法

改
正
）

（
直
轄

）
○

点
検
、

修
繕

予
算

は
最

優
先
で

確
保

（
地
方

）
○

複
数

年
に

わ
た

り
集

中
的

に
実

施
す

る
大

規
模
修

繕
・

更
新

に
対

し
て

支
援

す
る
補

助
制

度

[体
制
]

○
都
道
府

県
ご

と
に
『

道
路
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
会

議
』
を

設
置

○
メ
ン
テ

ナ
ン

ス
業

務
の

地
域

一
括

発
注

や
複

数
年

契
約

を
実

施

○
社
会
的

に
影

響
の
大

き
な
路

線
の
施

設
等
に

つ
い

て
、

国
の

職
員

等
か

ら
構

成
さ

れ
る
『

道
路
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
技

術
集

団
』

に
よ

る
『

直
轄

診
断
』

を
実
施

○
重
要
性

、
緊

急
性
の

高
い
橋

梁
等
は

、
必

要
に

応
じ

て
、
国

や
高

速
会

社
等

が
点

検
や

修
繕

等
を

代
行
（

跨
道

橋
等

）

○
地
方

公
共

団
体

の
職

員
・
民

間
企

業
の

社
員
も

対
象
と

し
た
研

修
の

充
実

○
点
検
業

務
・

修
繕

工
事

の
適

正
な
積

算
基

準
を

設
定

○
点
検

・
診

断
の

知
識
・

技
能
・

実
務

経
験
を

有
す

る
技

術
者

確
保
の

た
め

の
資
格

制
度

○
産
学
官

に
よ

る
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
技

術
の

戦
略

的
な
技

術
開

発
を

推
進

[国
民
の
理

解
・
協
働
]

○
老
朽
化

の
現

状
や
対

策
に

つ
い

て
、

国
民
の

理
解
と

協
働
の

取
組
み

を
推

進

[点
検
]

[診
断
]

[措
置
]

[記
録
]

○
統
一

的
な
尺

度
で
健

全
度
の

判
定

区
分

を
設
定

し
、
診

断
を
実

施

○
橋

梁
（

約
７

３
万

橋
）

・
ト

ン
ネ

ル
（

約
１
万

本
）
等

は
、
国

が
定
め

る
統

一
的

な
基

準
に

よ
り

、
５
年

に
１

度
、
近
接

目
視

に
よ
る

全
数
監

視
を

実
施

○
点
検
・

診
断
の

結
果
に

基
づ

き
計

画
的

に
修
繕

を
実
施

し
、

必
要
な

修
繕

が
で
き

な
い
場

合
は

、
通

行
規

制
・

通
行

止
め

○
利

用
状

況
を
踏

ま
え
、

橋
梁

等
を

集
約

化
・

撤
去

○
適

切
な

措
置
を

講
じ

な
い
地

方
公

共
団

体
に
は

国
が

勧
告
・

指
示

○
点

検
・

診
断
・

措
置
の

結
果
を

と
り

ま
と
め

、
評
価

・
公
表

（
見
え
る

化
）

『
道
路
イ
ン
フ
ラ
健
診
』

○
過
積
載

等
の

違
反

者
へ

の
取

締
り

・
指

導
の

強
化

[そ
の
他
]

（
省
令
・
告
示
：
Ｈ
２
６
.３
.３
１
公
布
、
同
年
７
.１
施
行
）

区
分

状
態

Ⅰ
健
全

構
造
物
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
て
い
な
い
状
態

Ⅱ
予
防
保
全
段
階

構
造
物
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
て
い
な
い
が
、
予
防

保
全
の
観
点
か
ら
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
望
ま
し
い

状
態

Ⅲ
早
期
措
置
段
階

構
造
物
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、

早
期
に
措
置
を
講
ず
べ
き
状
態

Ⅳ
緊
急
措
置
段
階

構
造
物
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
、
又
は
生
じ

る
可
能
性
が
著
し
く
高
く
、
緊
急
に
措
置
を
講
ず
べ

き
状
態
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3
9
%

5
0
%

1
1
%

0
.
1
%

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

道
路
施
設
の
点
検
状
況

○
橋

梁
管
理
に

携
わ
る

土
木
技
術
者
数

【
地

方
公
共

団
体
の
状
況

】

【
道

路
施
設
の

点
検
状
況

】

○
管

理
者
別
の

管
理
施
設
数

[7
2
6,
1
90
橋
]

(
15
6,
46
7)

(
19
9,
33
8)

(
42
,0
42
)

(
39
6)

(
23
,7
58
) (
38
,1
58
)(
18
6,
17
5)

(
47
8,
09
9)

高
速
道
路
会
社

国
都

道
府

県
・

政
令
市

等
市

町
村

○
点

検
結
果

（
H2
6～

H
28
）

[3
98
,
24
3橋

]

橋
梁

3 %
5 %

66
%

26
%

○
点

検
実
施
状
況
（

H2
6～

H2
8）

3
%

5
3
%

4
4
%

0
.
5
%

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

○
管

理
者
別
の

管
理
施
設
数

[1
1
,1
5
3箇

所
]

(
1,
95
9)

(
1,
58
5)

(
5,
35
5)

(
2,
25
4)

高
速
道
路
会
社

国
都

道
府

県
・

政
令
市

等
市

町
村

○
点

検
結
果

（
H2
6～

H
28
）

[5
,2
2
7箇

所
]

ト
ン

ネ
ル 18

%
14
%

20
%

48
%

○
点

検
実
施
状
況
（

H2
6～

H2
8）

自
治
体
数

土
木
技
術
者
数

0人
1人

～

市
79

3
66

( 
8%
)

72
7(

92
%)

町
74

5
19

0(
26
%)

55
5(

74
%)

村
18

3
11

7(
64
%)

66
(3

6%
)

市
町
村

1,
72

1
37

3(
22
%)

1,
34

8(
78

%)

3
3
%

5
2
%

1
4
%

0
.
1
%

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

○
管

理
者
別
の

管
理
施
設
数

[4
0
,7
2
1施

設
]

(
11
,8

33
)

(
12
,0
78
)

(
13
,9
11
)

(
2,
89
9)

高
速
道
路
会
社

国
都
道
府
県
・

政
令
市
等

市
町
村

○
点

検
結
果
（

H2
6～

H
28
）
[2

3,
7
81
施
設

]

道
路

附
属
物

等

29
%

30
%

7%
34

%

○
点

検
実
施

状
況
（
H2

6～
H2
8）

(
2,
76
4)

(
2,
27
7)

(
27
)

(
15
9)

(
7,
85
7)

(
12
,4
67
)

(
3,
44
4)

(
13
)

※
判
定
区
分
の
解

説

Ⅰ
 ：

構
造

物
の

機
能

に
支

障
が

生
じ

て
い

な
い

状
態

。
Ⅱ

 ：
構

造
物

の
機

能
に

支
障

が
生

じ
て

い
な

い
が

、
予

防
保

全
の

観
点

か
ら

措
置

を
講

ず
る

こ
と

が
望

ま
し

い
状

態
。

Ⅲ
 ：

構
造

物
の

機
能

に
支

障
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

り
、

早
期

に
措

置
を

講
ず

べ
き

状
態

。
Ⅳ

 ：
構

造
物

の
機

能
に

支
障

が
生

じ
て

い
る

、
又

は
生

じ
る

可
能

性
が

著
し

く
高

く
、

緊
急

に
措

置
を

講
ず

べ
き

状
態
。

9
%

1
9
%

2
6
%

54
%

(
10
%
)

(
20
%
)

(
24
%
)

(
24
%
)

(
23
%
)

（
計
画

）

実
績

1年
目

2年
目

3年
目

4年
目

5年
目

1
3
%

1
6
%

1
8
%

47
%

(
15
%
)

(
17
%
)

(
18
%
)

(
19
%
)

(
31
%
)

1年
目

2年
目

3年
目

4年
目

5年
目

（
計
画

）

実
績

1
6
%

2
1
%

2
0
%

57
%

(
17
%
)

(
24
%
)

(
20
%
)

(
18
%
)

(
22
%
)

1年
目

2年
目

3年
目

4年
目

5年
目

（
計
画

）

実
績

※
市
は
特
別
区
を
含
む

※
有
効
回
答
数
：
1,
72

1
※
平
成
28
年
9月

末
時
点

※
平
成
29
年
3月

末
時
点

※
平
成
29
年
3月

末
時
点

※
平
成
29
年
3月

末
時
点
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○
高

速
道

路
の

延
長

割
合

は
低

い
。

［
日

本
の

道
路

種
別

と
延

長
割

合
］

○
都

市
間

連
絡

速
度

は
依

然
と

し
て

低
い

。
［都

市
間

連
絡

速
度

の
国

際
比

較
］

○
日

本
の

高
速

道
路

は
車

線
数

が
少

な
い

。
［
高

速
道

路
の

車
線

数
別

延
長

の
構

成
比

］

日
本
の
道
路
の
現
況

高
速

道
路

の
対

象
）
日

本
：
高

規
格

幹
線

道
路

韓
国

：
E
xp

re
ss

w
ay

ア
メ

リ
カ

：
イ

ン
タ

ー
ス

テ
ー

ト
（
In

te
rs

ta
te

）
ド

イ
ツ

：
ア

ウ
ト

バ
ー

ン
（
A

u
to

b
ah

n
）

フ
ラ

ン
ス

：
オ

ー
ト

ル
ー

ト
（
A

u
to

ro
u
te

）

出
典

※
１
）
日

本
：
国

土
交

通
省

資
料

（
平

成
2
7
年

）
韓

国
※

２
：
国

土
海

洋
部

統
計

年
報

(平
成

2
7
年

)
ア

メ
リ

カ
：
H

ig
h
w

ay
 P

e
rf

o
rm

an
c
e
 M

o
n
it
o
ri
n
g 

S
ys

te
m

 2
0
1
2
（
F
H

W
A

）
ド

イ
ツ

：
S
tr

aß
e
n
ve

rk
e
h
rs

zä
h
lu

n
ge

n
2
0
1
0
（
B

S
sT

）
フ

ラ
ン

ス
：
V

o
ie

s
p
ar

 c
h
au

ss
é
e

su
r 

le
 r

é
se

au
ro

u
ti
e
r

n
at

io
n
a(

2
0
1
4
)

※
１

各
国

、
最

新
年

度
の

調
査

デ
ー

タ
を

使
用

※
２

［
参

考
］
韓

国
(3

車
線

以
下

)：
4
4
％

(平
成

7
年

)

日
本

ド
イ

ツ
フ

ラ
ン

ス
イ

ギ
リ

ス

平
均

連
絡

速
度

km
/h

km
/h

km
/h

km
/h

都
市
間
連

絡
速
度

：
都

市
間

の
最

短
道

路
距

離
を

最
短

所
要

時
間

で
除

し
た

も
の

対
象
都
市

：
拠

点
都

市
（

都
道

府
県

所
在

地
等

）
及

び
一

定
の

距
離

離
れ

た
人

口
5
万

人
以

上
の

都
市

、
主

要
港

湾
所
要
時
間

：
所

要
時

間
経

路
探

索
シ

ス
テ

ム
（
G
o
o
g
l
e
 
M
a
p
s
）

に
よ

る

9
5

9
5

7
9

6
0

高
速

自
動

車
国

道
：
平

成
2
9
年

4
月

1日
時

点
そ

の
他

：
平

成
2
8年

4
月

1
日

時
点

注
）
各

々
の

延
長

は
1
0
0k

m
単

位
と

な
る

よ
う

に
四

捨
五

入
し

た
た

め
合

計
と

合
致

し
な

い

0
.4
%

2
%

2
%

3
8%

6
6%6
7%7
4%

6
5%

5
6%

3
2%3
1%

1
3%3
3%

6
%

2
%

1
3%

0
%

2
0%

4
0%

6
0%

8
0%

1
00
%

ド
イ
ツ

フ
ラ
ン
ス

韓
国

ア
メ
リ
カ

日
本

3車
線
以
下

4
-5
車
線

6
-7
車
線

8車
線
以
上

高
速

道
路

幹 線 道 路 生 活 道 路
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○
高
規
格

幹
線

道
路

の
整

備
状
況

<注
>

1
.高

速
自
動
車
国
道
の
〈
〉
内
は
、
高
速

自
動
車
国
道
に
並
行
す
る
一
般
国
道
自
動

車
専
用
道
路
で
あ
る
。
（
外
書
き
で
あ
り

、
高
規
格
幹
線
道
路
の
総
計
に
含
ま
れ
て

い
る
。
）

2
.一

般
国
道
自
動
車
専
用
道
路
の
開
通
予

定
延
長
に
は
、
一
般
国
道
の
バ
イ
パ
ス
等

を
活
用
す
る
区
間
が
含
ま
れ
る
。

3
.総

延
長
は
、
高
速
自
動
車
国
道
に
お
い

て
は
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法

第
3条

及
び
高
速
自
動
車
国
道
法
第
3条

、
本
州
四
国
連
絡
道
路
及
び
一
般
国
道
に
お

い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
指
定
に
基
づ

く
延
長
を
示
す
。

総
延

長
H
29
年

度
末

開
通
予

定
延

長
（

）
進
捗

率
H
30
年
度
末
開
通
予
定
延
長

（
）
進
捗
率

高
規
格
幹
線
道
路

約
14
,0
0
0k
m

1
1,
6
38
k
m

(
83
%
)

1
1,
9
22
k
m

(
85
%
)

高
速
自
動
車
国
道

1
1,
5
20
k
m

<
95
4
km
>

(
86
%
)

<
1,
0
17
k
m>

(
87
%
)

8
,9
1
3k
m

(
77
%
)

9
,0
5
6k
m

(
79
%
)

一
般

国
道
自
動
車
専
用
道
路

約
2,
48
0
km

1
,7
7
1k
m

(
71
%
)

1
,8
4
9k
m

(
75
%
)

(本
州
四

国
連
絡
道
路

を
含

む
)

事
業
の
流
れ

道 路 交 通 調 査

道 路 及 び 交 通 現 況 の 把 握

概 略 ル ー ト ・ 構 造 の 比 較 検 討

概 略 計 画 の 決 定

工 事

管 理

事 業 着 手

詳 細 設 計

用 地 買 収 （ 収 用 ）

供 用 開 始

用 地 幅 杭 設 置

新
規

事
業

採
択

時
評

価
事

後
評

価

事
業

認
定

現 地 測 量

再
評

価

課 題 の 整 理 ・ 目 標 の 設 定

環
境

影
響

評
価

（
配

慮
書

）

環
境

影
響

評
価

都
市

計
画

計
画

段
階

評
価
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埼
玉
県
・
茨
城
県
に
お
け
る
圏
央
道
を
活
か
し
た
産
業
基
盤
づ
く
り

○
県
内
産

業
の
振

興
、
雇

用
の

創
出
、

税
収
の

確
保
を

目
的
に

、
埼
玉
県

・
茨

城
県

は
企

業
誘

致
を

積
極

的
に
推

進
⇒
圏
央

道
沿

線
地

域
に

お
い

て
企
業

立
地

や
投
資
が

進
み
、

雇
用
者
数

が
増

加
す

る
と
共

に
、

税
収

も
増

加

大
型

物
流
施

設
等

※
1,
2 の

立
地

法
人

税
収

※
3

大
型
物
流
施
設

等
※
1,
2 の

従
業
員
者
数

固
定
資
産
税

(家
屋

)
※
4

5
04
 

5
23
 

1
89
 

1
99
 

1
.0
0
 

1
.0
4
 

0
.7

0
.8

0
.9

1
.0

1
.1

0

3
00

6
00

9
00

1
,2
00

平
成

21
年

度
平
成

26
年

度

（
件

）

1
11
 

1
63
 

7
7 

8
8 

1
.0
0
 

1
.3
3
 

0
.6

0
.8

1
.0

1
.2

1
.4

0

1
00

2
00

3
00

4
00

平
成
21

年
度

平
成

26
年

度

（
億
円

）

3
44
 

3
64
 

1
71
 

1
85
 

1
.0
0
 

1
.0
7
 

0
.7

0
.8

0
.9

1
.0

1
.1

0

2
00

4
00

6
00

8
00

平
成
21

年
度

平
成

26
年

度

（
億

円
）

※
1

経
済

セ
ン
サ

ス
の
産

業
分

類
（

中
分

類
）

の
「

道
路

旅
客

運
送

業
」
「

道
路
貨
物

運
送
業

」
「

倉
庫
業

」
「

運
輸

に
附
帯

す
る

サ
ー

ビ
ス
業

」
の

合
計

※
2

中
小

企
業
基

本
法
に

基
づ

く
「

小
規

模
企

業
者
（

概
ね

常
時

使
用

す
る

従
業
員

の
数

が
20
人
以

下
の
事

業
者

）
」

を
除

く
※

3
法
人

税
収
：

市
町
村

民
税

の
法

人
税

割
と

法
人

均
等

割
の

和
※

4
固
定

資
産
税

（
家
屋

）
：

固
定

資
産

（
家

屋
）

の
評

価
額

に
応

じ
て
課

せ
ら
れ
る

税
※

5
沿
線

自
治
体

：
圏
央

道
（

埼
玉

県
～

茨
城

県
）

が
通

過
等

す
る
市

町
（

埼
玉
県

１
５

市
町

、
茨

城
県

９
市
町
）

出
典

：
経

済
セ

ン
サ

ス
出

典
：
経

済
セ

ン
サ

ス

出
典

：
地

方
財

政
状

況
調

査
出

典
：
地

方
財

政
状

況
調

査

茨
城

県
沿

線
自

治
体

※
５

伸
び
率

埼
玉

県
沿

線
自

治
体

※
５

6
93

7
22

1
88

2
51

5
15

5
49

3
6,
87
7

3
9,
70
8

2
8,
1
09
 

3
1,
1
05
 

8
,7
6
8 

8
,6
0
3 

1
.0
0
 

1
.0
8
 

0
.7

0
.8

0
.9

1
.0

1
.1

0

2
0,
00
0

4
0,
00
0

6
0,
00
0

8
0,
00
0

平
成
21

年
度

平
成

26
年

度

（
人

）

千
葉
県

東
京
都

神
奈
川
県

中
央
道

鶴
ヶ島
JC
T

八
王
子
JC
T

海
老
名
JC
T

茅
ヶ崎
JC
T埼
玉
県

久
喜
白
岡
JC
T

釜
利
谷
JC
T

木
更
津
JC
T

つ
くば
JC
T 大
栄
JC
T 東
金
JC
T

東
関
東
道
路

茨
城
県

群
馬
県

栃
木
県
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道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
地
域
・拠
点
の
連
携
確
保

【
観

光
周
遊
ル
ー
ト
の

拡
大

(島
根
県
東

部
)】

○
島

根
県
東

部
と
広
島

・
鳥
取
方
面

を
巡
る

ツ
ア

ー
数

が
増
加

す
る

と
と
も
に
、
境
港

の
ク
ル
ー
ズ

船
の
寄

港
地

と
し

て
の

魅
力
が

高
ま
り

、
訪
日
外
国
人
が

約
10
0倍

に
増

加

【
共

同
輸
送
に

よ
る
物
流

ル
ー
ト
の

構
築

(三
陸
沿
岸
地
域

)】

○
震

災
以
降
の
物
流
コ
ス
ト

高
を
受
け
、
復
興
道
路
を

活
用
し
た

新
た

な
物
流
ル

ー
ト
が

構
築

○
輸

送
コ
ス

ト
削
減
や

輸
送
時
間
短
縮
に
よ
り

、
海
産
物

の
販
路

拡
大
・

安
定

的
な
輸
送

が
期
待

【
首
都

圏
の
店
頭
販
売
ま
で
の
輸
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
化
】

１
日
目

２
日
目

３
日
目

集
荷
・

保
管

集
荷
・

保
管

田 老

宮
古

釜
石

首
都
圏

首
都
圏

共
同

輸
送

に
よ

り
首

都
圏
ま

で
１

日
短

縮

石
巻

石
巻

北
上

石
巻

[約
4時

間
3
0分

]

[約
2時

間
4
0分

]

[約
4時

間
5
0分

]

通
常

便

宅
配

便

共
同

輸
送

首
都
圏

中
継
地
点
(石

巻
)

首
都

圏
へ

い
く
ら

＜
宮
古
市

田
老

町
漁

協
の

例
＞

①
通

常
便

ル
ー

ト
②

宅
配

便
ル

ー
ト

③
共

同
輸

送
ル

ー
ト

田
老

釜
石

物
流
拠
点
(北

上
)

宮
古

わ
か

め

す
る

め
い

か

1

2

島
根
県
東
部境
港

6

5
3

4

鳥
取
方
面

（
鳥
取
県
・
近
畿
）

広
島
方
面

（
岡
山
県
・
広
島
県
・
四
国
）

境
港
の

訪
日
外
国
人

15
6人

(H
19
) 

⇒
 1
4,

92
8人

(H
28

)
(約

10
0倍

に
増
加
)

凡
例

H
2
4以

降
開

通
(尾

道
松

江
線
、

山
陰
道

)
そ
の

他
の
高

規
格

幹
線

道
路

事
業

中
主
な

観
光

地

番 号
主

な
観
光

地
※
(
)内

は
H
28
観
光
入
込
客
数

①
出

雲
大
社

(
60

6万
人

)

②
松

江
城

(5
2万

人
)

③
玉

造
温
泉

(
66
万
人

)

④
足

立
美
術

館
(
6
4万

人
)

⑤
白

壁
土
蔵

群
(
6
3万

人
)

⑥
鳥

取
砂
丘

(
12
9万

人
)

鳥
取

方
面
の

ツ
ア
ー
数

13
(H
24
) 
⇒

 1
7(
H2
8)

(約
1.
3倍

に
増

加
)

広
島
方
面
の

ツ
ア
ー
数

8(
H2

4)
⇒

 1
1(
H2
8)

（
約

1.
4倍

に
増
加
）
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登
録
者

設
置
者

国
土

交
通
省

道
路

局
長

市
町
村

又
は
市
町
村

に
代

わ
り
得
る
公
的
な
団
体

「
道
の
駅
」
の
目
的

「
道
の
駅
」
の
３
つ
の
機
能

・
道
路
利
用

者
へ
の
安
全
で
快
適
な
道
路

交
通
環
境
の
提
供

休
憩

機
能

情
報

発
信
機

能

地
域

連
携
機

能
・
・
・

文
化
教
養
施
設

、
観
光

レ
ク

リ
エ

ー
シ
ョ

ン
施
設

な
ど
の

地
域
振
興
施
設

・
・
・

24
時
間

、
無
料

で
利
用

で
き

る
駐

車
場
・

ト
イ
レ

・
・
・

道
路
情
報
、
地
域
の
観

光
情

報
、
緊

急
医

療
情
報

な
ど
を

提
供

「
道
の
駅
」
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

地
域

と
と
も

に
つ
く

る

個
性

豊
か
な

に
ぎ

わ
い
の
場

地
域
防
災
計

画
に
位

置
付
け
ら

れ
た
「

道
の
駅

」
は
、

災
害
時
に
支

援
基
地
等
の

機
能
を

発
現

「
道

の
駅
」

の
目
的
と

機
能

「
道

の
駅
」

登
録
数

「
道
の
駅
」
の
目
的
と
機
能
、
設
置
者
、
登
録
数

【
地
域
振

興
施
設

等
】

⇒
他
省
庁

と
連
携

し
支
援

○
様
々

な
サ
ー
ビ

ス
を

提
供
す

る
施

設

【
道

路
施

設
等
】

⇒
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

等
に

よ
り

国
土

交
通

省
が

支
援

市
町
村
等
整
備

道
路
管
理
者
整
備

市
町
村
等
整
備

一
体

型

単
独

型

整
備
方
法
は
２
種
類

・
地
域
の
振

興
に
寄
与

「
道

の
駅
」

設
置
者

｢道
の
駅
｣総

数
1,
13
4駅

(平
成
29
年
12
月
末
時
点

)
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平
成
２
９
年
度
中
山
間
地
域
に
お
け
る
道
の
駅
等
を
拠
点
と
し
た
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
実
験
箇
所

・
約
3
9%
が

1k
m圏

内
に
病
院
・
診
療
所
あ
り

・
約
3
3%
が

1k
m圏

内
に
役
場
機
能
あ
り

・
約
4
5%
が
道
の
駅
に
バ
ス
停
あ
り

＜
中
山
間
地
域
の
道
の
駅
に
関
す
る
デ
ー
タ
＞

島
根
県
飯
石
郡
飯
南
町

（
道
の

駅
赤
来
高
原

）

い
い
し
ぐ
ん

い
い
な
ん
ち
ょ
う

滋
賀
県
東
近
江
市
蓼
畑
町

（
道
の

駅
奥
永
源
寺
渓
流
の
里
）

ひ
が
し
お
う
み
し

た
て
は
た
ち
ょ
う

栃
木
県
栃
木
市
西
方
町

（
道
の

駅
に
し
か
た

）

と
ち
ぎ
し

に
し
か
た
ま
ち

秋
田
県
北
秋
田
郡
上
小
阿
仁
村

（
道

の
駅

か
み
こ
あ
に
）

き
た
あ
き
た
ぐ
ん

か
み
こ
あ
に
む
ら

北
海
道
広
尾
郡
大
樹
町

（
道
の

駅
コ
ス
モ
ー
ル
大
樹

）
た

い
き

山
形
県
東
置
賜
郡
高
畠
町

（
道

の
駅

た
か
は

た
）

茨
城
県
常
陸
太
田
市

（
道
の

駅
ひ
た
ち
お
お
た
）

富
山
県
南
砺
市

（
道

の
駅

た
い
ら
）

長
野
県
伊
那
市

（
道

の
駅

南
ア
ル
プ
ス
む
ら
長
谷

）
は

せ

岡
山
県
新
見
市

（
道

の
駅

鯉
が
窪

）

福
岡
県

み
や
ま
市

（
み

や
ま
市

役
所

山
川
支
所

）

新
潟
県
長
岡
市

（
や

ま
こ
し
復

興
交

流
館
お
ら

た
る
）

岐
阜
県
郡
上
市

（
道
の

駅
明

宝
）

め
い

ほ
う

愛
知
県
豊
田
市

（
道
の
駅

ど
ん
ぐ
り

の
里
い
な
ぶ

）

山
口
県
宇
部
市

（
楠

こ
も
れ
び
の
郷

）

主
に

技
術

的
な

検
証

を
実

施
（
５

箇
所

）
主

に
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

を
検

討
（
８

箇
所

）

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

更
な

る
具

体
化

に
向

け
て

フ
ィ
ー

ジ
ビ

リ
テ

ィ
ス

タ
デ

ィ
を

行
う

（５
箇

所
）（

机
上

検
討

）

：
FS

箇
所

：
地

域
指

定
型

：
公

募
型

こ
い

く
ぼ

あ
か

ぎ
こ

う
げ

ん

や
ま

か
わ

し
し

ょ

く
す

の
き

さ
と

熊
本
県
葦
北
郡
芦
北
町

（
道

の
駅

芦
北
で

こ
ぽ
ん
）

あ
し
き
た

ぐ
ん

あ
し
き
た
ま
ち

あ
し

き
た

徳
島
県
三
好
市

（
道

の
駅

に
し
い

や
・
か
ず
ら

橋
夢
舞
台

）
ば

し
ゆ

め
ぶ

た
い

滋
賀
県
大
津
市

（
道

の
駅

妹
子
の
郷

）
い

も
こ

さ
と

お
く
え

い
げ

ん
じ

け
い

り
ゅ

う
さ

と

さ
と

（
実

験
期

間
９

/２
～

９
/９

）

（
実

験
期

間
１

１
/１

１
～

１
１

/１
７

）

（
実

験
期

間
９

/３
０

～
１

０
/７

）

（
実

験
期

間
１

１
/１

１
～

１
１

/１
７

）

（
実

験
期

間
１

１
/１

８
～

１
１

/２
５

）

（
実

験
期

間
１

１
／

２
６

～
１

１
／

３
０

）

（
実

験
期

間
１

２
/３

～
１

２
/１

０
）

（
実

験
期

間
１

２
/３

～
１

２
/９

）

（
実

験
期

間
１

２
/１

０
～

１
２

/１
７

）

※
現
地
実
証
実
験
の
期
間
は
平
成
29
年
実
施
分
の
み
記
載

※
平
成
3
0年

3月
ま
で
に
全
箇
所
で
実
施

に
い
み
し

う
べ
し

み
よ
し
し

お
お
つ
しぐ

じ
ょ
う
し

な
ん
と
し

な
が
お
か
し

ひ
が
し
お
き
た
ま
ぐ
ん
た
か
は
た
ま
ち

ひ
ろ
お
ぐ
ん

た
い
き
ち
ょ
う

ひ
た
ち
お
お
た
し

い
な
し

と
よ
た
し
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※
無
電
柱
化
の
費
用
の
負
担
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
規
定
（
附
則
第
2
項
）

災
害
の
防
止
、
安
全
・円
滑
な
交
通
の
確
保
、
良
好
な
景
観
の
形
成
等
を
図
る
た
め
、
無
電
柱
化
（
※
）
の
推
進
に
関
し
、

基
本
理
念
、
国
の
責
務
等
、
推
進
計
画
の
策
定
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
施
策
を
総
合
的
・計
画
的
・迅
速
に
推
進
し
、
公

共
の
福
祉
の
確
保
、
国
民
生
活
の
向
上
、
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
貢
献

目
的

１．
国
民
の
理
解
と
関
心
を
深
め
つ
つ
無
電
柱
化
を
推
進

２
．国
・地
方
公
共
団
体
・関
係
事
業
者
の
適
切
な
役
割
分
担

３
．地
域
住
民
が
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
の
形
成
に
貢
献

基
本
理
念

１．
国

：無
電
柱
化
に
関
す
る
施
策
を
策
定
・実
施

２
．地
方
公
共
団
体
：地
域
の
状
況
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
・実
施

３
．事
業
者

：道
路
上
の
電
柱
・電
線
の
設
置
抑
制
・撤
去
、
技
術
開
発

４
．国
民

：無
電
柱
化
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
施
策
に
協
力

国
の
責
務
等

基
本
的
な
方
針
・期
間
・目
標
等
を
定
め
た
無
電
柱
化
推
進
計
画
を
策
定
・公
表

（
総
務
大
臣
・経
済
産
業
大
臣
等
関
係
行
政
機
関
と
協
議
、
電
気
事
業
者
・電
気
通
信
事
業
者

の
意
見
を
聴
取
）

無
電
柱
化
推
進
計
画
(国
土
交
通
大
臣
)

都
道
府
県
・市
町
村
の
無
電
柱
化
推
進
計
画
の
策
定
・公
表
（
努
力
義
務
）

（
電
気
事
業
者
・電
気
通
信
事
業
者
の
意
見
を
聴
取
）

都
道
府
県
・市
町
村
無
電
柱
化
推
進
計
画

１．
広
報
活
動
・啓
発
活
動

２
．無
電
柱
化
の
日
（
１１
月
１０
日
）

３
．国
・地
方
公
共
団
体
に
よ
る
必
要
な
道
路
占
用
の
禁
止
・制
限
等

の
実
施

４
．道
路
事
業
や
面
開
発
事
業
等
の
実
施
の
際
、
関
係
事
業
者
は
、

こ
れ
ら
の
事
業
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
道
路
上
の
電
柱
・電
線

の
新
設
の
抑
制
、
既
存
の
電
柱
・電
線
の
撤
去
を
実
施

５
．無
電
柱
化
の
推
進
の
た
め
の
調
査
研
究
、
技
術
開
発
等
の
推

進
、
成
果
の
普
及

６
．無
電
柱
化
工
事
の
施
工
等
の
た
め
国
・地
方
公
共
団
体
・関
係
事

業
者
等
は
相
互
に
連
携
・協
力

７
．政
府
は
必
要
な
法
制
上
、
財
政
上
又
は
税
制
上
の
措
置
そ
の
他

の
措
置
を
実
施

無
電
柱
化
の
推
進
に
関
す
る
施
策

（
※
）
電
線
を
地
下
に
埋
設
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
電
柱
又
は
電
線
（
電
柱
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。以
下
同
じ
。）
の
道
路
上
に
お
け
る

設
置
を
抑
制
し
、
及
び
道
路
上
の
電
柱
又
は
電
線
を
撤
去
す
る
こ
と
を
い
う

※
公
布
・施
行
：平
成
２
８
年
１２
月
１６
日
（
附
則
第
１項
）

無
電
柱
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
概
要

（
２
条
）

（
３
～
６
条
）

（
７
条
）

（
８
条
）

（
１条
）

（
９
～
１５
条
）
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自
転
車
活
用
推
進
法
の
概
要

•
国
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
自
転
車
の
活
用
推
進
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
策
定
、
実
施
す
る

•
地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
自
転
車
の
活
用
推
進
に
関

し
、
国
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
区
域
の
実
情
に
応
じ
た
施

策
を
策
定
、
実
施
す
る

•
国
・地
方
公
共
団
体
は
、
情
報
の
提
供
等
を
通
じ
て
、
基
本
理
念
に
関
す
る

国
民
・住
民
の
理
解
を
深
め
、
か
つ
そ
の
協
力
を
得
る
よ
う
努
め
る

＜
目
的
＞

•
基
本
理
念
を
定
め
、
国
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
し
、
施
策
の
基
本
と
な
る

事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
自
転
車
活
用
推
進
本
部
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
自
転
車
の
活
用
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と

＜
基
本
理
念
＞

•
自
転
車
に
よ
る
交
通
が
、
二
酸
化
炭
素
等
の
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
す
物
質
及
び
騒
音
・振
動
を
発
生
し
な
い
と
い
う
特
性
並
び
に
災
害
時

に
お
い
て
機
動
的
で
あ
る
と
い
う
等
の
特
性
を
有
す
る
こ
と

•
自
動
車
へ
の
依
存
の
程
度
を
低
減
す
る
こ
と
が
、
国
民
の
健
康
の
増
進

及
び
交
通
の
混
雑
の
緩
和
に
よ
る
経
済
的
社
会
的
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と

•
交
通
体
系
に
お
け
る
自
転
車
に
よ
る
交
通
の
役
割
を
拡
大
す
る
こ
と

•
交
通
の
安
全
の
確
保
が
図
ら
れ
る
こ
と

•
自
転
車
と
公
共
交
通
機
関
と
の
連
携
の
促
進
等
に
努
め
、
国
・地
方
公
共

団
体
が
実
施
す
る
自
転
車
活
用
の
推
進
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ

う
努
め
る

•
国
、
地
方
公
共
団
体
、
公
共
交
通
関
係
事
業
者
、
住
民
そ
の
他
の
関
係
者

は
、
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
て
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る

よ
う
努
め
る

•
政
府
は
、
基
本
方
針
に
即
し
、
目
標
及
び
講
ず
べ
き
必
要
な
法
制
上
・財
政

上
の
措
置
等
を
定
め
た
自
転
車
活
用
推
進
計
画
を
閣
議
決
定
で
定
め
、
国

会
に
報
告
す
る

•
都
道
府
県
、
市
区
町
村
は
、
区
域
の
実
情
に
応
じ
た
自
転
車
活
用
推
進
計

画
を
定
め
る
よ
う
努
め
る

①
自
転
車
専
用
道
路
・自
転
車
専
用
通
行
帯
等
の
整
備

②
路
外
駐
車
場
の

整
備
、
時
間
制
限
駐
車
区
間
の
指
定
見
直
し
③
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
施
設
の
整

備
④
自
転
車
競
技
施
設
の
整
備

⑤
高
い
安
全
性
を
備
え
た
良
質
な
自

転
車
の
供
給
体
制
の
整
備

⑥
自
転
車
安
全
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
及

び
資
質
の
向
上

⑦
情
報
通
信
技
術
等
の
活
用
に
よ
る
自
転
車
の
管
理
の
適

正
化

⑧
交
通
安
全
に
係
る
教
育
及
び
啓
発

⑨
自
転
車
活
用
に
よ
る
国
民

の
健
康
の
保
持
増
進

⑩
学
校
教
育
等
に
お
け
る
自
転
車
活
用
に
よ
る
青
少

年
の
体
力
の
向
上

⑪
自
転
車
と
公
共
交
通
機
関
と
の
連
携
の
促
進

⑫
災

害
時
の
自
転
車
の
有
効
活
用
体
制
の
整
備

⑬
自
転
車
を
活
用
し
た
国
際
交

流
の
促
進

⑭
観
光
旅
客
の
来
訪
の
促
進
そ
の
他
の
地
域
活
性
化
の
支
援

等
の
施
策
を
重
点
的
に
検
討
・実
施
す
る

国
土
交
通
省
に
自
転
車
活
用
推
進
本
部
を
置
き
、
本
部
長
は
国
土
交
通
大
臣
、

本
部
員
は
関
係
閣
僚
を
も
っ
て
充
て
る
（
併
せ
て
国
土
交
通
省
設
置
法
の
一

部
改
正
（
附
則
５
条
）
）

•
５
月
５
日
を
「
自
転
車
の
日
」
、
５
月
を
「
自
転
車
月
間
」
と
す
る

•
自
転
車
活
用
推
進
を
担
う
行
政
機
関
の
在
り
方
に
つ
い
て
等
の
検
討
（
附

則
２
・３
条
）

•
市
区
町
村
道
に
加
え
、
国
道
及
び
都
道
府
県
道
に
つ
い
て
も
自
転
車
専
用

道
路
等
を
設
置
す
る
よ
う
努
め
る
旨
の
自
転
車
道
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
（
附
則
４
条
）

（
１・
２
条
）

（
３
・４
条
）

（
５
～
７
条
）

（
８
条
）

（
９
～
１１
条
）

（
１２
・１
３
条
）

そ
の

他

自
転

車
活

用
推

進
本

部

自
転

車
活

用
推

進
計

画

基
本

方
針

公
共

交
通

関
係

事
業

者
の

責
務

等

国
等

の
責

務

目
的

・
基

本
理

念

（
１４
条
）

公
布
：平
成
２
８
年
１２
月
１６
日

施
行
：平
成
2
9
年
5
月
1日

- 73 -



道　　路　　関　　係　　　

平成３０年度（Ａ） 前年度（Ｂ）

1,556,158 1,556,158 1,559,291 1,559,291

1,071,935 1,071,935 1,097,229 1,097,229

368,259 368,259 345,783 345,783

115,964 115,964 116,279 116,279

163,353 97,417 144,065 86,195

92,469 51,635 89,523 50,127

43,500 23,998 29,993 16,498

11,760 6,468 8,925 4,463

15,624 10,416 15,624 10,416

- 4,900 - 4,691

2,439,314 14,119 2,378,769 20,708

4,158,825 1,667,694 4,082,125 1,666,194

106,297 59,000 － －

4,265,122 1,726,694 4,082,125 1,666,194

（再　掲）

補助事業　＋ 269,650 156,417 144,065 86,195

諸 費 等

区　　　　　分
事業費 国費 事業費 国費

直 轄 事 業

改 築 そ の 他

維 持 修 繕

補 助 事 業

地 域 高 規 格 道 路 そ の 他

補 助 率 差 額

有 料 道 路 事 業 等

合 計

除 雪

大 規 模 修 繕 ・ 更 新

Ｉ Ｃ ア ク セ ス 道 路

小 計

社 会 資 本 整 備 総 合 交 付 金
（ 交 通 拠 点 連 携 集 中 支 援 事 業 ）

社会資本整備総合交付金

（交通拠点連携集中支援事業）
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　予　　算　　総　　括　　表

（単位：百万円）

倍率（Ａ）／（Ｂ）

1.00 1.00

0.98 0.98

1.07 1.07

1.00 1.00

1.13 1.13

1.03 1.03

1.45 1.45

1.32 1.45

1.00 1.00

- 1.04

1.03 0.68

1.02 1.00

皆増 皆増

1.04 1.04

1.87 1.81

備　　　　　考
事業費 国費

１． 直轄事業の国費には、地方公共団体の直轄事業負担金
（2,958億円）を含む。

２． 有料道路事業等の事業費については、各高速道路株式会
社の建設利息を含む。

３． 有料道路事業等の計数には、高速道路連結部整備事業費
補助、連続立体交差事業資金貸付金、電線敷設工事資金貸
付金等を含む。

４． 本表のほか、防災・安全交付金（国費11,117億円［対前年度
比1.01］）、社会資本整備総合交付金（国費8,886億円［対前年
度比0.99］）があり、地方の要望に応じて道路整備に充てること
ができる。上記には、社会資本整備総合交付金（交通拠点連
携集中支援事業）を含む。
社会資本整備総合交付金（交通拠点連携集中支援事業）
は、交通拠点連携を図り、物流の効率化など生産性向上に資
する空港、港湾等へのアクセス道路や連続立体交差事業につ
いて、国庫債務負担行為を活用しながら個別箇所ごとに計画
的かつ集中的な支援を実施するもの。

５． 本表のほか、東日本大震災からの復旧・復興対策事業（国
費2,090億円［対前年度比0.87］）がある。また、東日本大震災
からの復旧・復興対策事業として社会資本整備総合交付金
（国費961億円［対前年度比0.88］）があり、地方の要望に応じ
て道路整備に充てることができる。

６．本表のほか、行政部費（国費9億円）がある。
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全 国 　

余市～小樽JCT 24km 

北海道横断自動車道黒松内釧路線 

釧路外環状道路 7km 

北海道横断自動車道根室線に並行
一般国道38･44号 

津奈木～水俣 6km 

南九州西回り自動車道
一般国道3号

多伎･朝山道路 9km※2 

調川～松浦 2km 

西九州自動車道
一般国道497号

山陰自動車道に並行
一般国道9号

小池高山～北中島 11km 

九州横断自動車道延岡線

高千穂日之影道路  3km 

一般国道218号
片坂バイパス 6km 

四国横断自動車道に並行
一般国道56号

鳥取西道路  13km

山陰自動車道に並行
一般国道9号

九州横断自動車道延岡線に並行

武雄

長崎

鳥栖

嘉島

八代

えびの

清武

日出

下関

山口南

山口

千代田

三次東

米
子

宍道

境港

落合

北房

福山西

広島北

広島

高屋
尾道

岡山

鳴門

徳島

播磨
三木

佐用

山崎

鳥取

綾部

春日

吉川
神戸

泉佐野 郡山下ツ道

勢和多気

高知

川之江

川之江東

坂出

倉敷

いよ小松

北九州

延岡

鹿児島

加治木

和歌山

城
陽

大
津

浜田

大
山
崎

深川

釧路
中央

比布

黒松内
小樽 札幌

千歳恵庭

苫小牧東

函館

帯広

本別

西原

許田

浦河
広尾

根室

網走

紋別

稚内

留萌

江差

武雄

長崎

鳥栖

嘉島

八代

えびの

清武

日出

下関

山口南

山口

千代田

三次東

米
子

宍道

境港

落合

北房

福山西

広島北

広島

高屋
尾道

岡山

鳴門

徳島

播磨
三木

佐用

山崎

鳥取

綾部

春日

吉川
神戸

泉佐野 郡山下ツ道

高知

川之江

川之江東

坂出

倉敷

いよ小松

北九州

延岡

鹿児島

加治木
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路 線 図

上北天間林道路 8km 

東北縦貫自動車道八戸線に並行
一般国道45号

釜石花巻道路（釜石JCT～釜石西） 6km 

東北横断自動車道釜石秋田線に並行
一般国道283号

釜石花巻道路（遠野住田～遠野） 11km 

東北横断自動車道釜石秋田線に並行
一般国道283号

大槌～山田南 8km 

三陸縦貫自動車道
一般国道45号

大安～東員 6km 

東海環状自動車道
一般国道475号

吉浜～釜石両石 20km 

三陸縦貫自動車道
一般国道45号

唐桑北～陸前高田 10km 

三陸縦貫自動車道
一般国道45号

本吉～大谷 4km 

三陸縦貫自動車道
一般国道45号

歌津～卯名沢 10km 

三陸縦貫自動車道
一般国道45号

南陽高畠～山形上山 24km 

東北中央自動車道

東根～東根北  4km 

東北中央自動車道

大平～天城湯ケ島 5km 

伊豆縦貫自動車道
一般国道414号

下部温泉早川～六郷 9km 
中部横断自動車道

佐久間～東栄 7km 

三遠南信自動車道
一般国道474号

中部横断自動車道
新清水JCT～富沢 21km

中部横断自動車道
富沢～南部  7km※1

新四日市JCT～亀山西JCT 27km 

近畿自動車道名古屋神戸線(新名神)

三郷南～高谷JCT 16km※4 
東京外かく環状道路

凡　例

調 査 中

事 業 中

供 用 中

その他主な路線

6車線　4車線　2車線

平成 30 年度
新規開通区間

注5. IC、JCT名称には仮称を含む

注2. ※2区間の開通時期については、猛禽類保全対策等が速やかに完了する場合
注1. ※1区間の開通時期については、トンネルの進捗が順調な場合

　　ものを示したものであり、個別の路線に関する必要性の有無や優先順位を示したものではない
注6. 本路線図の「その他主な路線」は、地域における主な道路構想（事業中、開通区間を含む）のうち広域的な

有料 無料有料 無料

注3. ※3区間の開通時期については、検討が必要
注4. ※4区間については平成30年6月までに開通予定
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大鰐弘前大鰐弘前

むつ

佐渡

日光

鹿嶋

熊谷熊谷熊谷

秩父

）平成29年度末時点の全国路線図に、
平成30年度新規開通箇所を旗揚げ（
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大安

凡　例

事 業 中

供 用 中

6車線 4車線 2車線

平成30年度新規開通区間

平成29年度末時点の中部圏高規格幹線道路図に、
平成30年度新規開通箇所を旗揚げ注. IC、JCT名称には仮称を含む （ ）

圏高規格幹線道路図中部

N

0 10 2

  

0㎞ 

大安～東員 6km
東海環状自動車道

新四日市JCT～亀山西JCT 27km 
近畿自動車道名古屋神戸線(新名神)
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国土交通省道路局のホームページをご覧下さい！

http://www.mlit.go.jp/road/

http://www.mlit.go.jp/road/110.htm

○道の相談室

○道路緊急ダイヤル

「道の相談室」では、道路に関する相談を受け付けています。

道路に関する緊急通報（落下物や路面の汚れ・穴ぼこなどの

通報）を「道路緊急ダイヤル」（＃９９１０）で受け付けて

います。携帯電話からの通報も無料です！

道路局 検索

（この冊子は、再生紙を使用しています。）


